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医学文化館･開館2周年記念

ユ
ニ
ー
ク

＊
半
世
紀
に
亘
る
錦
絵
蒐
集
の
歩
み
、
そ
の
特
異
な
テ
ー
マ
の
全
貌
を
世
に
お
く
る
″

１
１
卯
Ｊ
４
１
車
両

⑪
本
普
は
、
医
学
史
に
ご
造
詣
の
深
い
中
野
操
先
生
が
ご
研
究
、

ご
診
療
の
か
た
わ
ら
、
三
十
数
年
に
亙
っ
て
苦
心
収
集
さ
れ
た

医
学
関
係
の
錦
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
二
百
点
の
中
か
ら
、
特
に

医
学
に
関
迎
の
深
い
逸
侃
を
選
び
、
中
野
先
生
み
ず
か
ら
分
顛
・

綿
集
し
、
適
切
な
解
説
を
付
し
た
も
の
で
す
。

②
油
気
の
錦
絵
、
医
事
や
腱
療
に
関
連
の
あ
る
錦
絵
は
そ
の
性

枯
上
流
布
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
い
。
そ
う
し
た
州
難
な
条

件
の
中
で
多
年
に
亙
り
収
集
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
錦
絵
は
ま
さ
に

特
殊
な
収
榧
で
あ
り
、
非
常
に
稀
少
仙
仙
の
問
い
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
錦
絵
の
集
大
成
と
言
え
る
本
書
は
、
わ
が
岡
で
初
め

て
の
も
の
で
、
医
学
的
に
も
興
味
深
く
、
ま
た
江
戸
時
代
の
脈

民
生
活
や
風
僻
の
一
面
を
知
る
上
に
も
批
亜
な
も
の
と
言
え
ま

す
。③
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
書
は
浮
世
絵
、
錦
絵
の
愛
好
家
や
収

集
家
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
医
家
や
江
戸
時
代
の
風
併
史
、
人

情
史
、
人
事
生
活
史
に
関
心
あ
る
方
々
の
必
読
必
見
の
譜
と
言

う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

中
野
操
編
著
編
纂

＊
庶
民
芸
術
の
中
に
医
学
史
の
源

泉
を
凝
視
し
た
画
期
的
な
錦
絵
集
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わ
た
し
は
い
ま
『
明
治
三
十
三
年
巣
鴨
病
院
医
局
日
誌
』
（
複
写
）
を
手
に
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
は
当
直
医
が
、
不
眠
、
重

症
、
死
亡
、
入
退
院
な
ど
そ
の
責
任
時
間
に
お
け
る
特
記
す
べ
き
患
者
の
状
態
を
か
き
、
と
き
に
感
想
を
つ
け
く
わ
え
た
も
の
で
あ
る
。
墨
書

き
の
そ
の
・
ヘ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
、
脚
気
に
つ
い
て
の
記
述
を
か
き
ぬ
い
て
拳
よ
う
、
Ｉ

八
月
十
二
日

脚
気
患
者
○
木
○
三

尿
中
少
量
蛋
白
ア
リ

八
月
十
三
日

脚
気
患
者
○
木
○
三

一
、
巣
鴨
病
院
に
お
け
る
脚
気
の
実
例

前
日
同
様
脈
拍
百
弐
十
心
尖
第
一
音
雑
音
左
第
二
肋
間
胸
骨
縁
ノ
第
二
音
冗
進
著
明
尿
少
量
ノ
蛋
白

戦
前
の
精
神
科
病
院
に
お
け
る
脚
気
の
発
生
状
況

ｌ
巣
鴨
病
院
ｌ
松
沢
病
院
の
統
計
を
中
心
に
Ｉ

Ｉ
医
局
日
誌
か
ら

○
木
○
三
郎

○
木
○
三
郎

北
林
貞
道

北
林
貞
道

蠅
癖
率
極
鐸
蓉
嘩
罐
一
計
罐
琴
誇
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
三
日
受
付

岡
田
靖

雄
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八
月
十
八
日

死
亡
施
療
吉
○
助

八
月
十
九
日
日
曜
日

危
篤
脚
気
友
○
○
さ

施
療
○
木
○
三

右
脚
気
症
状
依
然
タ
リ

八
月
二
二
日
水
曜

死
亡
施
療
○
木
○
三
郎

右
曇
日
脚
気
ヲ
起
シ
以
来
経
過
不
良
既
一
一
家
人
ヲ
呼
出
シ
重
症
之
旨
ヲ
論
シ
置
ケ
ル
者
本
日
午
後
三
時
診
ス
ル
ニ
浮
腫
全
身
二
互
リ
全

身
症
状
頓
二
衰
弱
シ
テ
心
音
幽
微
脈
手
一
一
応
ゼ
ズ
問
二
答
フ
ル
ノ
勢
力
ナ
シ
依
而
危
篤
ノ
通
知
ヲ
発
シ
対
症
的
二
陥
布
児
注
射
ヲ
厳
シ

ク
命
セ
リ
然
し
ト
モ
天
此
患
者
二
幸
セ
ズ
午
後
七
時
終
二
空
シ
ク
鬼
籍
二
入
ラ
シ
ム
呼

十
九
日
日
曜
日
北
林
貞
道

全
身
苦
悶
著
ク
呼
吸
促
迫
シ
脈
拍
頻
数
ト
ナ
リ
悲
鳴
ヲ
挙
ゲ
哀
響
ヲ
号
シ
転
々
煩
悶
至
ラ
ザ
ル
ナ
ク
其
光
景
ノ
惨
惜
悲
痛
ダ
ル
見
ル
ー

忍
ビ
ズ
脈
〈
細
小
一
一
シ
テ
正
サ
ニ
百
二
十
至
ヲ
数
フ
可
ク
中
度
ノ
水
腫
ハ
到
ル
処
四
肢
ト
躯
幹
ト
就
中
顔
面
ト
’
一
波
及
セ
リ
瞳
孔
〈
梢

を
散
大
二
傾
キ
光
線
二
対
シ
テ
弱
ク
反
応
ス
ル
ノ
ミ
気
息
〈
促
迫
シ
テ
奄
右
タ
リ
而
カ
モ
其
精
神
ハ
煩
ル
明
瞭
ナ
リ
「
カ
ン
フ
ホ
ル
」

ヲ
注
射
ス
ル
事
五
筒
二
及
ビ
尚
ホ
三
時
毎
ニ
ニ
筒
宛
注
射
ス
ベ
キ
事
ヲ
命
ジ
実
菱
浸
ヲ
兼
服
セ
シ
ム
夜
九
時
之
ヲ
診
ス
ル
ニ
脈
拍
ノ
促

迫
梢
々
減
セ
ル
モ
全
身
症
状
一
一
著
シ
キ
差
異
ア
ル
ヲ
見
ズ
悲
ム
可
シ
彼
〈
最
モ
惨
惜
ダ
ル
苦
痛
ノ
声
ノ
裡
二
終
二
鬼
籍
二
入
し
り
時
正

サ
ニ
夜
十
一
時
半
ナ
リ
感
慨
窮
テ
云
う
所
ヲ
知
ラ
ズ
唯
グ
ー
句
以
テ
弔
う

思
ひ
き
や
色
さ
め
は
て
し
花
の
上
に

な
ほ
さ
よ
あ
ら
し
ふ
き
す
さ
ふ
と
は

○
木
○
三
郎

北
林
貞
道

松
原
三
郎
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さ
て
、
こ
れ
だ
け
の
抜
き
書
き
か
ら
、
巣
鴨
病
院
に
お
け
る
脚
気
は
夏
に
お
お
い
こ
と
、
ま
た
き
わ
め
て
激
症
で
あ
っ
て
発
症
後
短
月
日
の

う
ち
に
し
ぬ
も
の
の
お
お
い
こ
と
、
脚
気
を
発
す
る
も
の
の
お
お
く
は
施
療
患
者
で
そ
れ
も
男
に
お
お
い
こ
と
が
わ
か
る
。

戦
前
の
精
神
科
病
院
に
お
け
る
脚
気
の
実
態
に
つ
い
て
の
記
載
は
き
わ
め
て
と
ぼ
し
く
、
巣
鴨
病
院
に
つ
い
て
は
呉
秀
三
の
「
脚
気
ト
精
神

病
ト
ノ
関
係
」
（
神
経
学
雑
誌
、
第
八
巻
”
一
’
六
。
ヘ
ー
ジ
、
一
九
○
九
年
）
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
巣
鴨
病
院
に
お
け
る
一
年
間
の
観
察

結
果
を
ま
と
め
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
が
、
報
告
さ
れ
て
い
る
の
は
男
一
五
名
、
女
七
名
の
脚
気
合
併
患
者
で
、
う
ち
一
四
名
は
早
発
痴
呆

（
分
裂
病
）
で
あ
る
。
「
是
等
ノ
精
神
病
者
ガ
脚
気
二
罹
リ
マ
シ
タ
時
一
天
ド
ウ
云
う
具
合
デ
ァ
ル
カ
ト
云
フ
ニ
常
一
一
吾
を
ガ
実
験
ス
ル
事
柄
〈

脚
気
ヲ
発
見
シ
ダ
時
二
既
二
脚
気
ノ
症
状
ガ
著
ク
重
イ
ト
云
フ
コ
ト
デ
ァ
リ
マ
ス
」
と
呉
は
い
う
。
初
発
（
発
見
）
か
ら
死
亡
ま
で
の
期
間
は

桑
じ
か
く
、
男
は
一
五
名
中
一
○
名
死
亡
、
う
ち
三
週
間
以
内
の
死
亡
が
七
名
、
女
は
七
名
中
三
名
死
亡
で
経
過
は
や
や
な
が
い
。
内
科
害
に

数
日
前
ヨ
リ
脚
気
ヲ
発
シ
漸
次
全
身
苦
悶
シ
重
症
二
陥
ル
午
後
七
時
危
篤
ノ
旨
ヲ
通
報
セ
シ
メ
「
カ
ン
フ
ホ
ル
」
五
筒
ヲ
注
射
シ
毎
三

時
間
毎
二
三
筒
宛
注
射
セ
シ
メ
午
後
十
時
十
分
終
一
一
心
臓
麻
痒
ニ
テ
姥
レ
タ
リ

さ
だ
熟
ち

北
林
貞
道
（
一
八
七
二
’
一
九
四
八
）
は
、
一
九
○
七
年
に
愛
知
医
学
専
門
学
校
教
諭
と
な
っ
た
人
で
、
一
九
三
一
年
に
退
官
さ
せ
ら
れ
て
北

林
病
院
を
設
立
し
た
。
松
原
三
郎
（
一
八
七
七
’
一
九
三
六
）
は
、
一
九
○
九
年
に
金
沢
医
学
専
門
学
校
教
授
と
な
り
、
一
九
二
七
年
に
退
官
し

て
松
原
病
院
を
設
立
し
た
。

死
亡
二
十
五
日
午
前
雲

九
月
十
日
日
曜

死
亡
施
療
小
○
○
二

迷
ひ
て
し
闇
之
旅
路
の
つ
ち
の
子
に

木
枯
さ
け
ふ
野
に
そ
あ
り
け
る

八
月
二
十
四
日
北
林
貞
道

死
亡
二
十
五
日
午
前
零
時
五
十
五
分
友
○
○
さ

九
月
十
日
日
曜
松
原
三
郎
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戦
前
の
精
神
科
病
院
に
お
け
る
入
院
患
者
の
死
亡
率
は
ひ
じ
ょ
う
に
た
か
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
利
用
で
き
る
統
計
資
料
は
す
ぐ
な

い
。
内
務
省
衛
生
局
に
よ
る
『
精
神
病
二
関
ス
ル
統
計
‐
自
大
正
元
年
至
大
正
五
年
』
（
内
務
省
衛
生
局
、
一
九
二
二
年
）
は
、
そ
の
よ
う
な

数
す
ぐ
な
い
資
料
の
一
つ
で
あ
る
（
こ
れ
に
つ
づ
く
一
九
一
七
’
二
一
年
、
一
九
二
二
’
二
六
年
の
も
の
は
死
亡
を
と
り
あ
げ
て
い
な
し
。
こ
れ
は
、
保

健
衛
生
調
査
会
第
五
部
の
決
議
に
も
と
づ
き
、
内
閣
統
計
局
で
あ
つ
め
て
い
た
精
神
病
者
調
査
表
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
表
は
全
国

で
四
九
か
所
の
精
神
科
病
院
お
よ
び
精
神
科
病
室
な
ど
か
ら
あ
つ
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
統
計
資
料
は
五
年
間
の
累
積
を
表
示
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
全
国
で
、
前
年
よ
り
の
繰
り
越
し
在
院
患
者
が
一
二
、
八
○
八
名
、
年
間
入
院
患
者
が
二
○
、
二
八
名
で
、
年
間
在
籍
患
者

は
計
三
二
、
九
二
六
名
、
退
院
患
者
は
一
九
、
○
一
三
名
、
う
ち
死
亡
患
者
は
三
、
七
四
六
名
で
あ
っ
た
。
年
間
在
籍
患
者
数
に
た
い
す
る
死

亡
率
は
二
・
三
四
％
、
退
院
患
者
数
に
た
い
す
る
死
亡
率
は
一
九
・
七
○
％
で
あ
っ
た
（
戦
前
の
精
神
科
病
院
の
統
計
で
は
、
死
亡
率
は
退
院
患

者
数
中
の
死
亡
退
院
率
で
し
め
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
お
お
い
）
。
各
病
院
、
病
室
ご
と
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
患
者
動
態
の
数
字
を
み
る
と
、
病
院
に
よ

っ
て
死
亡
率
に
は
お
お
き
な
差
が
あ
る
。
い
く
つ
か
の
病
院
を
ひ
ろ
っ
て
み
よ
う
。
東
京
府
巣
鴨
病
院
で
は
五
年
間
の
死
亡
総
数
は
一
八
一
名

で
、
年
間
在
籍
患
者
数
に
た
い
す
る
死
亡
率
は
六
・
六
○
％
、
退
院
患
者
数
に
た
い
し
て
は
三
○
・
○
一
％
で
あ
っ
た
。
東
京
府
の
戸
山
脳
病

院
（
私
立
）
で
は
五
年
間
の
患
者
死
亡
総
数
は
三
六
五
名
で
、
年
間
在
籍
患
者
数
に
た
い
し
て
は
二
○
・
六
九
％
、
退
院
患
者
数
に
た
い
し
て

は
四
○
・
一
六
％
で
あ
っ
た
。
お
な
じ
く
保
養
院
（
私
立
）
で
は
患
者
死
亡
数
計
五
二
名
で
、
年
間
在
籍
患
者
数
に
た
い
し
て
一
九
・
五
六

％
、
退
院
患
者
数
に
た
い
し
て
は
三
九
・
○
一
％
で
あ
っ
た
。
大
阪
府
の
大
阪
癩
狂
院
（
私
立
）
で
の
患
者
死
亡
数
は
計
四
三
二
名
で
、
年
間

在
籍
患
者
数
に
た
い
し
て
二
一
・
五
八
％
、
退
院
患
者
数
に
た
い
し
て
は
三
○
・
○
○
％
で
あ
っ
た
。
お
な
じ
く
大
阪
精
神
病
院
（
私
立
）
で

の
患
者
死
亡
数
は
計
五
九
名
で
、
年
間
在
籍
患
者
数
に
た
い
し
四
・
五
三
％
、
退
院
患
者
数
に
た
い
し
五
・
九
％
で
、
こ
の
病
院
は
ほ
か
の
精

は
一
般
に
脚
気
は
慢
性
疾
患
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
み
ら
れ
る
と
お
り
、
巣
鴨
病
院
に
お
け
る
脚
気
は
急
性
疾
患
で
あ
っ
た
。

二
、
全
国
の
精
神
科
病
院
統
計
に
み
る
死
因
と
し
て
の
脚
気
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神
科
病
院
よ
り
は
ず
っ
と
ひ
く
い
死
亡
率
を
し
め
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
四
九
施
設
で
五
年
間
に
死
亡
し
た
三
、
七
四
六
名
の
死
因
は
、
原
疾
患
の
た
め
が
三
七
・
七
五
％
、
併
発
症
が
五
九
・
五
五
％
、
自

殺
一
・
五
三
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
進
行
麻
溥
患
者
で
原
疾
患
の
た
め
死
亡
は
、
全
死
亡
患
者
一
、
六
一
五
名
中
一
、
○
九
七
名
（
六
七
・

九
三
％
）
と
な
っ
て
い
る
の
は
う
な
づ
け
る
が
、
早
発
痴
呆
で
は
死
亡
患
者
一
、
二
九
名
中
一
五
五
名
（
一
三
・
八
五
％
）
が
、
躁
う
つ
病
で

は
死
亡
患
者
三
四
○
名
中
五
三
名
（
一
五
・
五
九
％
）
が
原
疾
患
の
た
め
死
亡
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
点
は
、
今
日
の
常
識
か
ら
す
る
と
う

な
づ
け
な
い
。
併
発
症
と
さ
れ
て
い
る
な
か
で
第
一
位
が
衰
弱
で
全
死
亡
患
者
数
の
二
九
・
○
七
％
、
つ
ぎ
が
脚
気
で
七
・
三
九
％
、
肺
結
核

の
五
・
三
七
％
（
全
結
核
で
五
・
七
七
％
）
が
そ
れ
に
つ
ぐ
。
脚
気
に
よ
る
死
亡
患
者
実
人
数
は
二
七
七
名
（
男
一
二
七
名
、
女
六
○
名
）
で
、
脚

気
は
男
の
死
因
の
八
・
一
六
％
を
し
め
る
の
に
た
い
し
、
女
で
は
五
・
五
一
％
で
、
男
の
患
者
の
ほ
う
が
女
よ
り
も
脚
気
で
し
に
や
す
い
。
精

神
疾
患
の
診
断
別
で
率
る
と
、
男
の
早
発
性
痴
呆
患
者
の
全
死
亡
七
○
一
名
中
脚
気
死
が
一
五
○
名
（
二
一
・
四
○
％
）
、
お
な
じ
く
女
で
は
四

一
五
名
中
三
七
名
（
八
・
八
五
％
）
で
、
早
発
痴
呆
患
者
で
は
脚
気
に
よ
る
死
亡
が
比
較
的
に
お
お
い
。
五
年
間
の
年
間
在
籍
患
者
数
に
た
い

す
る
脚
気
に
よ
る
死
亡
患
者
数
の
比
を
、
一
○
万
名
対
比
に
す
る
と
八
四
一
・
三
名
と
な
る
。
〃

た
だ
す

杉
江
菫
の
「
精
神
病
者
死
亡
一
一
関
ス
ル
統
計
的
観
察
」
（
神
経
学
雑
誌
、
第
一
六
巻
“
三
○
六
’
三
○
七
・
ヘ
ー
ジ
、
一
九
一
七
年
）
は
東
京
府
下
公
私

立
精
神
科
病
院
二
院
を
一
九
一
六
年
に
退
院
し
た
一
、
七
五
八
名
中
の
死
亡
退
院
者
五
四
三
名
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
進
行
麻
陣
で
は
退

院
患
者
五
四
一
名
中
死
亡
は
五
五
・
○
八
％
、
そ
の
死
因
で
は
肺
結
核
が
死
因
の
一
・
三
四
％
、
脚
気
が
○
・
六
八
％
で
あ
る
が
、
早
発
痴
呆

で
は
退
院
患
者
六
七
九
名
中
で
死
亡
は
二
六
・
六
五
％
、
死
因
で
は
肺
結
核
が
六
・
六
％
、
脚
気
が
三
二
・
五
九
％
を
し
め
て
い
た
。

一
八
八
九
年
（
明
治
二
一
年
）
七
月
二
五
日
に
上
野
公
園
内
に
創
立
さ
れ
て
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
）
に
創
立
一
○
○
年
を
む
か
え
た
東

（
１
）

京
府
顔
狂
院
ｌ
東
京
府
巣
鴨
病
院
ｌ
東
京
都
立
松
沢
病
院
の
歴
史
を
ま
と
め
て
、
わ
た
し
は
『
私
説
松
沢
病
院
史
』
を
あ
ら
わ
し
た
。
病
院
の

三
、
巣
鴨
病
院
ｌ
松
沢
病
院
に
お
け
る
死
亡
率
お
よ
び
脚
気
に
よ
る
死
亡
患
者
数
の
推
移
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表東京府巣鴨病院一東京都立松沢病院における死亡率，脚気による

死亡患者数の年次推移，ならびに1石建て米価の動き

年次

脚気に
よる死

年次死亡率米価注
亡者患
数

脚気に
よる死

死亡率
亡患者
数

米価 注

年

1894

1895

1896

1897

1898

1899

1900

1901

1902

1903

1904

1905

1906

1907

1908

1909

1910

1911

1912

1913

1914

1915

1916

1917

1918

1919

％
“
妬
沌
閃
詔
帥
弼
虹
泌
的
記
塑
虹
調
汚
“
記

名

０
４
２
５
４
５
１
５
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
５
９
４
１
２
１

２
３
１
１
２
５
３
２
１
３

８
３
５
８
８
７
４
１
０
０
０
０
０
０
０
３
５
４
０
０
６
１
１
８
７

円
８
９
４
９
８
６
６
０
５
０
１
１
４
０
２
６
０
３
９
９
凶
３
３
８
８

３
５
１
８
２
８
９
８
１
３
１
５
３
４
０
９
９
８
１
８
８
５
９
６
９
６

９
８
９
８
９
３
９
１
５
０
４
３
６
４
３
７
５
４
７
５
４
８
３
１
５
４
０

Ｆ
卜
Ⅱ
Ⅱ
●
■
。
、
Ｄ
■
■
●
■
、
。
■
■
●
■
。
●
。
●
■
■
。
■
。
■
●

１
１
２
５
９
２
６
６
７
９
８
７
０
２
０
７
６
１
５
７
０
６
７
４
８
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
１
１
２
２
２
２
１
１
２
３
５

年
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

％
7．79

12．98

12．97

16．22

9．76

10．88

16．59

12．65

15．17

8．99

12．20

9．52

7．98

13．38

10．00

8．31

8．12

6．30

7．05

4．53

8．24

7．33

6．04

12．09

15．66

25，12

名

９
２
６
３
２
３
２
８
６
７
９
７
４
８
６
４
５
５
８
２
１
７
３
３
１
０

１
２
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
３
４

５
９
５
２
８
２
９
６
６
６
４
２
．
６
５
９
５
７
８
０
１
６
７
７
７
０
３

５
３
４
４
４
５
４
４
３
３
３
２
２
２
２
３
３
３
４
４
４
４
４
４
５
５

５
７
７
？
．
？
．
？
．
略
羽
調
５
２
６
５
２
８
１
１
５
２
０
０
０
０
９
２
５

１
１
１
１
１

２

長榊→片山医

三宅院長

(院長）呉医長

内村院長

対中国戦争５
１
９
５
０
１
３

５
４
４
８
６
３
６

騒動米 ９
９
１
８へ移転 72敗戦06松沢村

年
報
が
か
な
り
の
こ
っ

て
お
り
、
そ
の
ほ
か
に

東
京
都
公
文
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
や

『
東
京
医
学
会
雑
誌
』

に
の
っ
て
い
る
論
文
な

ど
に
よ
っ
て
、
一
八
七

九
年
か
ら
一
九
四
五
年

に
い
た
る
六
七
年
間
の

死
亡
率
を
た
ど
る
こ
と

が
で
き
た
。
だ
が
、
癩

狂
院
時
代
の
資
料
に
は

戸
し
ｕ
可
ヨ
レ
や
ｕ
Ｌ
Ｉ
ｌ
寺
ミ
ー
幸
夫
毎
一
Ｊ
や
少
二

万
／
Ｒ
脾
子
《
心
三
一
口
品
“
肱
咄
１
と
ノ
ハ
ー
と

み
い
だ
せ
ず
、
巣
鴨
病

院
初
期
の
資
料
に
も
死

因
の
統
計
が
か
け
て
い

る
。
そ
こ
で
、
死
因
統

計
が
つ
づ
け
て
の
こ
っ

て
い
る
一
八
九
四
年
か
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ら
死
亡
率
、
脚
気
に
よ
る
死
亡
患
者
数
、
お
よ
び
米
価
を
表
に
ま
と
め
た
。

戦
前
の
精
神
科
病
院
に
お
け
る
統
計
は
、
巣
鴨
病
院
で
の
そ
れ
に
な
ら
っ
て
、
退
院
患
者
に
つ
い
て
の
統
計
を
主
に
し
て
い
た
。
入
院
時
に

は
患
者
お
よ
び
家
族
か
ら
充
分
な
情
報
が
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
前
記
の
よ
う
に
、
死
亡
統
計
も
退
院
患
者
数
中
に

し
め
る
死
亡
患
者
数
の
比
を
も
っ
て
死
亡
率
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
死
亡
率
は
、
繰
り
越
し
在
院
患
者
数
（
つ
ま
り
、
年
初
在
院
患
者

数
）
と
年
間
の
入
院
患
者
数
と
の
和
で
あ
る
年
間
在
籍
患
者
数
に
た
い
す
る
死
亡
患
者
数
の
百
分
比
を
も
っ
て
だ
し
た
・
一
九
四
○
’
四
五
年
に

お
け
る
死
亡
率
算
出
の
資
料
お
よ
び
同
年
間
の
脚
気
に
よ
る
死
亡
患
者
数
は
立
津
政
順
「
戦
争
中
の
松
沢
病
院
入
院
患
者
死
亡
率
」
（
精
神
神

経
学
雑
誌
、
第
六
○
巻
《
五
九
六
’
六
○
五
・
ヘ
ー
ジ
、
一
九
五
八
年
）
に
よ
っ
た
。
米
価
は
、
朝
日
新
聞
社
編
『
史
料
明
治
百
年
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九

六
六
年
）
所
載
の
農
商
務
省
食
糧
局
「
第
二
次
米
穀
統
計
（
日
本
之
部
）
」
、
農
林
省
農
務
局
編
纂
「
昭
和
三
年
版
米
穀
統
計
年
報
」
、
「
日
本
経

済
統
計
集
Ｉ
明
治
・
大
正
・
昭
和
」
（
日
本
評
論
社
）
、
「
食
糧
管
理
統
計
年
報
」
か
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
、
東
京
に
お
け
る
内
地
白
米
（
中

米
）
の
一
石
建
て
小
売
り
価
格
を
主
と
し
て
し
め
し
た
。

従
来
松
沢
病
院
に
お
け
る
死
亡
率
に
つ
い
て
は
、
立
津
政
順
が
前
記
論
文
に
あ
げ
て
い
る
、
敗
戦
の
年
一
九
四
五
年
に
死
亡
率
が
四
○
％
を

こ
し
た
事
実
が
周
知
の
こ
と
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
表
に
み
る
よ
う
に
、
’
九
一
九
年
（
こ
の
年
の
二
月
七
日
に
病
院

は
小
石
川
区
巣
鴨
駕
籠
町
か
ら
松
沢
村
へ
移
転
し
た
）
に
二
五
・
一
二
％
と
い
う
た
か
い
死
亡
率
を
し
め
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
年
の
年
初
在
院
は
四
○
一
名
、
入
院
二
四
○
名
で
年
間
在
籍
患
者
数
は
計
六
四
一
名
、
退
院
二
八
三
名
で
、
う
ち
死
亡
が
一
六
一
名
で
あ

っ
た
。
一
九
二
一
年
は
、
年
初
在
院
三
七
二
名
だ
っ
た
が
、
途
中
で
定
員
が
ふ
え
た
た
め
年
間
入
院
患
者
数
が
九
九
三
名
と
ふ
え
、
年
間
在
籍

が
計
一
、
三
六
五
名
に
た
い
し
、
退
院
が
六
五
一
名
、
う
ち
死
亡
が
三
一
二
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
死
亡
率
は
い
か
に
も
た
か
い
。
だ
が
、
『
精

神
病
二
関
ス
ル
統
計
』
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
も
承
た
よ
う
に
、
巣
鴨
病
院
に
お
け
る
死
亡
率
は
全
国
平
均
を
し
た
ま
わ
っ
て
い
た
し
、
そ
の

後
す
く
な
く
と
も
東
京
府
下
で
は
精
神
科
病
院
に
お
け
る
死
亡
率
の
増
加
は
巣
鴨
病
院
ｌ
松
沢
病
院
に
お
け
る
も
の
を
か
な
り
う
わ
ま
わ
っ
て

い
た
ら
し
い
。
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脚
気
に
よ
る
死
亡
患
者
数
は
、
死
亡
統
計
で
急
性
脚
気
心
臓
麻
輝
、
脚
気
衝
心
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
脚
気
に
一
括
し
謎
ま
た
死
因
と
し
て

脚
気
お
よ
び
肺
結
核
な
ど
脚
気
を
ふ
く
む
重
複
疾
患
が
あ
げ
て
あ
る
も
の
（
そ
う
お
お
く
は
な
い
）
も
、
脚
気
と
し
て
か
ぞ
え
た
。
年
報
の
内
容

を
こ
ま
か
く
検
討
す
る
と
、
脚
気
に
よ
る
死
亡
患
者
数
の
数
字
の
あ
や
し
い
と
こ
ろ
が
し
ば
し
ば
桑
い
だ
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
そ
の
数
字
は

一
九
一
七
年
か
ら
順
に
、
九
名
、
二
名
、
二
五
名
、
二
○
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
九
一
八
年
の
病
院
年
報
で
死
因
表
で
な
く
解
剖
例
一
覧
表

を
承
る
と
、
解
剖
さ
れ
た
二
四
例
中
四
例
の
死
因
が
脚
気
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
一
八
年
の
死
亡
患
者
数
は
九
九
名
で
あ
る
か
ら
、
実
際
は
一

○
名
程
度
が
脚
気
に
よ
り
死
亡
し
て
い
る
と
象
ら
れ
る
。

年
間
の
脚
気
併
発
が
ど
の
程
度
に
あ
り
脚
気
の
致
命
率
が
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
、
資
料
は
三
年
分
し
か
な
い
。
表
に
は
あ
げ
な
か
っ
た

が
、
一
八
八
八
年
に
は
脚
気
併
発
が
一
五
名
で
う
ち
一
○
名
が
死
亡
し
た
。
一
九
○
二
年
に
は
脚
気
に
よ
る
重
症
室
（
合
併
症
病
棟
）
収
容
が

五
二
名
で
う
ち
三
七
名
が
死
亡
、
一
九
○
三
年
に
は
一
○
名
が
重
症
室
に
収
容
さ
れ
五
名
が
死
亡
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
年
に
つ
い
て
は
合
併
症

に
つ
い
て
の
統
計
は
、
年
間
退
院
患
者
の
在
院
期
間
中
に
つ
い
て
だ
さ
れ
て
い
る
。
一
九
○
二
年
お
よ
び
一
九
○
三
年
の
退
院
患
者
中
で
脚
気

を
合
併
し
た
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
八
名
お
よ
び
八
名
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
も
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
巣
鴨
病
院
で
脚
気
に
な
っ
た
（
脚
気
を

発
見
さ
れ
た
）
人
の
半
分
以
上
が
死
亡
し
た
こ
と
を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。

『
呉
教
授
荏
職
二
十
五
年
記
念
文
集
』
（
呉
教
授
在
職
二
十
五
年
祝
賀
会
、
一
九
二
八
年
）
第
三
輯
に
の
っ
て
い
る
東
京
府
立
松
沢
病
院
医
局
「
東

京
府
立
松
沢
病
院
医
事
統
計
」
は
、
一
九
○
二
年
（
明
治
三
五
年
）
か
ら
一
九
二
一
年
（
大
正
一
○
年
）
に
い
た
る
二
○
年
間
の
退
院
患
者
三
、

八
七
六
名
（
男
二
、
四
一
三
名
、
女
一
、
四
五
四
名
）
の
統
計
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
入
院
前
の
既
往
歴
が
小
児
期
、
破
瓜
期
、
成
年

期
、
老
年
期
に
わ
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
合
計
す
る
と
、
脚
気
の
既
往
歴
の
あ
る
も
の
は
男
が
九
四
名
、
女
が
二
八
名
で
あ
る
。
こ
の

な
か
に
は
、
一
人
が
破
瓜
期
、
成
年
期
と
二
度
脚
気
に
か
か
っ
た
よ
う
な
人
が
重
複
し
て
か
ぞ
え
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
も

こ
の
数
字
は
、
病
院
外
社
会
生
活
で
一
般
人
が
ど
の
程
度
に
脚
気
に
か
か
っ
た
か
を
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
在
院
中
の
脚
気
合
併
は
男
二
一

○
名
（
八
・
六
七
％
）
、
女
一
三
一
名
（
九
・
○
一
％
）
で
、
脚
気
に
よ
る
死
亡
は
男
一
五
六
名
、
女
五
九
名
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
退
院
患
者
中
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だ
け
で
ゑ
る
と
、
脚
気
に
よ
る
致
命
率
は
六
三
・
○
％
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
脚
気
に
な
っ
て
も
死
亡
せ
ぬ
ま
ま
在
院
し
つ
づ
け
て
い
た
人
は

こ
の
数
に
は
は
い
っ
て
い
な
い
の
で
、
実
際
の
脚
気
に
よ
る
致
命
率
は
五
○
％
前
後
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
合
併
症
全
体
の
な
か
で
は
、

男
で
は
脚
気
が
三
一
・
四
％
、
肺
結
核
が
二
六
・
二
％
で
脚
気
が
第
一
位
、
女
で
は
肺
結
核
が
二
六
・
一
％
、
脚
気
が
二
二
・
七
％
で
脚
気
が

第
二
位
で
あ
っ
た
。
死
因
を
ゑ
る
と
、
男
で
は
全
身
衰
弱
が
三
八
・
六
％
、
脚
気
一
七
・
○
％
、
肺
結
核
一
三
・
五
％
、
麻
蝉
性
発
作
一
二
・

五
％
で
脚
気
が
第
二
位
、
女
で
は
全
身
衰
弱
三
四
・
二
％
、
肺
結
核
二
三
・
四
％
、
脚
気
一
○
・
一
％
で
脚
気
が
第
三
位
に
あ
っ
た
。

『
自
大
正
十
四
年
自
昭
和
二
年
東
京
府
立
松
沢
病
院
年
報
』
（
東
京
府
立
松
沢
病
院
、
一
九
二
八
年
）
は
、
合
併
症
の
な
か
で
も
脚
気
お
よ
び
肺

結
核
を
と
り
あ
げ
て
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
一
八
’
二
七
年
の
一
○
年
間
の
退
院
患
者
総
数
三
、
九
七
九
名
中
の
脚
気
合
併
患

者
は
二
七
三
名
（
男
一
三
四
名
、
女
四
九
名
）
で
七
％
、
男
二
、
五
六
四
名
中
の
八
・
七
％
、
女
一
、
四
一
五
名
中
の
三
・
四
％
に
あ
た
る
。
ま

た
同
年
間
の
死
亡
患
者
総
数
一
、
五
六
一
名
中
で
脚
気
の
た
め
死
亡
し
た
も
の
は
計
二
二
三
名
（
男
一
七
八
名
、
女
四
五
名
）
で
一
四
・
三
％
に

あ
た
る
。
こ
れ
か
ら
退
院
患
者
中
だ
け
で
象
る
と
、
脚
気
の
致
命
率
は
な
ん
と
八
一
・
七
％
と
い
う
高
率
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
戦
前
の
巣
鴨

病
院
ｌ
松
沢
病
院
で
は
、
ほ
か
の
合
併
症
で
も
そ
れ
に
よ
る
致
命
率
は
異
様
に
た
か
か
っ
た
。

つ
ぎ
に
表
の
な
か
で
、
脚
気
に
よ
る
死
亡
患
者
数
を
年
を
お
っ
て
承
、
そ
れ
と
い
っ
し
ょ
に
米
価
の
動
き
を
ゑ
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
九
○

二
年
前
後
の
動
き
は
す
こ
し
複
雑
で
あ
る
が
、
一
九
二
○
年
前
後
お
よ
び
太
平
洋
戦
争
中
に
は
、
米
価
が
あ
が
る
と
と
も
に
脚
気
に
よ
る
患
者

死
亡
数
が
ふ
え
、
そ
れ
と
と
も
に
全
体
の
死
亡
率
も
上
昇
す
る
と
い
う
動
き
が
は
っ
き
り
ゑ
て
と
れ
る
。
死
亡
率
が
二
五
％
を
こ
え
脚
気
に
よ

る
患
者
死
亡
数
が
二
五
名
に
達
し
た
一
九
一
．
九
年
は
、
米
騒
動
の
翌
年
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
米
価
が
あ
が
っ
て
も
病
院
の
食
事
予
算
は
な
か
な

か
あ
げ
て
も
ら
え
ず
、
副
食
費
が
け
ず
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
自
費
患
者
（
一
等
お
よ
び
二
等
、
の
ち
に
は
特
等
、
一
等
、
二
等
と

な
る
）
と
公
費
患
者
（
は
じ
め
施
療
お
よ
び
委
託
、
の
ち
に
は
三
等
と
な
る
）
と
で
は
一
人
一
日
あ
た
り
の
食
費
に
お
お
き
な
差
が
あ
っ
た
。
た
と

え
ば
、
一
九
○
二
年
に
は
一
等
患
者
が
二
五
銭
二
厘
、
二
等
患
者
が
一
八
銭
、
施
療
患
者
お
よ
び
委
託
患
者
が
一
二
銭
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三

○
年
度
に
は
特
等
患
者
が
六
二
銭
一
厘
、
一
等
患
者
が
五
二
銭
六
厘
、
二
等
患
者
二
四
銭
七
厘
、
三
等
患
者
が
一
八
銭
で
あ
っ
た
（
両
年
を
く
ら
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脚
気
は
わ
が
国
の
風
土
病
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
あ
り
、
と
く
に
都
会
で
は
夏
秋
に
脚
気
に
よ
る
死
亡
者
が
ふ
え
た
こ
と
か
ら
流
行
病
と
も

み
ら
れ
て
い
た
。
脚
気
治
療
研
究
の
た
め
一
八
七
八
年
（
明
治
二
年
）
に
は
神
田
に
東
京
府
の
脚
気
病
院
が
開
設
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
承

る
べ
き
成
果
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
本
格
的
に
脚
気
対
策
に
と
り
く
ん
だ
の
は
軍
で
、
海
軍
は
一
八
八
五
年
以
降
麦
飯
採
用
に
よ
っ
て
脚
気
追

放
に
成
功
し
た
。
陸
軍
が
麦
飯
採
用
に
ふ
み
き
っ
た
の
は
、
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
お
く
れ
て
、
一
九
○
五
年
で
あ
っ
た
。
一
方
、
エ
イ
ク
マ

く
る
と
、
等
級
が
う
え
の
ほ
う
で
は
食
費
の
値
上
が
り
幅
は
お
お
き
い
が
、
公
費
患
者
で
の
値
上
が
り
幅
は
せ
ま
じ
。
ず
っ
と
と
お
し
て
み
る
と
、
公
費

患
者
と
自
費
患
者
と
で
は
死
亡
率
に
は
っ
き
り
し
た
差
が
あ
り
、
死
亡
率
が
た
か
く
な
る
と
き
に
は
そ
の
差
は
さ
ら
に
ひ
ら
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
合
併
症
に
つ
い
て
公
費
、
自
費
に
わ
け
た
統
計
は
な
い
が
、
両
者
で
の
脚
気
合
併
率
に
は
い
ち
じ
る
し
い
違
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前

記
『
病
院
年
報
』
は
「
殊
一
一
三
等
入
院
者
二
其
ノ
数
多
キ
ヲ
示
セ
ル
ノ
傾
向
ア
リ
」
と
の
べ
て
い
る
。

表
に
承
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
九
一
七
年
か
ら
の
脚
気
に
よ
る
死
亡
患
者
数
の
増
加
は
は
げ
し
く
、
一
九
二
二
年
に
は
い
く
ら
か
減
少
傾
向
を

み
せ
た
も
の
の
、
一
九
二
五
年
に
お
け
る
脚
気
に
よ
る
死
亡
患
者
数
は
五
五
名
で
、
死
亡
患
者
総
数
の
三
六
％
を
し
め
る
に
い
た
っ
た
。
そ
こ

で
、
つ
い
に
脚
気
予
防
対
策
が
本
格
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
、
一
九
二
六
年
度
の
は
じ
め
か
ら
白
米
使
用
は
中
止
さ
れ
、
特
等
、
一
等
、
二
等

の
患
者
に
は
八
分
搗
き
米
、
三
等
患
者
に
は
半
搗
き
米
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
小
豆
使
用
な
ど
二
、
三
の
脚
気
予
防

対
策
も
と
ら
れ
て
、
一
九
二
六
年
に
は
脚
気
に
よ
る
死
亡
患
者
が
す
こ
し
減
じ
、
一
九
二
七
年
に
は
脚
気
発
生
は
は
っ
き
り
減
少
し
た
（
退
院

患
者
中
で
は
脚
気
を
発
見
さ
れ
た
も
の
が
五
名
で
、
そ
の
全
員
が
死
亡
し
た
）
。
こ
の
の
ち
一
九
二
九
年
に
脚
気
に
よ
る
死
亡
患
者
一
名
を
だ
し
た
の

ち
、
脚
気
に
よ
る
死
亡
の
な
い
年
が
つ
づ
い
た
。
一
九
四
○
年
に
は
一
挙
に
二
五
名
の
患
者
が
脚
気
に
よ
っ
て
死
亡
す
る
が
、
そ
の
の
ち
に
は

脚
気
は
、
も
っ
と
全
般
的
な
栄
養
失
調
に
ほ
と
ん
ど
の
み
こ
ま
れ
た
形
に
な
っ
た
。

四
、
巣
鴨
病
院
ｌ
松
沢
病
院
に
お
け
る
脚
気
と
は
な
ん
で
あ
っ
た
か

卜
付
。
京
都
の
岩
倉
病
院
に
お
け
る
脚
気
対
策

（10） 104



ソ
、
鈴
木
梅
太
郎
、
フ
ソ
ク
の
研
究
に
よ
っ
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
が
発
見
さ
れ
る
に
い
た
る
。
人
間
で
の
脚
気
と
白
米
と
の
関
係
は
島
薗
順
次
郎
の

内
科
学
会
宿
題
報
告
（
一
九
一
九
年
）
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
、
一
九
一
二
年
大
森
憲
太
に
よ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
欠
乏
食
に
よ
る
人
体
実
験

に
よ
り
、
人
間
の
脚
気
が
ビ
タ
ミ
ン
酌
欠
乏
に
よ
る
疾
病
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
日
本
科
学
史
学
会
編
『
日
本
科
学
技
術

史
大
系
・
型
ｌ
医
学
・
１
』
、
第
一
法
規
出
版
株
式
会
社
、
一
九
六
五
年
、
中
の
中
川
米
造
・
丸
山
博
の
記
載
に
よ
る
）
．

だ
が
、
一
般
国
民
の
脚
気
に
よ
る
死
亡
数
は
そ
う
順
調
に
は
減
少
し
て
い
な
い
。
高
野
六
郎
「
日
本
に
於
け
る
脚
気
の
統
計
的
観
察
」
（
於

第
六
同
極
東
熱
帯
医
学
会
）
（
ｎ
本
之
医
界
、
第
一
五
巻
瀧
八
三
号
、
一
九
二
五
年
）
お
よ
び
阿
部
達
夫
・
磯
貝
庄
ほ
か
「
最
近
の
脚
気
に
つ
い
て
Ｉ

全
国
調
査
に
関
連
し
て
」
（
臨
床
栄
養
、
第
四
九
巻
第
七
号
、
一
九
七
六
年
）
な
ど
が
あ
げ
る
脚
気
に
よ
る
死
亡
の
統
計
に
よ
る
と
、
だ
い
た
い
二

○
名
を
前
後
し
て
い
た
人
口
一
○
万
対
の
脚
気
に
よ
る
死
亡
者
数
が
は
っ
き
り
し
た
騰
勢
を
み
せ
た
の
は
一
九
一
六
年
か
ら
で
、
一
九
一
三
年

の
四
六
・
五
名
（
実
人
数
で
三
ハ
、
七
七
二
名
）
を
最
高
に
し
、
一
九
二
九
年
か
ら
は
ほ
ぼ
ま
え
の
水
準
に
も
ど
っ
た
。
高
野
は
、
脚
気
に
よ
る

死
亡
は
大
都
市
を
有
す
る
地
方
に
お
お
く
て
こ
の
点
白
米
消
費
に
ほ
ぼ
平
行
す
る
こ
と
、
ま
た
一
人
あ
た
り
白
米
消
費
の
お
お
い
年
に
は
脚
気

に
よ
る
死
亡
者
数
も
お
お
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
程
度
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
九
二
五
年
一
○
月
一
二
’
一
四
日
の
第
六
回
極

東
熱
帯
医
学
会
の
脚
気
委
員
会
で
は
、
米
の
精
白
度
を
法
律
で
規
制
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
も
だ
さ
れ
た
。
一
九
二
九
年
ご
ろ
か
ら
脚
気
に

よ
る
死
亡
者
数
が
へ
っ
た
の
は
、
脚
気
が
ビ
タ
ミ
ン
日
欠
乏
に
よ
る
こ
と
が
一
般
国
民
に
も
周
知
の
も
の
と
な
っ
て
栄
養
面
の
改
善
が
さ
れ
た

た
め
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ま
で
の
脚
気
に
よ
る
死
亡
率
の
は
げ
し
い
変
動
は
な
に
に
よ
る
か
、
ま
だ
充
分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

と
こ
ろ
で
、
精
神
科
病
院
に
お
い
て
い
ち
は
や
く
脚
気
予
防
に
と
り
く
ん
だ
の
は
、
京
都
府
の
私
立
岩
倉
病
院
の
院
長
土
屋
榮
吉
で
あ
る
。

ま
え
に
あ
げ
た
内
務
省
衛
生
局
の
『
精
神
病
二
関
ス
ル
統
計
』
に
よ
っ
て
岩
倉
病
院
の
数
字
を
み
よ
う
。
一
九
一
二
’
一
六
年
の
五
年
間
の
累

計
で
前
年
よ
り
の
繰
り
越
し
が
四
五
一
名
、
年
間
入
院
患
者
は
一
、
二
九
○
名
で
、
年
間
在
籍
患
者
数
は
計
一
、
七
四
一
名
に
た
い
し
、
退
院

は
一
、
二
六
一
名
、
う
ち
死
亡
は
一
八
七
名
で
あ
る
。
年
間
在
籍
患
者
数
に
た
い
す
る
死
亡
率
は
一
○
・
七
四
％
と
な
り
、
こ
の
点
で
は
全
国

る
○

へ

3
習
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土
屋
論
文
が
の
っ
て
い
る
『
神
経
学
雑
誌
』
第
二
五
巻
第
八
号
は
一
九
二
五
年
九
月
五
日
に
発
行
さ
れ
た
。
松
沢
病
院
に
お
け
る
脚
気
予
防

対
策
は
直
接
に
は
土
屋
論
文
に
う
な
が
さ
れ
た
と
も
推
察
さ
れ
る
。
す
で
に
染
た
よ
う
に
、
軍
に
お
け
る
脚
気
予
防
対
策
に
比
し
て
民
間
で
の

そ
れ
は
い
ち
じ
る
し
く
お
く
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
精
神
科
病
院
に
お
け
る
脚
気
の
多
発
は
あ
ま
り
に
も
は
な
は
だ
し
か
っ
た
。
松
沢
病
院

で
五
五
名
の
患
者
が
脚
気
で
死
亡
し
た
一
九
二
五
年
は
、
年
初
在
院
七
五
六
名
、
年
間
入
院
三
三
八
名
、
年
間
在
籍
一
、
○
九
四
名
で
あ
る
か

ら
、
一
○
万
人
対
に
な
お
す
と
じ
つ
に
五
、
○
二
七
・
四
名
が
脚
気
で
死
亡
し
た
こ
と
に
な
り
、
全
国
統
計
で
脚
気
に
よ
る
死
亡
率
が
も
っ
と

も
た
か
か
っ
た
一
九
二
三
年
の
四
六
・
五
名
の
一
○
○
倍
を
こ
す
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
軍
の
経
験
に
ま
な
ぼ
う
と
は
し
な
か
っ

た
の
か
？
土
屋
の
よ
う
に
島
薗
の
知
見
を
す
ぐ
に
と
り
い
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
か
？
府
立
病
院
で
あ
る
た
め
予
算
面
そ
の
他
の
制

約
が
ひ
じ
ょ
う
に
つ
よ
か
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
脚
気
予
防
対
策
の
遅
れ
に
当
時
の
医
者
の
責
任
を
と
い
た
く
な
る
の
は
酷
で
あ
ろ
う
か
？

（
４
）

鈴
木
芳
次
「
精
神
病
院
の
脚
気
統
計
と
そ
の
栄
養
対
策
・
３
」
（
臨
床
栄
養
、
弟
九
巻
第
三
号
、
一
九
五
六
年
）
は
、
松
沢
病
院
の
医
局
・
看
護
科

減
し
た
。
学

っ
て
い
る
。

土
屋
の
「
精
神
病
院
ノ
脚
気
発
生
及
其
予
防
二
就
テ
」
（
神
経
学
雑
誌
、
第
一
孟
巻
《
四
五
四
’
四
六
七
。
ヘ
ー
ジ
、
一
九
二
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
一

九
一
四
’
一
八
年
の
岩
倉
病
院
退
院
患
者
計
五
四
一
名
中
に
脚
気
を
合
併
し
た
も
の
は
一
○
○
名
お
り
、
う
ち
三
二
名
が
死
亡
し
た
。
ま
た
一

九
○
九
’
一
八
年
の
死
亡
患
者
計
四
○
五
名
中
で
、
脚
気
に
よ
る
死
亡
は
七
九
名
で
全
死
亡
の
一
九
・
五
％
を
し
め
る
。
一
九
一
九
年
第
一
六

回
日
本
内
科
学
会
で
島
薗
教
授
の
脚
気
原
因
説
を
き
い
た
土
屋
は
、
患
者
・
職
貝
と
も
平
等
一
律
に
半
描
き
米
を
給
す
る
こ
と
に
し
、
同
年
三

月
よ
り
こ
れ
を
断
行
し
た
。
職
員
は
半
描
き
米
を
き
ら
い
、
患
者
お
よ
び
家
族
は
経
費
削
減
の
た
め
と
誤
解
し
、
ま
た
半
描
き
米
は
白
米
よ
り

か
え
っ
て
高
価
に
つ
い
た
な
ど
の
問
題
点
は
あ
っ
た
が
、
土
屋
が
と
っ
た
こ
の
方
針
は
み
ご
と
な
成
果
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
九
’
二

四
年
の
退
院
患
者
計
九
五
四
名
中
で
脚
気
を
合
併
し
た
も
の
は
五
名
、
同
年
間
の
死
亡
患
者
計
三
○
四
名
中
で
脚
気
に
よ
る
死
亡
は
二
名
と
激

減
し
た
。
そ
の
年
次
推
移
を
承
る
と
退
院
患
者
中
の
脚
気
合
併
者
は
一
九
二
三
年
か
ら
、
ま
た
脚
気
に
よ
る
死
亡
は
一
九
一
二
年
か
ら
○
と
な

平
均
に
ち
か
い
精
神
科
病
院
で
あ
っ
た
。
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の
先
輩
に
往
時
の
脚
気
対
策
を
た
ず
ね
て
い
る
。
巣
鴨
病
院
Ｉ
松
沢
病
院
の
医
員
か
ら
警
視
庁
技
師
に
な
っ
て
い
た
金
子
準
二
（
一
八
九
○
’

一
九
七
九
）
は
、
麦
を
つ
か
う
こ
と
は
差
別
と
と
ら
れ
る
の
で
で
き
な
か
っ
た
、
と
回
答
し
て
い
る
。
だ
が
、
巣
鴨
病
院
で
は
す
く
な
く
と
も

一
九
一
二
年
お
よ
び
一
九
一
三
年
に
は
、
白
米
購
入
額
の
一
○
分
の
一
ほ
ど
の
麦
が
購
入
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
被
害
の
大
き

さ
に
く
ら
べ
る
と
巣
鴨
病
院
ｌ
松
沢
病
院
に
お
け
る
脚
気
予
防
対
策
は
あ
ま
り
に
も
お
そ
す
ぎ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
患
者
の
生
命
を
ま
も
る

べ
き
医
療
者
の
姿
勢
の
弱
さ
か
ら
く
る
人
災
と
し
て
の
面
を
つ
よ
く
も
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
前
記
の
立
津
論
文
は
、
「
村
松
副
院
長
（
現
名
大
教
授
）
に
よ
る
と
、
昭
和
一
五
年
の
死
亡
者
の
急
増
は
、
内
地
米
を
外
地
米

に
変
え
た
た
め
だ
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
」
と
か
い
て
い
る
。
一
九
四
○
年
は
、
死
亡
率
が
前
年
の
一
二
・
四
九
％
か
ら
二
一
・
八
五
％
に
急
増

す
る
と
と
も
に
、
前
年
に
は
い
な
か
っ
た
脚
気
に
よ
る
死
亡
者
が
二
五
名
で
た
年
で
あ
る
。
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
外
地
米
の
た
め
死
亡
者
が

急
増
し
た
と
か
ん
が
え
ら
れ
た
の
か
、
わ
た
し
は
今
回
村
松
常
雄
氏
に
直
接
お
た
ず
ね
し
た
が
、
記
憶
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
脚
気
の
症
状
の

一
部
が
黄
変
米
毒
素
に
よ
る
中
毒
に
よ
る
と
の
説
が
あ
る
の
で
、
病
院
年
報
で
購
入
米
殼
類
の
種
類
を
し
ら
べ
て
糸
た
。
米
殼
類
の
種
類
が
記

載
さ
れ
て
い
る
年
の
う
ち
、
一
九
○
四
’
二
年
に
は
白
米
だ
け
を
、
一
九
一
二
、
一
三
年
に
は
白
米
と
そ
の
ほ
ぼ
一
○
分
の
一
の
金
額
の
麦

と
を
購
入
し
て
い
る
。
一
九
二
九
年
に
は
朝
鮮
米
（
八
分
搗
き
）
、
蓬
莱
米
（
半
搗
き
）
お
よ
び
押
し
麦
を
購
入
し
て
い
る
。
一
九
三
○
年
、
三

一
年
に
は
自
費
患
者
に
は
内
地
米
（
八
分
搗
き
）
を
、
公
費
患
者
に
は
蓬
莱
米
（
半
搗
き
）
お
よ
び
押
し
麦
を
使
用
し
て
い
る
。
一
九
三
二
年
に

は
内
地
米
（
八
分
搗
き
）
と
ご
く
少
量
の
押
し
麦
と
を
購
入
し
て
い
る
。
一
九
三
三
年
に
は
内
地
米
（
八
分
拙
き
）
と
蓬
莱
米
と
を
、
一
九
三

四
年
、
三
五
年
に
は
内
地
米
（
八
分
拙
き
）
を
、
一
九
三
六
’
三
九
年
に
は
内
地
米
（
七
分
搗
き
）
を
購
入
し
て
い
る
。
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
お
お
い
た
め
、
外
地
米
使
用
と
脚
気
発
生
と
の
関
係
は
た
し
か
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

立
津
論
文
は
さ
ら
に
、
敗
戦
後
は
占
領
軍
の
指
令
で
栄
養
失
調
の
診
断
が
厳
密
に
規
定
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
（
一
九
四
○
年
か
ら
）
栄
養

失
調
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
が
慢
性
胃
腸
炎
と
い
う
診
断
名
と
な
り
、
一
部
分
は
「
脚
気
と
い
う
診
断
面
に
置
き
か
え
ら
れ
た
向
き
も
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
ぱ
あ
い
占
領
軍
の
指
令
と
い
う
影
響
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
栄
養
失
調
と
脚
気
と
が
ご
く
ち
か
い
、
あ
る
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い
は
相
互
に
か
さ
な
り
あ
う
関
係
に
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
立
津
は
、
栄
養
失
調
、
慢
性
お
よ
び
急
性
の
胃
腸
炎
、
脚
気
の
三
つ
に
よ
る
死

亡
と
さ
れ
た
も
の
の
大
部
分
は
栄
養
障
害
に
よ
る
死
亡
と
み
な
さ
れ
る
、
と
い
う
。
、

ゆ
う
し

ま
た
い
ち

と
こ
ろ
で
、
内
村
祐
之
お
よ
び
古
川
復
一
は
一
九
四
○
年
六
月
一
五
日
東
京
精
神
神
経
学
会
例
会
で
報
告
し
た
「
戦
時
下
の
精
神
病
院
統

計
」
（
精
神
神
経
学
雑
誌
、
第
四
四
巻
“
八
三
四
’
八
三
五
。
ヘ
ー
ジ
、
一
九
四
○
年
）
で
、
松
沢
病
院
で
そ
の
一
、
二
年
間
に
死
亡
率
が
上
昇
し
た
そ

の
原
因
を
さ
ぐ
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
「
所
謂
衰
弱
」
に
つ
い
て
、
「
主
症
状
は
漸
次
扇
痩
し
て
行
き
、
末
期
は
頑
固
な
下
痢
を
伴
な
ひ
、

貧
血
を
呈
す
る
。
而
し
て
此
の
過
半
数
が
上
下
肢
、
顔
面
等
に
、
特
有
の
浮
腫
を
呈
し
、
然
も
腎
臓
、
心
臓
等
に
何
等
異
常
が
な
い
」
と
の

べ
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
で
戦
時
浮
腫
と
い
わ
れ
た
も
の
と
同
一
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
立
津
は
栄
養
失
調
の
症
状
を
、
体
重
が
へ
り
血
圧
が
低
下

し
、
「
や
が
て
患
者
は
文
字
通
り
骨
と
皮
だ
け
に
な
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
貧
血
で
蒼
白
に
な
っ
た
皮
膚
が
浮
腫
で
ふ
く
ら
ん
で
く
る
。
死
の

前
に
は
、
し
ば
し
ば
慢
性
な
い
し
急
性
の
下
痢
を
伴
う
。
最
後
の
死
は
、
比
較
的
急
に
起
る
こ
と
が
多
い
」
と
の
べ
て
い
る
が
、
内
村
お
よ
び

古
川
が
記
載
し
た
「
所
謂
衰
弱
」
は
ま
さ
に
栄
養
失
調
そ
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
象
て
く
る
と
、
か
つ
て
精
神
科
病
院
に
お
け
る
死
因
の
第
一
位
を
し
め
て
い
た
衰
弱
は
、
栄
養
失
調
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
が

推
察
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
衰
弱
と
い
っ
た
か
な
り
漠
然
と
し
た
診
断
名
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
具
体
的
内
容
が
時
期
に
よ
っ
て
多
少
ず
れ

て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
だ
が
病
院
年
報
な
ど
を
通
覧
し
て
、
衰
弱
が
死
因
と
さ
れ
る
の
は
進
行
麻
癖
患
者
に
お
お

く
は
あ
る
が
早
発
痴
呆
患
者
に
も
か
な
り
あ
り
、
老
人
に
か
ぎ
ら
ず
在
院
期
間
が
そ
う
な
が
い
も
の
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
栄
養
失
調
、
脚
気
お
よ
び
衰
弱
（
す
く
な
く
と
も
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
）
を
栄
養
障
害
症
候
と
し
て
ま
と
め
て
考
察
す
る
こ
と
が
、
戦
前

の
精
神
科
病
院
に
お
け
る
合
併
症
お
よ
び
死
因
を
探
究
す
る
う
え
に
有
効
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。

東
京
府
頻
狂
院
は
は
じ
め
永
田
町
弐
丁
目
に
府
病
院
お
よ
び
脚
気
病
院
と
同
一
敷
き
地
に
建
設
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、
ま
た
、
前
稿
「
作

品
を
と
お
し
て
ぷ
る
松
沢
病
院
一
○
○
年
史
」
（
日
本
医
史
学
雑
誌
、
第
二
六
巻
“
一
七
○
’
一
八
八
・
ヘ
ー
ジ
、
一
九
八
○
年
）
で
も
ち
ょ
っ
と
ふ
れ

た
よ
う
に
、
一
八
八
一
’
八
二
年
に
は
向
ヶ
岡
で
嬢
狂
院
は
脚
気
病
院
と
と
な
り
あ
っ
て
い
た
。
東
京
府
顔
狂
院
は
東
京
府
脚
気
病
院
と
ま
さ
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も
う
一
度
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
巣
鴨
病
院
ｌ
松
沢
病
院
の
歴
史
を
と
お
し
て
脚
気
は
栄
養
障
害
症
候
の
群
の
代
表
で
あ
っ
た
こ
と
、
米
価

暴
騰
時
に
は
食
費
予
算
不
足
に
よ
る
栄
養
摂
取
量
低
下
の
た
め
に
脚
気
に
よ
る
死
亡
患
者
数
が
急
増
し
た
こ
と
、
脚
気
予
防
対
策
の
と
ら
れ
る

の
が
比
較
的
お
そ
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
同
時
に
、
脚
気
発
生
に
外
地
米
使
用
に
よ
る
な
ん
ら
か
の
有
害
因
子
が
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
示
唆

さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

に
兄
弟
病
院
と
し
て
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
病
院
で
の
死
因
に
お
い
て
、
脚
気
が
な
が
ら
く
お
お
き
な
部
分
を
し
め
て
い
た
こ
と
は
、
歴

史
的
悪
因
縁
と
も
い
え
る
。

（
１
）
『
私
説
松
沢
病
院
史
』
は
岩
崎
学
術
出
版
社
よ
り
一
九
八
一
年
春
に
刊
行
さ
れ
る
。
患
者
動
態
や
食
費
を
ふ
く
む
患
者
処
遇
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
同
書
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
２
）
戦
前
の
ほ
か
の
精
神
科
病
院
で
の
死
亡
率
に
関
す
る
数
字
も
い
く
つ
か
あ
つ
め
た
の
で
、
こ
れ
ら
は
「
戦
前
の
精
神
科
病
院
に
お
け
る
死
亡
率
」
と

題
し
て
一
九
八
一
年
中
に
『
医
学
史
研
究
』
誌
上
に
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
３
）
土
屋
榮
吉
（
一
八
七
七
’
一
九
五
七
）
は
一
八
九
九
年
に
京
都
府
立
医
学
校
を
卒
業
、
一
九
○
一
年
に
岩
倉
精
神
病
院
主
任
医
に
就
任
、
一
九
四
五

年
六
月
に
岩
倉
病
院
が
陸
軍
に
接
収
さ
れ
る
ま
で
一
九
○
四
’
四
五
年
と
同
院
の
院
長
を
つ
と
め
た
。
戦
前
の
精
神
科
医
療
の
実
践
家
の
一
人
と
し

て
注
目
す
べ
き
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
参
考
、
鈴
木
芳
次
「
『
土
屋
榮
吉
年
譜
草
案
』
ｌ
日
本
精
神
病
院
史
資
料
ｌ
」
、
日
本
精
神
病
院
協
会
月

報
、
一
九
七
九
年
第
六
号
二
八
’
二
七
・
ヘ
ー
ジ
。

（
４
）
栄
養
士
で
あ
る
鈴
木
芳
次
の
「
精
神
病
院
給
食
史
考
」
（
五
’
九
）
（
臨
床
栄
養
、
第
八
巻
第
三
、
第
五
、
第
六
号
、
第
九
巻
第
一
、
第
三
号
、
一

九
五
六
年
）
は
脚
気
問
題
を
あ
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
の
七
’
九
が
、
「
精
神
病
院
の
脚
気
統
計
と
そ
の
栄
養
対
策
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
の
要
旨
は
一
九
八
○
年
一
○
月
二
一
日
、
第
八
一
回
日
本
医
史
学
会
・
第
八
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
・
日
本
薬
史
学
会
（
鈴
木
勝
会
長
）
で
報
告
し

た
。
一
部
の
文
献
に
つ
い
て
は
東
邦
大
学
病
院
第
二
内
科
阿
部
達
夫
教
授
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
こ
と
に
ふ
か
く
お
礼
を
も
う
し
あ
げ
る
。

（
峡
田
診
療
所
東
京
）

ロ
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ThelncidenceoftheKakke-disease(Beriberi)in

Pre-warMentalHospitals

by

YasuoOKADA

Inpre-warJapanesementalhospita1s,mortalityofin-patientswasveryhigh.Thel912～16

nation-widesurveryofmentalhospitalsshowedthattheaveragedeathrateamountedtol1.34%.

Maincausesofdeathwereoriginalpsychiatricdiseases(especiallygeneralparesis),emaciation,the

Kakke-disease(beriberi)andpulmonarytuberculosis.

TheTokyoPrefbcturalSugamoHospital(mental)wasfbundedinl879,andwasremovedtothe

MatsuzawaVillaJinl919andwasrcnamcdthcTokyoPreftctural(latcr,Mctropolitan)Matsuzawa

Hospital.Theauthorinvestigatedthemortalityofin-patientsoftheSugamo-MatsuzawaHospital

fi､oml879tol945.Thesummitofdeathratewas40.89%in1945.Thesecondhighestsummitwas

25.12%in1919.Inyearsinwhichthepriceofriceroseuphigh,manypatientsdiedoftheKakke-

disease,andthetotaldeathratewashigh.Inl925,ofthetotallO94registeredin-patients55died

oftheKakke-disease・ThecOurseoftheKakke-diseaseintheSugamo-MatsuzawaHospitalwas

ratheracuteandsevere,andabouthalfoftheKakke-diseasepatientsdied.Inl926,measureswere

（
①
【
）



takentopreventthedisease,andinl927only5in-patientsdiedofthedisease.ButintheSugamo-

MatsuzawaHospital，measuresagainsttheKakke-diseaseweretakentoolate,

Inconclusion,theauthoremphasizestheviewpointthattheKakke-diseasewastherepresentative

ofmalnutritionsyndromeinJapanesementalhospitals.Severalmaterialssuggestthattheuscof

importedricemighthaveinfiuencedontheoutbreakoftheKakke-disease.

へ

こ－
門

一

【
［
［



東
京
大
学
医
学
部
（
就
任
時
、
東
京
医
学
校
）
御
雇
教
師
エ
ル
ン
ス
ト
・
チ
ー
ゲ
ル
厚
口
胃
貝
の
魁
（
図
１
）
は
わ
が
国
へ
の
近
代
生
理
学
、

衛
生
学
の
導
入
者
で
あ
り
、
そ
し
て
滞
日
六
年
間
と
い
う
の
は
決
し
て
短
く
な
い
の
に
、
事
績
な
ど
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
い
ま
ま
で
の

（
イ
ユ
●
○
ぬ
）

著
述
を
足
が
か
り
に
、
多
少
知
り
え
た
こ
と
を
以
下
報
告
す
る
。
大
方
の
御
教
示
を
お
願
い
す
る
。

（
３
）
（
４
）

チ
ー
ゲ
ル
（
テ
ィ
ー
ゲ
ル
）
は
一
八
四
九
年
三
月
九
日
、
ス
イ
ス
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
州
、
ご
昌
日
‐
国
凹
冒
匡
に
生
れ
た
。
「
瑞
西
の
大
学
」

（
現
、
ベ
ル
ン
大
学
）
で
学
び
、
一
八
七
一
年
学
士
試
験
を
通
り
、
翌
年
己
。
冨
○
司
と
な
る
。
一
八
七
二
年
頃
、
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大

学
生
理
学
教
授
キ
ュ
ー
ネ
（
乏
．
尻
量
目
。
一
八
五
九
年
ミ
オ
シ
ン
、
一
八
七
六
年
ト
リ
・
フ
シ
ン
の
発
見
者
）
の
許
に
お
り
、
血
液
と
酵
素
に
関
す
る
研

（
５
）

究
を
発
表
し
て
い
る
。
一
八
七
五
年
頃
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
に
居
っ
た
形
跡
も
あ
る
。
ル
ー
ド
ウ
ィ
ヒ
（
。
旨
号
揖
ル
ー
ド
ゥ
ィ
ヒ
神
経
節
、
ル

（
６
）

－
ド
ウ
ィ
ヒ
血
流
計
で
有
名
）
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
い
で
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
（
当
時
ド
イ
ツ
領
）
の
生
理
学
教
室
に
移
る
。
大
学
の
職
員
学
生
名

（
７
）

簿
に
は
一
八
七
五
’
一
八
七
七
年
の
間
守
コ
ル
ッ
の
厚
い
§
雷
鳥
胃
昌
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
八
七
六
年
発
表
の
論
文
に
は
助
手
兼
私
講

師
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ゞ
コ
ル
ッ
弓
．
①
。
旨
ゴ
ル
ッ
の
打
試
験
一
八
六
二
、
大
脳
な
き
犬
一
八
九
二
で
有
名
）
の
許
で
筋
肉
や
神
経
に
関
す
る
研
究
を

次
点
と
一
流
誌
里
侭
９
“
胃
３
．
鴨
“
．
罵
湧
巨
．
に
発
表
し
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
は
当
時
の
生
理
学
の
華
か
な
現
場
に
居
っ
た
こ
と
に
な
る
。

チ
ー
ゲ
ル
招
聰
の
い
き
さ
つ
は
こ
う
で
あ
る
。
内
科
教
師
ウ
エ
ル
ニ
ヒ
Ｓ
・
乏
①
目
鼻
）
が
明
治
九
年
十
一
月
（
一
八
七
六
）
満
期
解
約
と
な

御
雇
教
師
エ
ル
ン
ス
ト
・
チ
ー
ゲ
ル
ニ
） 鵬

霜
輪
潅
一
莚
瑳
需
嘱
和
五
十
六
年
一
月
二
十
六
日
受
付

小

関
恒
雄
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る
。
そ
れ
で
、
そ
れ
ま
で
生
理
学
（
兼
内
科
学
教
師
）
を
教
え
て
い
た
「
右
代
員
生
理
学
教
授
ド
ク
ト
ル
、
ゞ
ヘ
ー
ル
ッ
氏
ヲ
内
科
教
授
一
一
イ
タ

（
８
）
（
９
）

シ
候
間
即
ベ
ー
ル
ッ
氏
の
代
員
」
が
必
要
と
な
る
。
「
（
ベ
ル
ッ
氏
）
為
代
貝
生
理
学
教
授
一
名
独
乙
国
へ
注
文
致
置
候
処
今
回
全
国
人
プ
ロ
フ

エ
ソ
ル
、
ド
ク
ト
ル
、
チ
ー
ゲ
ル
氏
来
着
致
候
ニ
付
ベ
ル
ッ
氏
前
月
給
全
額
金
三
百
五
拾
円
ヲ
以
本
年
（
明
治
一
○
年
）
一
月
廿
日
ヨ
リ
明
治

（
蛆
）

十
三
年
一
月
十
九
日
迄
向
三
ケ
年
間
」
雇
わ
れ
る
。
「
貴
校
御
雇
入
生
理
学
教
師
之
儀
二
付
諸
方
及
探
索
候
処
此
度
同
科
卒
業
適
当
之
人
物

己
局
．
画
貝
侭
巴
氏
ト
申
者
見
当
り
既
二
条
約
取
結
来
月
（
明
治
九
年
一
二
月
）
二
日
仏
国
郵
便
船
ヲ
以
テ
」
出
発
す
る
。
同
氏
は
「
ド
ク
ト

（
０
０
）

ル
、
ベ
ル
ッ
氏
ヨ
リ
致
紹
介
候
人
物
ニ
テ
現
今
ス
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ヒ
大
学
校
ノ
教
員
」
で
あ
る
。
ち
な
承
に
。
ヘ
ル
ツ
と
同
年
（
一
八
四
九
年
生

（
、
）

れ
）
で
あ
る
。
当
時
プ
ロ
フ
エ
ス
ソ
ル
と
称
さ
れ
た
の
は
チ
ー
ゲ
ル
と
ギ
ー
ル
ヶ
（
国
．
Ｑ
の
鳥
①
）
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

正
式
の
条
約
書
を
管
見
し
え
な
か
っ
た
が
、
雇
期
限
、
月
給
は
前
記
の
通
り
、
生
理
学
の
「
授
業
時
数
一
日
五
時
間
内
」
「
旅
費
来
帰
航
共

幾
.寺互'

（
吃
）

各
金
貨
六
百
五
十
円
」
で
あ
る
。
着
港
（
着
任
）
は
明
治
十

（
８
．
，
．
週
）

の
年
一
月
二
十
日
（
一
八
七
七
）
と
お
も
わ
れ
る
。
「
去
ル
（
一

よ虹
月
）
廿
日
致
来
着
候
」
「
同
氏
儀
本
月
（
一
月
）
廿
日
着
港

献
（
８
）
（
１
．
皿
・
妬
・
蝿
）

文
致
シ
候
」
と
あ
る
。
た
だ
し
九
年
（
一
二
月
）
来
日
と
も
記

く

（
Ⅳ
）

ル
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
条
約
書
は
、
着
港
（
京
）
の
日
よ
り

ゲチ
何
年
間
云
々
、
と
取
換
す
の
が
ふ
つ
う
だ
っ
た
か
ら
、
彼
の

卜
来
日
は
明
治
十
年
一
月
二
十
日
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
宿
所
は

ス

（
８
）

「
上
野
山
内
四
軒
寺
町
四
番
館
」
で
あ
る
。

ンレノエー

と
も
か
く
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
三
等
、
四
等
本
科
生

図

に
対
し
毎
日
二
時
間
、
生
理
学
講
義
が
始
ま
る
。
彼
の
講
義
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（
蛆
・
的
）

は
同
十
五
年
十
一
月
ま
で
続
く
。
そ
の
内
容
（
項
目
）
は
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
が
、
そ
の
特
色
（
功
績
）
は
つ
ぎ
の
点
で
あ
ろ

う
。
「
維
新
前
後
二
生
理
学
ヲ
講
シ
タ
ル
者
内
外
数
人
ア
リ
タ
レ
ト
モ
専
門
学
士
ガ
此
学
ヲ
講
セ
シ
ハ
実
二
氏
ヲ
以
テ
鳴
矢
ト
ス
氏
〈
専
門
家

ノ
コ
ト
ト
テ
他
ノ
学
科
〈
少
シ
モ
教
授
セ
ス
且
シ
其
教
授
ノ
方
法
モ
従
来
ト
〈
異
ニ
シ
テ
単
二
書
物
ヲ
読
ム
ノ
類
一
一
ア
ラ
ス
可
及
的
実
験
ヲ
ナ

セ
リ
氏
〈
又
学
者
〈
到
ル
所
ノ
物
ヲ
利
用
シ
テ
実
験
ヲ
ナ
シ
能
ハ
ス
ソ
ハ
ァ
ラ
ス
ト
テ
可
及
的
自
ラ
器
械
ヲ
製
造
シ
就
中
竹
筒
ヲ
以
テ
硝
子
器

二
代
用
ス
ベ
シ
ト
云
ヘ
リ
（
略
）
然
し
ト
モ
生
理
学
用
ノ
器
械
ト
云
フ
ベ
キ
モ
ノ
一
品
モ
ア
ラ
サ
リ
シ
ヲ
以
テ
（
略
）
遂
ニ
ラ
イ
プ
チ
ヒ
ニ
注

文
シ
テ
キ
モ
グ
ラ
フ
イ
ヲ
ン
（
略
）
注
入
器
、
ダ
’
三
ル
電
池
、
筋
神
経
ノ
電
気
カ
ヲ
験
ス
ル
器
、
大
小
ノ
手
術
器
械
等
ヲ
取
り
寄
セ
ラ
レ
タ

リ
キ
是
レ
恐
ク
ハ
生
理
器
械
ノ
始
メ
テ
吾
邦
一
一
輸
入
セ
ラ
レ
タ
ル
時
ナ
ラ
ン
明
治
十
四
年
第
二
回
観
業
博
覧
会
ノ
節
本
町
ノ
い
わ
し
や
ヲ
シ
テ

（
別
）
（
虹
）

キ
モ
グ
ラ
フ
イ
ヲ
ン
ト
大
小
手
術
器
械
ヲ
出
品
セ
シ
メ
タ
リ
是
レ
吾
邦
二
於
ケ
ル
生
理
器
械
製
造
ノ
始
ナ
ラ
ン
」
。

な
お
、
チ
ー
ゲ
ル
の
講
義
録
は
「
東
京
大
学
医
科
全
書
」
の
一
つ
と
し
て
翻
訳
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
彼
が
「
生
徒
二
授
ク
ル
第
二
回
ノ
講

（
魂
）

義
ヲ
筆
訳
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
「
体
格
の
大
な
る
、
赤
髻
の
学
説
一
点
張
風
な
人
」
で
「
其
弁
は
仲
々
堂
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
、
今

（
路
）

一
度
聴
い
て
見
た
い
と
思
ふ
程
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
チ
ー
ゲ
ル
は
研
究
も
開
始
し
、
た
と
え
ば
蛇
を
用
い
て
脊
髄
を
切
断
等
処
理
し
て
な
お
体
尾
部
に
不
随
意
運
動
を
観
察
し
、
大
沢
謙
二

（
型
）

と
共
著
で
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
チ
ー
ゲ
ル
は
実
験
を
重
ん
じ
、
生
理
学
の
重
要
性
を
強
調
し
て
「
生
理
学
〈
生
活
体
ノ
理
化
学
ニ
シ

テ
自
然
学
中
ノ
帝
王
卜
看
倣
ス
モ
亦
可
ナ
リ
。
何
ト
ナ
レ
、
〈
此
学
ノ
目
的
ト
ス
ベ
キ
生
活
ハ
天
地
諸
発
顕
中
最
モ
貴
要
ナ
ル
｜
一
因
ル
」
か
ら
で

（
１
．
肥
）

あ
る
と
す
る
。
彼
は
設
備
の
不
備
を
な
げ
き
、
動
物
実
験
で
人
工
的
に
「
大
脳
二
刺
衝
ヲ
与
フ
ル
ハ
時
針
ヲ
砲
撃
ス
ル
ニ
等
シ
」
と
た
と
え
ら

れ
た
時
代
（
水
準
）
な
が
ら
、
脳
神
経
生
理
学
を
紹
介
実
践
し
た
先
駆
者
と
い
え
よ
う
（
中
外
医
事
新
報
五
一
、
五
二
、
五
八
号
）
。

（
濁
）
（
妬
）

チ
ー
ゲ
ル
の
講
義
は
ま
た
谷
口
謙
（
学
生
時
代
よ
り
チ
ー
ゲ
ル
に
師
事
、
明
治
十
四
年
卒
、
軍
医
）
に
よ
り
一
部
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
チ
ー
ゲ
ル

の
後
継
者
は
大
沢
謙
二
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
大
沢
が
日
本
の
生
理
学
を
背
負
っ
て
ゆ
く
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
彼
が
チ
ー
ゲ
ル
の
口
利
き
で
。
コ
ル

ッ
の
許
に
留
学
中
（
明
治
二
’
一
五
年
）
、
谷
口
の
果
し
た
役
割
を
日
本
生
理
学
史
は
書
留
め
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
片
山
国
嘉
も
大
沢
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多
く
の
御
雇
教
師
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
チ
ー
ゲ
ル
も
生
理
学
の
ほ
か
衛
生
学
、
裁
判
医
学
、
病
理
学
な
ど
も
分
担
さ
せ
ら
れ
る
。
当

時
、
政
府
と
し
て
は
各
科
ご
と
に
外
国
人
を
雇
う
よ
り
は
安
上
り
で
あ
り
、
ま
た
教
師
の
側
に
し
て
み
れ
ば
増
給
要
求
の
口
実
と
し
て
も
使
え

（
４
．
蝿
）

留
学
中
チ
ー
ゲ
ル
の
助
手
を
務
め
た
（
明
治
十
二
年
十
月
生
理
教
場
出
勤
拝
命
、
同
十
四
年
七
月
東
京
大
学
御
用
掛
、
準
判
任
待
遇
）
。
当
時
別
課
医
学

（
”
）

科
生
に
は
永
松
東
海
（
医
学
部
教
授
）
が
講
義
し
て
い
た
が
、
チ
ー
ゲ
ル
の
講
義
を
訳
補
し
て
教
科
書
を
著
し
た
。

（
喝
・
羽
）

ま
ず
、
明
治
十
年
二
月
（
一
八
七
七
）
「
当
時
の
一
等
第
五
年
生
片
山
国
嘉
先
生
を
通
訳
と
し
、
裁
判
医
学
知
識
を
急
に
必
要
と
す
る
裁
判

所
関
係
の
所
員
及
び
警
視
庁
医
員
に
之
が
講
演
を
な
す
事
と
な
っ
た
」
。
ま
た
、
明
治
十
二
年
三
月
規
則
改
正
が
あ
り
通
学
生
学
期
を
四
年
八

（
羽
）

た
の
で
あ
る
。

ごう（チーケル著力図2「裁判学医学」

期
と
し
「
第
八
期
生
に
対
し
裁
判
医
学
を
課
す
事
と
な
っ

た
」
。
し
か
し
明
治
十
二
年
実
際
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か

（
蝿
・
訓
）

は
不
明
で
あ
る
と
い
う
。
と
も
か
く
、
こ
の
辺
り
の
経
緯

（
趾
・
認
）

お
よ
び
内
容
は
『
国
政
医
諭
』
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
本
書
（
衛
生
学
、
裁
判
医
学
）
は
「
チ
ー
ゲ
ル
氏

本
校
生
徒
二
講
授
ノ
為
メ
纂
輯
ス
ル
所
ノ
」
も
の
で
あ
る

が
「
未
タ
其
緒
ヲ
講
筵
一
一
開
カ
サ
ル
」
も
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
明
治
十
二
年
九
月
（
一
八
七
九
）
当
時
開
講
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
訳
者
ら
は
チ
ー
ゲ
ル
の
こ
の

「
記
臆
害
」
を
開
講
に
先
ん
じ
出
版
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま

た
、
ほ
か
に
『
裁
判
医
学
』
と
題
す
る
著
者
不
明
の
活
字
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ま
た
、
チ
ー
ゲ
ル
は
明
治
十
二
年
十
月
（
一
八
七
九
）
よ
り
．
週
に
二
回
宛
衛
生
学
の
講
義
を
始
め
ら
れ
警
視
局
衛
生
局
並
に
其
他
よ
り

も
傍
聴
人
数
多
あ
り
其
メ
モ
ラ
ン
ド
は
原
文
及
ひ
翻
訳
文
共
出
版
に
相
成
る
由
」
と
あ
る
（
刀
圭
雑
誌
一
三
二
号
一
八
七
九
）
。
こ
れ
は
前
述
『
国
政

（
瓢
）

医
論
』
（
巻
之
一
、
同
二
）
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
本
書
発
行
時
点
（
明
治
一
二
年
九
月
）
に
当
り
「
其
緒
ヲ
講
筵
一
一
開
カ
サ
ル
」
に

（
鍋
・
詔
）
（
幻
）

符
合
す
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
わ
が
国
近
代
衛
生
学
の
講
義
の
始
ま
り
と
す
る
。
一
方
、
石
原
房
雄
は
「
チ
ー
ゲ
ル
は
内
務
省
の
雇
官
吏
と
し
て

内
務
省
の
中
で
あ
す
こ
の
職
員
に
講
義
さ
れ
た
の
で
す
。
大
学
で
は
別
に
講
義
は
し
て
お
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
別
に
、

（
銘
）
（
調
）

チ
ー
ゲ
ル
の
講
義
録
『
衛
生
汎
論
』
が
あ
る
。
本
書
の
内
容
の
紹
介
は
省
略
す
る
が
、
要
は
。
へ
ツ
テ
ン
コ
ー
ヘ
ル
学
派
の
衛
生
学
で
あ
る
。
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
擬
し
て
「
衛
生
は
生
理
か
ら
」
（
分
家
し
た
）
と
す
る
わ
が
国
の
衛
生
学
の
源
と
も
い
え
る
、
生
理
。
理
化
学
色
の
濃
い
も

の
で
あ
る
。
本
書
は
東
京
大
学
医
学
部
で
の
講
義
録
で
あ
り
、
講
義
の
際
「
本
部
ノ
教
授
並
二
内
務
陸
軍
警
視
等
ノ
医
官
来
聴
ス
ル
モ
ノ
甚
タ

多
ク
チ
ー
ゲ
ル
君
毎
回
実
地
試
験
一
一
徴
シ
テ
講
述
シ
丁
寧
反
覆
至
ラ
サ
ル
所
ナ
シ
加
之
其
講
録
ヲ
学
部
二
贈
ラ
ル
（
略
）
其
講
録
ヲ
翻
訳
」
し

（
㈹
）

た
の
が
本
書
で
あ
る
。
本
書
と
前
述
『
国
政
医
諭
』
と
は
重
複
（
類
似
）
箇
所
も
多
い
が
、
別
の
も
の
で
あ
る
。
用
排
水
や
火
葬
に
つ
き
詳
述

し
、
日
本
の
実
状
に
沿
っ
た
意
見
を
随
所
で
述
べ
て
い
る
。
本
書
の
版
権
免
許
が
明
治
十
二
年
十
月
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
点
で
講
義
が
す
で

に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
明
治
十
一
年
（
か
）
、
チ
ー
ゲ
ル
は
本
科
生
（
？
）
に
「
爾
後
ノ
（
略
）
夏
半
期
ニ
ハ
衛
生
学
等
ヲ
教
授
ス
。
へ

（
１
．
喝
）

キ
ヲ
諾
セ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
十
二
年
後
半
を
指
す
か
ら
、
時
期
的
に
は
符
合
す
る
。

（
妬
）

非
売
本
が
あ
る
（
順
天
堂
大
学
蔵
、
図
２
）
。
本
書
は
七
四
七
頁
の
大
部
な
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
チ
ー
ゲ
ル
の
裁
判
医
学
「
講
録
」
と
お
も
わ

（
詔
）

れ
る
。
（
な
お
チ
ー
ゲ
ル
の
こ
れ
ら
講
義
録
は
多
く
カ
ス
・
ヘ
ル
の
教
科
書
に
負
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
）
ま
た
本
書
の
訳
者
は
『
国
政
医
論
」
と
同
じ
三

（
妬
）

瀦
謙
三
、
谷
口
謙
と
お
も
わ
れ
、
こ
れ
ら
両
言
の
刊
行
（
印
刷
）
は
『
国
政
医
論
』
、
『
裁
判
医
学
』
の
順
と
お
も
わ
れ
る
。
な
お
、
チ
ー
ゲ
ル

（
４
）
（
鋼
）

は
「
臨
時
講
演
」
は
行
っ
た
も
の
の
、
デ
ー
ニ
ッ
ッ
の
よ
う
に
法
医
解
剖
、
鑑
定
等
を
行
っ
た
と
い
う
事
跡
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
ち
な
柔
に

東
京
大
学
に
お
い
て
正
規
に
裁
判
医
学
が
講
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
明
治
十
五
年
一
月
（
一
八
八
二
）
片
山
国
嘉
が
別
課
医
学
第
八
期
生
徒
に
行
っ

（
蛆
）

た
の
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
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明
治
十
三
年
一
月
十
九
日
（
一
八
八
○
）
雇
満
期
と
な
る
が
「
翌
二
十
日
ヨ
リ
明
治
十
六
年
一
月
十
九
日
マ
テ
向
三
ヶ
年
間
月
給
金
三
百
八

（
躯
）

拾
円
ヲ
以
継
雇
」
さ
れ
る
。
昇
給
分
（
三
○
円
）
は
兼
担
に
よ
る
た
め
だ
ろ
う
か
。

明
治
十
六
年
一
月
十
九
日
（
一
八
八
三
）
雇
満
期
と
な
り
、
（
後
継
者
大
沢
謙
二
は
ゴ
ル
ッ
の
許
で
ド
ク
ト
ル
に
受
か
り
、
前
年
十
一
月
帰
国
、
十
二
月

教
授
と
な
っ
た
こ
と
で
）
役
目
を
果
し
、
同
月
二
十
六
日
横
浜
を
発
ち
帰
国
し
た
。
帰
国
に
際
し
（
一
月
二
○
日
）
盛
大
な
送
別
会
が
開
か
れ
、

教
員
学
生
約
百
名
が
集
い
別
れ
を
惜
ん
だ
。
彼
は
「
李
伯
然
」
と
し
た
一
面
を
も
ち
学
生
に
人
気
が
あ
っ
た
と
い
う
（
中
外
医
事
新
報
六
九
、
七

○
号
一
八
八
三
）
・
帰
国
に
臨
み
「
銅
製
花
瓶
一
対
紅
桜
織
卓
被
一
枚
大
和
錦
一
巻
」
を
贈
ら
れ
た
（
同
誌
七
○
号
一
八
八
三
）
。
の
ち
、
明
治
十
八

年
二
月
三
日
（
一
八
八
五
）
功
に
よ
り
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
に
肢
せ
ら
れ
た
（
総
理
府
賞
勲
局
教
示
）
。

帰
国
後
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
に
一
旦
帰
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
「
シ
ュ
ワ
イ
ッ
（
ス
イ
ス
）
に
居
て
、
発

（
鰯
）

狂
し
て
、
没
し
た
と
や
ら
」
い
わ
れ
る
。

彼
を
「
内
務
省
の
雇
官
吏
」
と
い
う
の
は
当
ら
な
い
が
、
相
談
等
に
は
応
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
「
火
葬
ノ
得
失
」
と
題
し

て
、
コ
レ
ラ
病
死
者
の
処
置
に
つ
い
て
「
疫
毒
ヲ
隠
滅
ス
ル
ノ
法
タ
ル
ャ
之
ヲ
火
葬
焼
棄
ス
ル
」
ほ
か
良
策
な
し
と
説
き
、
石
炭
酸
消
毒
納
棺

土
葬
は
五
円
以
上
か
か
る
、
貴
重
な
石
炭
酸
は
「
健
康
生
者
」
の
た
め
専
ら
予
防
に
使
い
、
死
者
は
火
葬
す
べ
き
で
あ
る
と
（
中
外
医
事
新
報

（
１
．
虹
）

チ
ー
ゲ
ル
は
ま
た
、
病
理
学
総
論
も
受
持
ち
、
明
治
十
一
年
度
冬
学
期
に
三
等
本
科
生
に
毎
日
一
時
間
ず
つ
講
義
し
て
い
る
。
教
授
課
目
は

「
血
液
循
変
調
、
脂
肪
変
性
、
廻
性
期
、
悪
液
病
、
熱
病
、
衰
弱
、
原
因
論
」
な
ど
で
あ
る
。
十
二
年
度
冬
学
期
に
も
週
五
時
間
担
当
し
て
い

（
蛆
）

る
（
「
血
行
違
常
倣
衝
浮
腫
及
上
水
腫
、
進
行
変
質
、
壊
疽
、
退
行
変
質
腫
物
血
液
違
常
熱
寄
生
物
崎
形
等
」
）
。

一
五
号
一
八
八
○
）
。

東
京
大
学
医
学
部
御
雇
教
師
プ
ロ
フ
エ
ス
ソ
ル
、
ド
ク
ト
ル
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
チ
ー
ゲ
ル
は
一
八
四
九
年
ス
イ
ス
に
生
れ
た
。
§
ヘ
ル
ン
の
大

ま
と
め

〃

発 七
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、

学
で
学
び
、
一
八
七
二
年
ロ
。
陣
。
周
と
な
る
。
〈
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
大
学
に
転
じ
、
一
八
七
五
年
よ
り
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学

生
理
学
教
授
ゴ
ル
ッ
の
助
手
兼
私
講
師
を
務
め
る
。
こ
の
時
ベ
ル
ッ
の
推
薦
で
東
京
医
学
校
生
理
学
教
師
に
目
さ
れ
、
一
八
七
七
年
（
明
治
一

○
年
）
来
日
す
る
。
明
治
十
年
一
月
よ
り
十
六
年
一
月
ま
で
滞
在
し
、
生
理
学
を
は
じ
め
病
理
学
総
論
、
衛
生
学
、
裁
判
医
学
を
教
え
る
。
こ

の
間
、
大
沢
謙
二
、
谷
口
謙
、
片
山
国
嘉
ら
を
育
て
て
い
っ
た
。
帰
国
後
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
学
半
ば
で
ス
イ
ス
で
死
亡
し
た
と
い

わ
れ
る
。

小
川
鼎
三
、
酒
井
シ
ヅ
両
先
生
の
御
校
閲
に
感
謝
す
る
。

（
４
）

（
５
）

（
６
）

〈
１
１
）

（
○
空
）

（
旬
。
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
、
）

文
献
お
よ
び
註

石
橋
長
英
・
小
川
鼎
三
『
お
雇
い
外
国
人
⑨
医
学
』
鹿
島
出
版
会
一
九
六
九

１
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
『
資
料
御
雇
外
国
人
』
小
学
館
一
九
七
五

シ
月
ぽ
ぐ
①
い
ロ
８
日
月
日
①
目
色
の
い
：
呼
唖
‐
詞
冨
目
（
聾
国
号
○
員
巴
の
教
示
。
（
ち
な
承
に
評
言
臼
〕
四
目
い
①
旨
は
ス
イ
ス
の
最
北
端
、
ド
イ
ツ
と
の
国

境
に
位
置
す
る
。
こ
こ
は
ド
イ
ツ
語
圏
で
一
部
ド
イ
ツ
領
の
飛
地
が
あ
る
。
彼
を
ド
イ
ツ
人
と
す
る
の
は
こ
の
た
め
か
、
あ
る
い
は
本
当
に
ド
イ
ツ

（
４
）

人
（
系
）
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
片
山
の
み
は
「
瑞
西
人
」
と
い
っ
て
い
る
。
）

片
山
国
嘉
『
懐
顧
録
』
一
九
三
一

口
己
ぐ
。
凰
昏
吻
匡
罠
○
昏
鼻
）
尻
四
匙
‐
冨
騨
員
‐
ご
昌
曇
ｇ
昌
腎
の
教
示
。

（
略
）

「
東
京
大
学
医
学
部
第
五
年
報
」
に
「
余
ノ
故
郷
ラ
イ
プ
チ
ヒ
｝
一
在
ル
プ
戸
ヘ
ッ
ソ
ル
、
ド
ク
ト
ル
、
ル
ー
ト
ウ
ィ
ヒ
」
云
々
と
あ
り
、
ま
た
ベ
ル
ッ

（
Ⅱ
）
（
１
）

と
の
関
係
か
ら
、
チ
ー
ゲ
ル
の
故
郷
を
ラ
イ
プ
チ
ヒ
か
と
す
る
著
作
も
あ
る
。

国
昌
Ｃ
忌
日
員
①
Ｚ
目
ご
ロ
巳
の
輿
己
昌
く
国
畏
巴
制
：
聾
国
号
○
匡
侭
の
教
示
。

東
京
大
学
医
学
部
「
外
国
教
師
一
切
之
件
」
明
治
十
年

マ
マ

（
３
．
６
．
８
）

東
京
大
学
そ
の
他
の
記
録
は
す
べ
て
、
独
逸
（
乙
）
人
、
ロ
①
巨
冒
胃
『
と
記
し
て
い
る
。

「
公
文
録
」
明
治
十
年
文
部
省
二
月
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。
ヘ
ル
ツ
は
ラ
イ
．
フ
チ
ヒ
大
学
出
で
あ
る
。
彼
ら
が
来
日
前
知
合
い
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
一
八
七
五
年
頃
両
者
は
同
じ
大
学
に
居
っ

た
こ
と
に
な
る
。
『
ベ
ル
ッ
の
日
記
』
に
は
彼
ら
の
交
遊
は
あ
ま
り
出
て
い
な
い
。
明
治
九
年
十
二
月
六
日
の
項
に
「
生
理
学
の
方
は
、
新
し
い
教

師
が
招
聰
さ
れ
る
由
」
と
、
そ
っ
け
な
い
。

東
京
帝
国
大
学
「
傭
外
国
人
教
師
講
師
名
簿
」
自
明
治
二
年
至
昭
和
二
年

東
京
帝
国
大
学
医
学
部
法
医
学
教
室
『
東
京
帝
国
大
学
法
医
学
教
室
五
十
三
年
史
』
一
九
四
三

大
沢
謙
二
本
邦
一
一
於
ル
生
理
学
ノ
発
達
「
東
京
医
学
会
創
立
廿
五
年
祝
賀
論
文
」
第
一
輯
二
九
’
四
五
頁
一
九
一
二

東
京
大
学
医
学
部
創
立
百
年
記
念
会
『
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
』
東
京
大
学
出
版
会
一
九
六
七

星
新
一
『
祖
父
・
小
金
井
良
精
の
記
』
河
出
書
房
新
社
一
九
七
四

（
８
）

前
記
の
ご
と
く
、
彼
の
出
航
が
明
治
九
年
十
二
月
二
日
が
確
か
な
ら
、
一
カ
月
か
か
ら
ず
来
港
し
た
こ
と
に
な
り
、
す
こ
し
早
す
ぎ
は
し
ま
い
か
。

当
時
マ
ル
セ
イ
ユ
横
浜
間
は
約
一
カ
月
半
要
し
て
い
る
。

「
東
京
大
学
医
学
部
年
報
」
第
四
（
一
八
七
八
）
第
五
（
一
八
七
九
）
第
六
（
一
八
八
○
）
第
七
（
一
八
八
一
）

「
東
京
大
学
年
報
」
第
一
（
一
八
八
二
）
第
二
（
一
八
八
三
）

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
医
事
新
聞
三
八
号
二
四
’
二
九
頁
一
八
八
一
（
医
学
部
出
品
と
し
て
、
験
色
器
、
キ
モ
グ
ラ
ヒ
オ
ン
、
活
体
解

剖
器
械
、
波
動
試
験
器
、
摩
擦
電
気
附
属
器
、
電
気
附
属
器
、
ボ
ー
ル
電
気
変
向
装
置
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
）

大
沢
謙
二
我
邦
｝
一
於
ケ
ル
生
理
学
発
達
ノ
梗
概
医
談
三
一
号
四
’
六
頁
一
八
九
六

チ
ー
ゲ
ル
（
誰
）
橘
良
性
・
山
崎
元
脩
・
谷
口
謙
（
訳
）
東
京
大
学
医
学
部
医
科
全
書
『
生
理
篇
』
巻
一
’
十
二
芸
香
社
一
八
七
九

’
一
八
八
二
（
巻
十
三
以
降
未
見
）

河
本
菫
次
郎
『
回
顧
録
』
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
眼
科
教
室
一
九
三
六

○
箇
乏
動
）
炭
．
陣
国
命
鴨
］
》
国
覗
騨
８
ず
胃
言
‐
巨
口
鴨
目
唇
胃
門
呂
の
田
自
己
冨
旨
目
①
ロ
号
、
屍
唇
烏
ｇ
冒
胃
百
月
弓
降
匡
四
目
鴨
Ｐ
シ
局
号
．
唱
吻
．
弔
彦
苫
ご
］
・
轡

息
叩
宕
山
ｇ
》
屍
冨
．
こ
の
ほ
か
チ
ー
ゲ
ル
は
く
○
日
嗣
胃
胃
己
９
画
異
Ｑ
２
降
三
騨
昌
鳴
冒
皀
口
Ｑ
Ｑ
９
シ
巴
①
（
曽
包
．
扁
認
）
．
ｚ
２
〕
御
国
】
口
胃
再

砕
三
国
眉
。
画
匡
巨
急
ミ
．
屍
ｇ
）
》
名
。
ロ
号
冒
〕
旨
冒
冒
胃
胃
口
Ｆ
目
胃
巨
急
ミ
．
扇
麗
）
》
蛇
属
ノ
交
接
器
（
医
事
新
聞
四
八
号
一
八
八
二
）
な
ど
を

、
、
』
澤
脚
旨
覗
の
冒
す
戸
二

発
表
し
て
い
る
。

小
関
恒
雄
御
雇
教
師
チ
ー
ゲ
ル
の
裁
判
医
学
講
義
録
犯
罪
学
雑
誌
四
七
巻
投
稿
中

た
と
え
ば
、
栄
養
官
能
実
験
説
（
医
事
新
聞
五
’
一
三
号
の
問
、
一
八
七
八
’
八
○
）
、
生
理
化
学
（
同
誌
二
五
’
三
二
号
の
間
、
一
八
八
○
）
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（
酌
）
チ
ー
ゲ
ル
の
来
日
が
明
治
十
年
一
月
と
す
る
と
、
着
任
早
を
条
約
書
に
な
い
科
目
の
ま
し
て
他
局
（
外
部
）
の
講
義
を
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
片
山

は
当
時
「
第
五
年
生
」
で
は
な
く
第
四
年
生
で
は
な
か
ろ
う
か
。
片
山
が
チ
ー
ゲ
ル
の
通
訳
（
助
手
）
と
な
っ
た
の
は
大
沢
の
洋
行
（
二
年
二

月
）
に
よ
り
「
他
に
チ
ー
ゲ
ル
の
生
理
、
衛
生
の
講
義
を
通
訳
す
る
人
」
が
い
な
い
の
で
頼
ま
れ
た
の
で
あ
り
「
チ
ー
ゲ
ル
が
裁
判
医
学
の
講
義
を

（
昭
）

引
受
け
る
と
同
時
に
、
そ
の
通
訳
も
し
た
」
の
で
あ
る
。
す
る
と
講
義
が
十
一
年
二
月
以
前
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
（
片
山
の
『
懐
願
録
』

は
最
晩
年
の
し
か
も
筆
録
な
の
で
あ
る
。
）
そ
れ
に
明
治
十
年
二
月
と
い
え
ば
、
デ
ー
’
一
シ
シ
が
警
視
庁
雇
で
居
っ
た
の
で
あ
る
（
十
二
年
二
月
ま

（
認
）
（
蝿
）

で
）
。
巧
者
デ
ー
’
一
シ
シ
が
居
る
の
に
、
着
任
早
々
の
チ
ー
ゲ
ル
に
頼
む
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。
「
十
年
二
月
」
を
「
十
二
年
二
月
」
と
読
み
か

え
る
と
、
デ
ー
ニ
ッ
ッ
解
雇
・
チ
ー
ゲ
ル
依
嘱
、
と
な
る
が
、
い
さ
さ
か
穿
ち
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
（
た
だ
し
明
治
十
年
四
月
東
京
大
学
医
学
部
発

（
巧
）

足
時
の
学
科
表
に
は
第
五
年
に
裁
判
医
学
が
挙
げ
て
あ
る
と
い
う
。
）

（
鋤
）
当
時
の
別
課
医
学
課
程
学
科
表
に
は
裁
判
医
学
、
衛
生
学
が
挙
げ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
当
分
欠
ク
」
と
註
が
あ
る
（
「
東
京
大
学
医
学

へへ

2827
嘗一

チ
ー
ゲ
ル
（
誰
）
三
瀦
謙
三
・
谷
口
謙
（
訳
）
『
国
政
医
論
』
巻
一
衛
生
学
巻
二
衛
生
警
察
巻
三
断
訟
医
学
一
八
七
九

石
川
光
昭
「
国
政
医
論
」
に
つ
い
て
東
京
医
事
新
誌
三
○
○
○
号
八
一
’
八
三
頁
一
九
三
六
・

○
画
号
①
蝿
皀
Ｆ
・
《
卑
烏
房
。
胃
“
国
四
目
言
３
片
『
鴨
骨
目
甘
言
邑
巨
の
島
。
旨
〕
国
尉
呂
冬
画
匡
）
犀
尉
冒
（
営
薪
皀
駅
ｅ
・

（
４
４
“
）
マ
マ

片
山
に
よ
れ
ば
「
チ
ー
ゲ
ル
と
て
も
、
別
に
裁
判
医
学
の
専
問
家
と
い
ふ
わ
け
で
な
く
、
共
頃
は
西
洋
で
も
、
裁
判
医
学
が
皆
一
科
目
と
な
っ
て
ゐ

な
い
位
で
、
偶
を
（
略
）
瑞
西
の
大
学
で
裁
判
医
学
を
聴
い
た
か
ら
と
云
ふ
の
で
、
講
義
を
し
た
。
そ
ん
な
具
合
で
本
当
に
裁
判
医
学
の
講
義
を
す

る
と
云
ふ
こ
と
は
難
か
し
い
と
云
ふ
て
跨
踏
し
て
ゐ
た
」
。

中
野
操
衛
生
学
を
拓
い
た
人
々
（
後
篇
）
日
本
医
事
新
報
一
四
二
○
号
二
七
’
二
九
頁
一
九
五
一

丸
山
博
「
衛
生
学
」
の
開
講
（
届
９
年
前
後
）
に
つ
い
て
医
学
史
研
究
八
号
四
五
’
四
六
頁
一
九
六
三

座
談
会
衛
生
学
の
黎
明
を
語
る
日
本
医
事
新
報
一
九
五
六
号
二
九
’
五
七
頁
一
九
六
一

チ
ー
ゲ
ル
（
講
）
大
井
玄
洞
（
訳
）
『
衛
生
汎
論
』
巻
一
、
二
競
英
堂
一
八
八
○

梶
原
三
郎
維
新
前
後
の
吾
国
の
衛
生
学
予
防
医
学
一
巻
五
七
’
六
七
頁
一
九
五
○

部
一
覧
」
一
八
八
己
。

永
松
東
海

小
関
恒
雄

四
四
三
頁

『
生
理
学
』
上
、
下
篇
一
八
八
○

御
雇
教
師
ゥ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ー
｝
一
シ
シ
日
本
医
史
学
雑
誌
二
三
巻
三
四
九
’
三
六
一
頁
一
九
七
七
、
二
六
巻
四
三
二
Ｉ

一
九
八
○
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（
鉛
）

（
虹
）
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
病
理
学
教
室
『
東
京
帝
国
大
学
病
理
学
教
室
五
十
年
史
』
上
巻
一
九
三
九

（
蛇
）
「
公
文
録
」
明
治
十
三
年
文
部
省
二
月

の
も
の
か
、
学
科
表
に
は
小

た
の
が
始
ま
り
で
あ
ろ
う
㈲

『
国
政
医
論
』
巻
一
は
、
『
衛
生
汎
論
』
巻
一
お
よ
び
巻
二
前
半
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
両
書
で
言
っ
て
い
る
「
講
筵
」
と
「
講
義
」
は
同
じ

（
訂
）

こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
別
為
に
行
わ
れ
た
も
の
か
、
ま
た
「
内
務
省
の
中
」
で
行
わ
れ
た
な
ど
、
判
然
と
し
な
い
。
こ
れ
ら
講
義
も
「
臨
時
」

の
も
の
か
、
学
科
表
に
は
出
て
こ
ず
、
明
文
化
さ
れ
る
の
は
「
裁
判
医
学
」
と
同
じ
く
明
治
十
五
年
一
月
、
片
山
が
別
課
医
学
科
第
八
期
生
に
行
っ

（
新
潟
大
学
医
学
部
）
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ErnstTiegel,aLeaderinPhysiologyandHygiene

fortheJapaneseintheEarlyMeijiEra(1)

by

TsuneoKOSEKI

ErnstTiegelwasborninSwitzerlandinl849.HestudiedatUniversityofBern,andcommenced

Dok/orinl872.ThenhespecializedinphysiologyatUnive,､sitiesofHeidelbergandofLeipzig.In

1875hewasadoptedasE7.Fたγ』輌加“＃〃"dPriz!α〃0""jbyF.Goltz,aprofbssorofphysiology,University

ofStrasbour9.

1n1877,UniversityofTokyoSchoolofMedicineinvitedTiegeltobeaprofbssorof、physiology.

Helecturedonphysiology,pathology,hygieneandfbrensicmedicine.

HemadeexperimentsonJapanesesnakesandeelsinphysiology.Theresultswerepresented

succcssivelyinl878(Osawa&Tiegel),inl878(Tiegel)andinl880(Tiegel)．(See:note24onpage25)

HelefiJapaninl883,andwassaidlohavediedinSwitzerland,hisworksincompleted.

(Fig.1:AportraitofDr.ErnstTiegel.Fig.2:Thetitlepageof$6Saiban-Igaku",orTextbookof

ForensicMedicine,whichseemstohavebeenwrittenbyTiegel.)
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１

「
解
体
新
書
」
の
翻
訳
の
業
を
中
心
に
、
日
本
の
蘭
学
の
草
創
期
か
ら
の
流
れ
を
回
顧
し
た
杉
田
玄
白
の
「
蘭
東
事
始
」
（
一
名
「
蘭
学
事

始
」
）
に
は
、
「
解
体
新
雪
」
の
翻
訳
に
参
加
し
た
人
物
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
中
の
一
人
、
烏
山
松
円
に
至
っ
て
は
長
年
の
研

究
に
も
拘
ら
ず
現
在
で
も
全
く
そ
の
伝
が
失
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
実
際
に
「
か
ら
す
や
ま
し
よ
う
え
ん
」
な
る
人
物
が
実
在
し
た
の
か
、
ま
た
は
「
か
ら
す
や
ま
し
よ
う
え
ん
」
と
い
う
姓
名

が
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
当
然
提
起
す
る
。

（
１
）
（
２
）
（
３
）

烏
山
松
円
に
つ
い
て
、
板
沢
武
雄
、
緒
方
富
雄
、
松
村
明
の
諸
氏
は
、
伝
不
詳
と
し
な
が
ら
い
ず
れ
も
「
庄
内
藩
医
」
と
註
釈
を
付
し
て
い

行
わ
れ
た
た
め
、
現
在
と
な
一

つ
い
て
、
既
に
報
告
し
た
。

亨

o
O

（
４
）

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
野
上
豊
一
郎
の
「
蘭
学
事
始
」
の
註
釈
の
説
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

野
上
氏
が
何
を
根
拠
に
「
庄
内
藩
医
説
」
を
提
唱
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
野
上
氏
の
註
釈
の
業
自
体
が
、
今
か
ら
約
五
十
年
も
前
に

（
５
）

わ
れ
た
た
め
、
現
在
と
な
っ
て
は
、
そ
れ
を
追
跡
調
査
す
る
の
さ
え
容
易
で
な
い
。
な
お
著
者
は
野
上
説
の
根
拠
が
疑
問
視
さ
れ
る
こ
と
に

烏
山
松
円
の
研
究

Ｉ
「
か
ら
す
や
ま
」
か
「
う
や
ま
」
か
Ｉ

縣
需
蕊
罐
課
罐
濡
昭
和
五
十
五
年
五
月
十
日
愛
付

松
木
明

知

rOQ，
、白､Jノ123



弘
前
藩
の
桐
山
正
哲
の
名
前
ま
で
き
ち
ん
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
と
に
か
く
翻
訳
の
同
人
の
一
人
に
「
烏

山
松
円
」
な
る
人
物
が
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
見
倣
し
て
も
よ
い
。
も
っ
と
も
こ
の
他
に
途
中
で
社
中
か
ら
脱
落
し
た
人
を
も
少
く
な
か

「
蘭
東
事
始
」
は
玄
白
が
八
十
三
才
の
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
か
ら
逆
算
す

れ
ば
、
解
体
新
書
の
翻
訳
が
始
め
ら
れ
た
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
は
四
十
四
年
も
以
前
の
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
い
か
に
玄
白
と
い
え

ど
も
、
四
十
数
年
も
前
の
こ
と
に
な
る
と
、
些
細
な
点
に
至
っ
て
は
記
憶
違
い
や
考
え
違
い
な
ど
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

（
６
）

例
え
ば
諸
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
例
の
「
堆
（
う
ず
た
か
し
）
フ
ル
ヘ
ッ
ヘ
ン
ド
」
は
、
原
文
に
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。

玄
白
が
「
解
体
新
書
」
の
中
で
非
常
に
翻
訳
に
苦
労
し
た
個
所
で
も
、
四
十
数
年
の
才
月
を
経
れ
ば
誤
っ
て
記
憶
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
「
蘭
東

事
始
」
に
記
述
さ
れ
た
好
例
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
如
く
こ
の
こ
と
は
十
分
に
理
解
さ
れ
る
。

し
か
し
、
共
に
苦
労
し
て
翻
訳
の
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
仲
間
の
名
前
を
い
か
に
高
令
の
玄
白
と
い
え
ど
も
誤
る
は
ず
は
な
い
。
と
く
に
翻
訳

に
貢
献
し
た
同
志
の
名
は
玄
白
の
脳
裏
に
鮮
明
に
刻
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

玄
白
自
身
「
蘭
東
事
始
」
の
中
で
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

伽
、
都
下
は
浮
華
の
風
俗
な
れ
ば
、
他
の
人
も
こ
れ
を
聞
伝
へ
、
雷
同
し
て
社
中
へ
も
入
来
し
も
の
も
あ
り
た
り
、
其
時
の
人
為
を
思
ふ

は
、
遂
る
も
遂
ざ
る
も
、
今
は
皆
鬼
錬
上
の
人
の
み
多
し
、
嶺
春
泰
・
烏
山
松
円
と
い
へ
る
男
な
ど
は
、
頗
る
出
精
せ
し
が
、
今
は
則
ち
亡

し
。
同
僚
淳
庵
な
ど
も
、
新
書
上
木
後
な
り
け
れ
ど
も
、
五
十
年
に
満
タ
ず
し
て
世
を
早
ふ
せ
り
。
其
頃
往
来
せ
し
者
に
て
、
今
に
生
残
り

し
は
、
翁
杯
よ
り
は
、
は
る
か
歳
下
タ
の
人
な
れ
ど
も
、
弘
前
の
医
官
桐
山
正
哲
ま
で
な
り
。

ワ
今
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３

右
に
述
べ
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
烏
山
松
円
」
な
る
人
物
が
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
本
当
に
諸
害
の
註
釈
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
「
か
ら
す
や
ま
し
よ
う
え
ん
」
と
読
む
の
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
。（
７
）

と
い
う
の
は
、
筆
写
の
際
し
ば
し
ば
誤
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
、
筆
者
が
秋
田
藩
の
「
斎
藤
養
達
門
人
名
籍
」
を
調
査
し
た
際
、
三

回
の
転
写
に
よ
っ
て
「
白
鳥
（
し
ら
と
り
）
」
が
「
嶋
（
し
ま
）
」
に
誤
写
さ
れ
た
例
を
経
験
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
一
‐
烏
山
松
円
」
の
中
で
最
も
誤
記
さ
れ
易
い
の
は
「
烏
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
烏
（
と
り
）
」
や
「
島
（
し
ま
）
」
と
誤
り
や
す
い
。

「
山
」
は
「
小
」
少
し
拡
大
解
釈
す
れ
ば
「
川
」
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
姓
名
の
上
は
「
烏
」
、
「
烏
」
、
「
島
」
、
下
は
「
山
」
か
「
川
」
で
、
「
小
」
で
は
姓
名
に
な
ら
な
い
。
ま
た
一
般
に
は
島
は

昔
は
「
鴫
」
と
書
か
れ
た
か
ら
、
「
鳥
」
よ
り
も
可
能
性
は
少
な
い
。

し
た
が
っ
て
上
は
「
烏
」
か
「
烏
」
、
下
は
「
山
」
か
「
川
」
の
可
能
性
が
高
い
。

と
こ
ろ
で
「
烏
」
は
「
か
ら
す
」
の
他
に
「
う
」
と
も
読
め
る
。
し
た
が
っ
て
「
烏
山
」
は
「
か
ら
す
や
ま
」
と
も
「
う
や
ま
」
と
も
読
め

「
蘭
東
事
始
」
は
玄
白
が
記
し
た
後
に
弟
子
大
槻
玄
沢
が
訂
正
増
補
し
て
い
る
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
「
烏
山
松
円
」
が
実
在
の
人
物
で
あ
る

こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。
名
前
自
体
に
大
き
な
誤
り
が
あ
れ
ば
、
当
然
玄
沢
が
訂
正
す
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
「
蘭
東
事
始
」
の
諸
写
本
中
、
「
烏
山
松
円
」
を
削
除
訂
正
し
た
も
の
は
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
傍
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
も
し
「
烏
山
松
円
」
が
実
在
の
人
物
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
削
除
し
た
写
本
が
伝
え
ら
れ
て
も
よ
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
て
言

る
は
ず
で
あ
る
。

っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
「
烏
山
」
は
「
か
ら
す
や
ま
」
、
「
か
ら
す
か
わ
」
、
「
う
や
ま
」
、
「
う
か
わ
」
、
「
と
り
や
ま
」
、
「
と
り
か
わ
」
な
ど
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人
物
が
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
「
か
ら
す
や
ま
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
先
学
諸
先
輩
の
努
力
に
よ
っ
て
も
解
明
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

い

り
や
ま
」
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
烏
山
毅
卿
」
が
そ
の
人
物
で
著
書
は
「
遠
西
名
物
考
纂
方
」
と
あ
る
。
こ
の
著
書
は
武
田
製
薬
株
式
会
社
の
杏
雨
書
屋
の
所
蔵
と
あ
っ
た

の
で
、
早
速
同
所
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
図
書
カ
ー
ド
の
中
に
は
な
い
と
い
う
。
再
三
探
索
方
を
お
願
い
し
た
が
、
徒
労
に
終
っ

た
。
多
分
未
整
理
の
部
に
混
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
同
時
に
上
野
益
三
博
士
が
太
平
洋
戦
争
前
に
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
博
士
に
問
い
合
わ
せ
て
欲
し
い
と
の
返
事
を
載
い
た
。

早
速
、
右
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
上
野
博
士
か
ら
次
の
様
な
御
返
事
を
載
い
た
。
。

の
可
能
性
が
あ
る
。

も
し
「
う
や
ま
」
と
読
む
な
ら
ば
、
玄
白
も
漢
字
は
別
と
し
て
も
、
間
違
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
だ
れ
が
最
初
に
読
ん
だ
の
か
知
ら
な

い
が
、
「
か
ら
す
や
ま
」
と
い
う
読
み
自
体
が
間
違
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
と
り
や
ま
」
か
「
う
や
ま
」
の
可
能
性
が
高

い
こ
と
に
な
る
。

４

前
述
し
た
如
く
、
玄
白
も
「
烏
山
松
円
」
は
大
変
「
出
精
」
つ
ま
り
勤
勉
家
で
あ
っ
た
と
賞
賛
し
て
い
る
程
の
人
物
で
あ
る
か
ら
、
著
書
の

一
冊
や
二
冊
で
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
岩
波
の
「
国
書
総
目
録
」
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
「
烏
山
」
（
か
ら
す
や
ま
）
姓
の

い
よ
い
よ
御
健
勝
に
て
大
慶
に
存
じ
ま
す
。
四
月
八
日
付
貴
翰
に
て
御
た
ず
ね
の
遠
西
名
物
考
纂
方
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
六
年
頃
岩
波

の
国
書
解
題
の
企
画
に
応
じ
て
短
い
文
章
を
書
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
著
書
に
つ
い
て
も
何
の
知
識
も
持
ち
合
わ
せ
ず
、
御
期
待
に
添

「
う
や
ま
」
か
「
と
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本
書
は
現
在
で
は
目
録
カ
ー
ド
に
も
見
当
ら
ず
、
そ
の
た
め
閲
覧
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
詳
し
い
調
査
は
出
来
な
い
。
し
か
し
上
野
博
士
が

昭
和
十
六
年
に
は
実
物
を
調
べ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
所
蔵
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
上
野
博
士
が
「
国
書
解
題
」
の
た
め
岩
波
書
店
へ
提
出
し
た
書
類
に
は
さ
ら
に
何
か
別
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い

と
考
え
、
そ
の
探
索
方
を
岩
波
書
店
国
書
総
目
録
係
の
小
野
情
三
郎
氏
に
お
願
い
し
た
。
間
も
な
く
「
国
書
解
題
」
の
出
版
準
備
の
た
め
の
カ

ー
ド
は
今
な
お
保
存
さ
れ
、
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
旨
同
氏
か
ら
返
事
が
あ
っ
た
。

上
野
博
士
の
同
封
さ
れ
た
カ
ー
ド
に
は
次
の
様
に
あ
っ
た
。
「
遠
西
名
物
考
纂
方
・
烏
山
毅
卿
乾
坤
二
冊
図
な
し
、
稿
本
（
伝
）
、
序
賊
共

に
な
し
、
所
在
武
田
杏
雨
書
屋
四
九
五
四
、
内
容
梗
概
、
発
活
剤
、
止
汗
剤
、
湧
止
剤
、
止
吐
剤
の
如
く
に
分
け
、
遠
西
薬
物
な
ら
び
に
用
法

を
簡
明
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
国
文
、
片
カ
ナ
書
、
「
宇
山
薬
室
」
の
朱
印
記
あ
り
、
烏
山
と
関
連
か
」

遠
西
名
物
考
纂
方
（
え
ん
せ
い
め
い
ぶ
つ
か
ぅ
さ
ん
ぽ
ぅ
）
。
巻
数
は
二
冊
、
分
類
は
本
草
（
薬
物
）
、
著
者
は
烏
山
毅
卿
で
、
内
容
は
遠
西
般

来
の
薬
物
を
発
汗
剤
、
止
汗
剤
、
湧
吐
剤
、
止
吐
剤
の
如
く
に
分
ち
、
一
々
そ
の
用
法
を
簡
単
に
述
べ
た
も
の
。

伝
自
筆
本
、
所
蔵
杏
雨
書
屋
、
項
目
番
号
三
六
八
三
四
。

い
得
な
い
の
は
何
と
も
申
し
訳
け
あ
り
ま
せ
ん
。
岩
波
で
は
解
題
の
計
画
を
放
棄
、
後
の
国
書
総
目
録
に
な
り
ま
し
た
。
解
題
作
製
当
時
武

田
へ
行
っ
て
作
っ
た
カ
ー
ド
の
写
し
を
同
封
し
ま
す
。
謹
言

四
月
十
三
日
（
昭
和
五
十
三
年
）
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「
宇
山
薬
室
」
の
朱
印
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
遠
西
名
物
考
墓
方
」
の
著
者
「
烏
山
」
は
「
か
ら
す
や
ま
」
で
は
な
く
、
「
う

や
ま
」
と
読
む
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
烏
山
松
円
」
は
可
能
性
か
ら
言
え
ば
「
う
や
ま
し
よ
う
え
ん
」
と
読
む
こ
と
も
出
来
る
こ
と
に
な
る
。

早
速
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
に
問
い
合
わ
せ
て
、
「
宇
山
」
「
烏
山
」
（
う
ゃ
ま
）
姓
の
藩
士
、
藩
医
を
庄
内
藩
、
松
山
藩
の
「
分
限
帳
」
、

「
名
山
蔵
」
、
「
諸
役
前
録
」
「
金
録
短
冊
」
な
ど
に
求
め
て
戴
い
た
が
、
全
く
発
見
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
「
宇
山
」
姓
と
し
て
も
、

庄
内
藩
に
属
し
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
「
宇
山
」
姓
の
人
物
の
医
学
関
係
の
著
書
を
国
書
総
目
録
で
調
べ
て
み
る
と
、
宇
山
患
徳
の
「
唖
科
秘
説
」
（
二
冊
本
）
、
宇
山
重
政

の
「
燈
火
之
夜
話
長
生
不
死
論
」
、
宇
山
民
重
の
「
燈
火
之
夜
話
長
生
不
死
論
」
が
い
ず
れ
も
武
田
製
薬
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
お
り
、
著

者
も
実
見
し
た
。
し
か
し
い
ず
れ
も
「
解
体
新
書
」
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
記
事
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
遠
西
名
物
考
」
は
、
宇
田
川
槐
園
訳
考
に
な
る
三
巻
一
冊
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
烏
山
毅
卿
の
「
遠
西
名
物
考
墓
方
」
が
ど
の
よ
う
な
関
係

に
あ
る
か
後
者
を
披
見
で
き
な
い
現
在
、
些
少
の
推
定
す
ら
不
可
能
で
あ
る
。

た
◎

上
野
博
士
は
右
の
書
物
に
関
し
て
カ
ー
ド
に
簡
単
な
記
載
し
か
残
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
中
に
極
め
て
示
唆
に
富
む
重
要
な
こ
と
を
記
し

６

東
京
大
学
や
慶
応
大
学
の
図
書
館
に
は
「
名
物
考
蟇
方
」
と
題
す
る
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

著
者
、
完
成
年
代
な
ど
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
乾
坤
の
二
部
に
分
か
れ
、
発
汗
剤
、
止
汗
剤
、
湧
吐
剤
、
止
吐
剤
な
ど
に
分
類
し
て

5
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諸
薬
剤
を
記
し
、
次
い
で
各
種
疾
病
に
対
す
る
薬
物
療
法
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
名
物
考
纂
方
」
と
上
野
博
士
が
杏
雨
書
屋
で
実
見
し
た
「
遠
西
名
物
考
墓
方
」
は
、
乾
坤
の
二
冊
で
あ
る
こ
と
、
薬
剤
の
分
類
の
順

序
と
分
類
が
一
部
で
は
あ
る
が
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
あ
る
い
は
同
一
の
書
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
杏
雨
書
屋
の
「
遠
西
名
物
考
纂
方
」
の
出
現
を
俟
た
な
け
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
研
究
の
進
展
は
望
め
な
い
。

閣
筆
す
る
に
際
し
て
貴
重
な
御
教
示
を
戴
い
た
上
野
益
三
博
士
、
岩
波
書
店
の
小
野
清
三
郎
氏
お
よ
び
杏
雨
図
書
屋
の
諸
氏
に
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
） 文

松
木
明
知
秋
田
藩
医
斉
藤
養
達
の
「
門
人
名
籍
」
の
紹
介
ｌ
と
く
に
門
人
白
鳥
雄
蔵
に
つ
い
て
ｌ
医
学
史
研
究
二
五
号
昭
和
四
二
年
一

○
月
文
献
⑧
の
五
三
五
’
五
三
六
頁

献板
沢
武
雄
「
蘭
学
事
始
」
大
日
本
放
送
協
会
昭
和
一
九
年

緒
方
富
雄
校
注
「
蘭
学
事
始
」
（
岩
波
文
庫
）
岩
波
書
店
昭
和
三
四
年

松
村
明
校
注
「
蘭
東
事
始
」
日
本
古
典
文
学
大
系
九
五
岩
波
書
店
昭
和
三
九
年

野
上
豊
一
郎
「
蘭
学
事
始
」
岩
波
文
庫
岩
波
書
店
昭
和
五
年

松
木
明
知
烏
山
松
円
は
庄
内
藩
医
か
日
本
医
史
学
雑
誌
十
五
巻
一
号
昭
和
四
四
年
四
月
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山
脇
東
洋
は
日
本
で
最
初
の
人
体
解
剖
を
行
な
っ
た
人
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
真
実
と
は
い
え
な
い
。
上
述
し
た
よ
う

に
、
東
洋
は
一
七
五
四
年
（
宝
暦
四
）
京
都
で
脈
分
け
を
行
な
う
以
前
、
観
臓
に
興
味
を
持
つ
医
師
が
す
で
に
現
わ
れ
て
い
た
。
長
州
藩
の
医

（
皿
）
、
、

師
は
密
か
に
刑
屍
を
解
剖
し
、
そ
の
図
を
書
い
た
と
い
う
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
東
洋
の
脈
分
け
ま
で
は
、
解
剖
を
公
け
に
行

な
い
、
記
録
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
解
剖
が
禁
じ
ら
れ
た
の
に
は
、
二
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
第
一
に
は
上
述
し
た
よ
う
な
医
学
思
想
上
の

理
由
で
あ
る
。
後
世
方
の
正
統
的
な
理
論
に
よ
っ
て
、
人
体
の
形
態
論
は
完
成
さ
れ
、
観
臓
し
て
も
知
識
が
得
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

第
二
に
は
、
儒
学
思
想
の
た
め
に
、
脈
分
け
は
不
仁
の
術
と
認
め
ら
れ
、
タ
ブ
ー
と
な
っ
て
い
た
。
古
代
中
国
で
は
医
学
研
究
の
た
め
、
人
体

（
Ⅳ
）

解
剖
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
「
後
世
聖
人
取
二
諸
大
過
之
象
一
、
始
製
二
棺
一
、
由
し
是
之
後
、
国
有
下
残
二
段
屍
体
一
之
禁
上
」
と
い
う
こ
と
に
な

（
岨
）
（
四
）

っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
人
体
解
剖
は
特
定
の
禁
令
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
千
年
以
上
、
こ
れ
を
非
道
の
最
た
る
も
の
と
考

え
る
伝
統
が
あ
っ
た
た
め
に
、
大
変
な
根
強
い
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
。

だ
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
山
脇
東
洋
が
こ
の
タ
ブ
ー
を
突
破
で
き
た
の
か
。
彼
の
医
者
お
よ
び
儒
者
と
し
て
の
高
い
地
位
は
重
要
な
意
味
を
も
つ

第
三
節
人
体
の
形
態
論
の
変
遷
ｌ
「
蔵
志
」
か
ら
「
解
体
新
書
」
ま
で

肥
世
紀
日
本
の
医
学
に
お
け
る
科
学
革
命

Ｉ
藺
方
の
発
展
の
た
め
の
思
想
的
な
前
提
Ｉ
（
二
）

ウ
イ
リ
ア
ム
。
Ｄ
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン

驍
鞭
韓
霊
一
誌
窪
零
和
五
十
五
年
八
月
十
三
日
受
付
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て
い
る
。
東
洋
の
養
父
山
脇
玄
修
は
宮
中
の
医
者
と
な
り
、
法
印
に
叙
せ
ら
れ
、
養
寿
院
の
号
を
与
え
ら
れ
た
。
東
洋
は
二
十
四
歳
の
と
き
将

軍
徳
川
吉
宗
に
謁
見
し
、
二
十
五
歳
で
法
眼
と
な
り
養
寿
院
の
号
を
継
い
だ
。
ま
た
、
儒
者
と
し
て
も
、
東
洋
は
か
な
り
有
名
で
あ
っ
た
。

（
別
）

「
先
哲
叢
談
後
編
」
第
五
巻
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
解
剖
の
た
め
刑
屍
を
請
願
し
た
と
き
に
は
、
東
洋
は
す
で
に
京
都
で
著
名
な
、
格
式
の
あ
る
医
師
で
あ
っ
た
。
幕
府
は
こ
の
よ

う
な
資
格
を
持
っ
た
東
洋
の
願
い
を
受
け
い
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
洋
の
医
学
思
想
の
発
達
の
た
め
、
人
体
解
剖
が

必
要
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
東
洋
に
は
勿
論
脈
分
け
を
認
め
ら
れ
る
社
会
的
地
位
が
あ
っ
た
が
、
も
し
彼
に
そ
の
権
限
が
与
え
ら
れ

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
彼
は
多
分
服
分
け
を
密
か
に
実
行
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
「
先
哲
叢
談
後
編
」
で
は
、
東
洋
は
脈
分
け
に
つ

（
剛
）

い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
タ
録
フ
ー
を
一
度
突
破
し
て
か
ら
、
医
療
の
た
め
、
刑
屍
を
解
剖
す
る
こ
と
は
か
な
り
簡
単
に
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

東
洋
自
身
は
若
い
頃
か
ら
解
剖
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
医
学
を
勉
強
を
し
始
め
て
か
ら
、
直
に
伝
統
的
な
医
説
に
「
大
疑
議
萌
」
ゞ
と

「
蔵
志
」
に
書
い
て
い
る
。
数
年
後
、
後
藤
艮
山
の
門
下
生
と
な
り
、
正
統
的
な
臓
脈
説
に
つ
い
て
彼
に
質
問
を
し
た
。
艮
山
は
「
莫
し
若
二
解

タ
ル

ヲ

シ
ヲ

シ

ヲ
０
０
ス
○
０
０
○
０
ヲ

ル
シ

東
洋
後
二
於
山
脇
氏
一
、
時
不
三
以
レ
医
為
二
専
門
一
。
猶
講
二
経
史
一
。
教
二
授
子
弟
一
。
左
二
担
漢
魏
伝
注
一
・
弁
駁
二
宋
儒
心
性
説
一
・
門
人
頗
衆
。

世
呼
二
之
儒
医
一
・
当
特
若
二
後
藤
艮
山
。
嘩
確
写
嶬
成
。
香
川
秀
稚
。
嬬
雌
写
域
沖
。
香
月
牛
山
。
鑑
鋼
轤
存
婚
。
稲
若
水
。
罐
壺
礒
停
彰

プ

キ

０
Ｏ
フ
ヲ
レ
ン
コ
ク
ニ
ス
ヲ
卜

○
０
０
０
０

ル

シ

ヲ
七
叩
夕

等
一
・
皆
唱
二
業
於
萱
穀
下
一
・
称
二
之
儒
医
一
・
東
洋
与
レ
之
交
。
相
与
討
論
。
発
二
己
所
診
見
。
諸
家
為
し
之
皆
吐
レ
舌
。
称
二
其
不
ァ
可
レ
及
。

セ
バ
ソ
ト
、
ヲ

ハ
ル
コ
ト
タ
ラ

・
・
シ
ヅ

ム
コ
ト
ヲ
ニ
ニ
ハ

欲
し
善
二
其
術
一
・
不
し
能
三
講
究
不
二
多
端
｜
・
斯
挙
蓋
出
し
不
し
得
し
已
。
不
二
更
与
較
一
・
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「
尿
は
腸
と
い
う
の
象
」
と
い
う
の
は
、
仲
景
は
腸
の
大
小
を
区
別
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
東
洋
は
古

○
０
０
○
０

代
の
医
学
書
が
よ
り
正
確
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
彼
自
身
が
人
体
解
剖
を
実
行
し
た
と
き
に
も
、
大
腸
と
小
腸
の
差
を
実
際
に
見
わ
け
ら
れ

○
○
○
Ｏ

（
”
）

な
か
っ
た
。
今
ま
で
は
、
こ
れ
が
「
蔵
志
」
の
欠
点
に
見
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
こ
れ
は
そ
の
長
所
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
は
人
体
の
五
臓
六
脈
の
形
態
論
、
す
な
わ
ち
一
種
の
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
を
頭
か
ら
一
切
廃
止
し
て
、
人
体
の
内
臓
を
見
直
そ

く
人
体
解
剖
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

（
の
一
）

而
観
彦
之
」
と
答
え
た
。
東
洋
は
こ
れ
で
満
足
で
き
な
か
っ
た
が
、
人
体
解
剖
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
獺
の
内
臓
は
人
間
の
そ
れ
と
よ
く
似

て
い
る
と
艮
山
に
い
わ
れ
、
獺
を
解
剖
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
を
数
回
試
ゑ
て
か
ら
、
東
洋
の
艮
山
の
意
見
に
対
す
る
疑
い
は
ま
す
ま
す
強

ソ

く
な
っ
て
き
た
。
彼
は
人
間
と
獣
と
は
類
が
違
う
と
考
え
て
、
「
安
知
二
其
臓
不
戸
同
し
類
」
と
書
い
た
。
東
洋
は
四
十
九
歳
の
と
き
、
よ
う
や

医
学
思
想
史
上
、
東
洋
の
人
体
解
剖
は
重
要
な
意
味
を
持
ち
、
江
戸
時
代
の
医
学
に
お
け
る
科
学
革
命
の
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
な
お
、

こ
の
意
味
は
単
に
東
洋
が
解
剖
を
行
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
よ
り
も
彼
が
一
貫
し
た
、
新
し
い
方
法
を
利
用
し
て
人
体
解
剖
を
実
行
し
た

と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
も
し
東
洋
が
正
統
的
な
五
臓
六
服
説
に
疑
問
を
持
た
ず
に
解
剖
を
実
行
す
れ
ば
、
欧
希
範
が
解
剖
さ
れ
た
場
合
と
同
様

（
羽
）

に
、
お
そ
ら
く
そ
の
伝
統
的
な
説
を
支
持
し
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
東
洋
は
医
学
の
復
古
思
想
を
唱
え
、
古
代
中
国
の
人
体
の
形
態
論
が

よ
り
正
確
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
獺
を
解
剖
し
た
と
き
に
は
、
東
洋
は
大
腸
と
小
腸
を
区
別
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
に
つ
い

て
古
代
の
文
献
を
調
べ
て
見
た
。
そ
し
て
彼
は
書
経
、
周
礼
、
孔
子
、
草
昭
と
そ
の
他
の
古
代
の
書
の
い
ず
れ
を
調
べ
て
も
、
腸
の
大
小
は
区

別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
東
洋
は
「
蔵
志
」
で
書
く
。

テ

（
型
）
０
０
０
０
（
弱
）
テ
Ｏ

未
下
嘗
見
中
腸
有
二
大
小
之
説
一
者
上
。
故
仲
ｌ
景
亦
食
日
し
胃
、
尿
日
し
膀
ｌ
胱
、
尿
日
し
腸
耳
。
晉
代
清
‐
言
之
餘
‐
禍
・
延
及
二
王
巣
皇
甫
之
徒
一
、
妄

０
０
０
Ｏ
（
恥
）
０
０
０
Ｏ

主
１
張
二
素
‐
難
一
、
執
し
名
失
し
実
。
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う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
洋
は
五
臓
六
胴
の
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
を
捨
て
て
、
そ
の
か
わ
り
に
古
代
の
九
臓
説
（
心
・
肝
・
脾
・
肺
・

腎
・
胃
・
膀
胱
・
胆
・
腸
は
そ
の
九
臓
で
あ
り
、
腸
の
大
小
の
区
別
は
な
い
）
を
採
り
入
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
東
洋
の
「
九
臓
図
」
は
そ
れ
以
前
の
内

景
図
よ
り
も
、
は
る
か
に
正
確
な
も
の
で
あ
る
。

医
学
思
想
史
上
、
三
つ
の
偉
大
な
功
績
が
山
脇
東
洋
に
与
え
ら
れ
る
。
第
一
、
彼
は
人
体
の
形
態
論
を
陰
陽
五
行
説
か
ら
解
放
し
た
。
東
洋

以
前
、
こ
の
説
を
疑
っ
て
い
た
医
師
は
多
数
い
た
が
、
彼
は
始
め
て
こ
の
説
を
実
証
的
に
否
定
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
東
洋
は
そ
れ
以
前
の

最
も
基
礎
的
な
理
論
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
、
東
洋
は
そ
れ
以
前
の
理
論
を
実
証
的
に
否
定
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
内
景
図
や
人
体
の
形
態
論
の
た
め
、
新
し
い
方
法
論
を

医
学
界
に
公
け
に
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
る
。
人
体
解
剖
が
東
洋
以
前
に
も
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
、
体
の
構
造
を
理
解
す
る
た
め
に
、

観
察
を
主
な
方
法
と
し
て
利
用
し
た
医
師
は
東
洋
で
あ
る
。
「
蔵
志
」
の
人
体
の
形
態
論
に
対
す
る
説
明
は
極
く
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
彼
は
単
に
人
体
解
剖
を
実
行
し
た
と
き
に
観
察
し
た
も
の
し
か
説
明
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
は
画
期
的
な
科
学
書

で
あ
る
。
東
洋
は
日
本
の
医
学
思
想
史
上
初
め
て
帰
納
的
な
方
法
を
利
用
し
て
、
人
体
の
形
態
論
を
作
り
、
そ
れ
を
通
常
な
方
法
論
と
し
て
普

東
洋
が
西
洋
の
解
剖
言
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
評
価
し
た
の
は
彼
が
全
く
偏
見
の
な
い
、
客
観
的
な
精
神
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
西
洋
の
解
剖
害
へ
の
感
嘆
と
客
観
精
神
は
東
洋
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
一
つ
の
思
想
的
な
風
潮
に
な
っ
て
い

及
さ
せ
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

フ
ム

テ
ソ
ヤ

饗
‐
者
獲
二
蛮
‐
入
所
し
作
骨
‐
節
剛
‐
剥
之
書
一
、
当
‐
時
慣
々
不
吟
弁
。
今
視
吟
之
、
胸
‐
脊
諸
減
皆
如
二
其
所
震
図
。
履
レ
実
者
、
万
里
同
符
。
敢
不
二

嘆
ｌ
服
一
・

第
三
、
東
洋
は
西
洋
の
解
剖
害
の
正
確
さ
を
実
証
し
た
ｃ
彼
は
そ
れ
に
つ
い
て
一
蔵
志
」
で
述
べ
て
い
る
。
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た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ま
た
の
ち
に
述
べ
る
。

勿
論
、
こ
の
よ
う
な
医
学
書
が
出
現
し
て
か
ら
、
学
派
間
の
論
争
が
一
層
激
し
く
な
っ
て
き
た
。

山
脇
東
洋
と
吉
益
東
洞
は
同
じ
古
医
方
の
医
師
で
あ
る
の
で
、
医
学
に
対
す
る
考
え
方
が
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
二
人
は
医
学
上
の
問
題
に
対
し
て
、
必
ず
し
も
同
じ
意
見
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
二
人
と
も
同
様
に
古
代
の
医
方
を

（
羽
）
イ
エ

重
ん
じ
た
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
「
蔵
志
」
に
お
い
て
東
洋
は
「
説
命
日
、
薬
弗
二
瞑
‐
咳
一
厭
疾
弗
レ
‐
窪
・
」
と
書
い
た
。
す
な
わ
ち
、
薬
に

副
作
用
が
な
け
れ
ば
、
効
果
も
で
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
理
論
で
あ
る
。
一
七
七
一
（
明
和
八
）
年
、
東
洞
は
そ
の
名
著
「
薬
著
」
で
、
こ
の

文
を
そ
の
導
入
句
と
し
て
使
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
東
洞
は
そ
の
「
医
断
」
を
「
蔵
志
」
と
同
年
（
一
七
五
九
、
宝
暦
九
年
）
に
出
版
し
、
そ
の
な

（
羽
）

か
で
は
東
洞
の
九
臓
説
と
脈
分
け
を
批
判
し
て
書
く
。

（
鋤
）

ま
た
、
東
洞
の
高
弟
で
あ
っ
た
田
中
栄
信
は
解
屍
が
医
術
に
無
用
の
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
。
し
た
が
っ
て
、
束
洞
と
東
洋
は
同
じ
古
医
方
の

医
師
な
が
ら
、
こ
の
二
人
の
間
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
東
洞
は
臨
床
実
験
を
重
ん
じ
、
基
礎
医
学
を
軽
視
し
た
が
、
東
洋
は
基

礎
医
学
を
主
に
重
ん
じ
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
理
由
の
た
め
、
東
洞
は
「
蔵
志
」
を
評
価
し
て
い
な
い
。

「
蔵
志
」
の
最
も
鋭
い
批
判
は
、
讃
岐
の
人
、
佐
野
安
貞
の
「
非
臓
志
」
（
一
七
六
○
、
宝
暦
十
年
）
に
現
わ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
安
貞
は

二
ル
ヲ
Ｏ
リ
０
０
０
０
○
○
○
○
Ｏ

東
洋
の
理
論
を
批
判
し
、
「
内
経
」
（
す
な
わ
ち
五
臓
六
賄
説
）
に
つ
い
て
「
上
古
聖
‐
人
原
し
天
垂
レ
典
乃
有
二
墳
典
丘
索
。
内
経
其
一
也
・
」
と
い

っ
て
、
こ
の
説
が
よ
り
古
い
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
。
東
洋
が
九
臓
説
を
支
持
す
る
た
め
に
、
尚
書
、
周
礼
な
ど
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ

（
犯
）

い
て
、
魚
を
求
め
て
、
木
に
捜
す
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
非
難
し
た
。
さ
ら
に
、
医
学
思
想
上
、
安
貞
は
東
洋
の
方
法
論
を
ま
さ
に
基
本
的
な

臓
脈
二
ル
ー
ヲ
ス
ト

ヲ

テ
セ

レ
ハ

ス
ル
ニ
ヲ

周
礼
日
参
し
之
以
二
九
蔵
之
動
一
、
而
不
レ
分
し
脈
也
。
仲
景
未
二
嘗
論
一
笑
、
無
し
益
二
於
治
戸
病
也
。
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脈
分
け
へ
の
猛
烈
な
非
難
に
も
拘
わ
ら
ず
、
東
洋
の
こ
の
解
剖
の
実
行
以
後
、
こ
と
に
「
蔵
志
」
が
一
七
五
九
（
宝
暦
九
）
年
に
上
梓
さ
れ

て
か
ら
、
日
本
の
医
学
界
に
お
い
て
は
、
解
剖
に
対
す
る
興
味
は
急
増
し
て
い
っ
た
、
解
剖
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
医
師
は
、
二
つ
の
集
団
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
山
脇
東
洋
と
彼
の
弟
子
を
中
心
に
し
て
、
基
礎
医
学
を
重
視
し
た
古
医
方
の
医
師
で
あ
る
。
第
二
は
、
西

洋
流
外
科
の
医
師
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
集
団
は
解
剖
に
関
す
る
考
え
方
を
基
本
的
に
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
相
違
は
、
人
体
の
形
態
論
の
理

論
と
、
解
剖
の
実
践
と
の
接
点
に
現
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
「
文
明
之
運
」
の
前
の
闘
字
皿

を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
刑
屍
を
解
剖
し
て
も
、
活
き
て
い
る
人
間
の
臓
胴
の
本
質
を
理
解
で
き
る
可
能
性
が
な
い
、
と
。
こ
の
点
で
、
東
洋
と
安
貞
の
医

学
理
論
に
は
、
次
元
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。

東
洋
は
「
蔵
志
」
を
書
い
た
と
き
に
は
、
こ
の
よ
う
な
批
判
を
予
想
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
最
後
の
文
で
、
彼
は
自
信
を
持
っ
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
書
い
た
。

点
で
非
難
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ツ
レ

ノ
ニ
テ
ス
テ
ヲ

リ
シ
テ

ヲ
テ
ン

フ
コ
ト
ヲ
ニ
ヲ
テ
ン

旦
夫
蔵
之
為
し
蔵
非
二
形
象
之
謂
一
、
以
レ
蔵
二
神
気
一
也
。
神
去
気
散
、
蔵
只
虚
器
。
何
以
知
三
視
ｌ
聴
言
‐
動
随
二
其
所
一
・
又
何
以
見
二
栄
‐
衛
三
‐

ヲ
ノ
ー
ノ
ハ

ノ
ニ

ノ
ハ
ル
ノ

ワ
寺
一
ル
コ
ト

焦
之
統
ｌ
紀
一
・
是
故
昭
昭
之
視
不
し
若
二
冥
々
之
察
一
・
赫
今
之
功
成
二
於
幡
々
之
弁
一
・
視
し
之
無
二
理
求
一
焉
。

カ
ソ
ガ
ウ
ル
ニ

ル
ニ

レ
ツ
ナ
ル

テ
卜

尚
徳
〔
東
洋
の
名
〕
幸
遭
遇
二
文
明
之
運
一
、
稽
焉
以
二
復
古
之
学
一
、
徴
焉
以
二
経
験
之
実
一
、
是
何
幸
也
。
於
し
是
記
し
所
二
新
見
一
、
併
述
二

所
懐
一
云
爾
。
宝
暦
甲
戌
閏
二
月
〔
一
七
五
四
年
〕

、
、
、
、
、

の
前
の
闘
字
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
東
洋
は
徳
川
将
軍
家
の
治
世
た
る
「
文
明
之
運
」
へ
の
尊
敬

（42） 136



基
礎
医
学
を
重
視
し
た
古
医
方
の
医
師
た
ち
は
、
中
国
医
学
の
古
典
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
人
体
の
形
態
論
に
束
縛
さ
れ
て
い
た
。
上
述
し
た

よ
う
に
、
東
洋
の
人
体
の
形
態
論
で
も
、
腸
の
大
小
に
つ
い
て
は
古
典
に
徴
し
て
区
別
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
東
洋
派
の
医
師
た
ち
が
解
剖
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

実
行
し
た
と
き
に
は
、
大
腸
と
小
腸
が
目
の
前
に
現
わ
れ
て
き
て
も
、
区
別
す
る
方
法
を
も
た
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
古
医
方
の
医
師
が

（
謎
）

聿
自
い
た
「
服
分
け
の
図
」
に
は
大
腸
と
小
腸
は
は
っ
き
り
聿
昌
い
て
あ
っ
て
も
、
そ
の
図
の
説
に
は
そ
れ
が
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

他
の
点
で
も
、
東
洋
派
の
医
師
た
ち
の
解
剖
図
は
段
だ
と
詳
細
に
な
っ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
東
洋
の
高
弟
栗
山
孝
庵
は
一
七
五
八
（
宝
暦
八
）

（
弱
）

年
に
始
め
て
医
者
と
し
て
執
刀
し
て
萩
で
解
剖
を
行
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
孝
庵
は
「
膵
臓
」
の
観
察
を
記
録
し
た
が
、
九
臓
論
に
は
こ
の
臓

（
妬
）

器
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
も
の
は
異
常
で
あ
る
と
彼
は
考
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
東
洋
派
の
医
師
は
方
法
と
し
て
解
剖
を
利

○
Ｏ
○
０
０
０
０
○
○
Ｏ

用
し
た
が
、
そ
こ
で
観
察
し
た
も
の
を
理
解
か
つ
説
明
す
る
と
き
に
は
、
九
臓
論
に
現
わ
れ
る
用
語
に
束
縛
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
古
医

方
の
解
剖
学
派
の
限
界
で
あ
っ
た
。
日
本
の
医
師
は
こ
の
限
界
を
超
え
る
た
め
に
、
九
臓
を
排
斥
し
、
そ
こ
に
現
わ
れ
て
い
な
い
も
の
を
説
明

す
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
役
割
を
果
し
た
医
師
が
、
西
洋
流
外
科
医
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
特
定
の
人
体
の
形
態
論
に
束
縛
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
解
剖
で
観

（
訂
）

察
し
た
も
の
を
理
論
的
に
解
釈
せ
ず
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ス
パ
ル
流
外
科
医
伊
良
子
光
顕
は
一
七
五
八
（
宝
暦
八
）

年
、
京
都
で
胴
分
け
を
行
な
い
、
腸
の
大
小
を
観
察
し
た
ま
ま
記
録
し
て
、
東
洋
の
「
蔵
志
」
に
あ
る
九
臓
論
を
実
証
的
に
否
定
し
た
。

西
洋
流
外
科
医
の
解
剖
害
の
傑
作
、
河
口
信
任
の
「
解
屍
編
」
は
一
七
七
二
（
明
和
九
）
年
に
上
梓
さ
れ
た
。
信
任
は
古
河
藩
の
医
師
で
、

長
崎
で
栗
崎
道
意
の
門
下
生
と
し
て
外
科
学
を
修
め
た
。
明
和
七
年
、
そ
の
藩
主
が
京
都
所
司
代
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
信
任
は
彼
と
と
も
に

京
都
に
移
っ
た
。
京
都
で
は
信
任
は
当
時
の
名
医
荻
野
元
凱
ｌ
宮
中
の
内
科
医
（
古
医
方
）
ｌ
の
門
に
入
っ
た
。
そ
の
翌
年
（
明
和
八
、
一
七
七

（
銘
）

○
年
）
信
任
自
身
が
執
刀
し
て
、
元
凱
と
一
緒
に
刑
屍
を
解
剖
し
た
。
こ
の
脈
分
け
の
事
情
に
つ
い
て
、
信
任
は
「
解
屍
編
」
の
序
で
書
く
。

リ
エ
モ
ダ
ヲ
ニ

ク
モ
ソ
ト

（
上
略
）
数
年
之
疑
、
一
旦
瞭
然
也
・
偶
論
ｌ
及
二
解
蔵
之
事
一
・
問
日
、
快
豚
導
筵
之
法
、
余
家
有
し
伝
。
然
未
レ
験
二
之
屍
一
・
則
膠
レ
古
而
不
レ

レ
バ
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界
に
つ
き
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。

「
解
屍
編
」
に
は
、
別
の
重
要
な
歴
史
的
な
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
信
任
が
医
学
そ
の
も
の
を
見
直
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
述
し

た
よ
う
に
、
当
時
、
日
本
の
医
学
界
は
内
科
と
外
科
と
そ
の
他
の
専
門
科
に
は
っ
き
り
と
分
離
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
信
任
は
西
洋
医
学
の

信
任
は
長
い
間
も
っ
て
い
た
伝
統
的
な
人
体
の
形
態
論
に
お
け
る
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
、
刑
屍
を
解
剖
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
山

脇
東
洋
の
最
初
の
解
剖
か
ら
十
六
年
間
、
そ
れ
に
対
す
る
タ
ブ
ー
は
ま
だ
非
常
に
強
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
信
任
は
科
学
的
な
精
神
に
根

ざ
し
た
勇
気
を
持
ち
、
「
千
万
人
の
禅
益
」
の
た
め
、
そ
の
解
剖
を
実
行
し
た
、
「
解
屍
編
」
は
そ
の
記
録
で
あ
る
。

解
剖
学
書
と
し
て
、
「
解
屍
編
」
の
図
絵
と
解
説
は
そ
れ
以
前
の
も
の
よ
り
も
、
は
る
か
に
正
確
か
つ
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。
「
解
屍
編
」

以
前
、
ほ
と
ん
ど
の
解
剖
書
は
山
脇
東
洋
あ
る
い
は
そ
の
「
蔵
志
」
を
参
考
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
解
屍
編
」
に
は
、
東
洋
の
名
前
は
一

度
も
現
わ
れ
て
こ
な
い
。
信
任
は
「
蔵
志
」
を
知
ら
な
い
は
ず
が
な
い
。
む
し
ろ
、
信
任
は
こ
の
よ
う
に
東
洋
の
医
学
理
論
を
無
視
し
、
拒
絶

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
人
体
の
形
態
論
を
作
る
た
め
に
、
信
任
は
い
か
な
る
内
臓
論
を
も
排
斥
し
て
、
彼
自
身
が
観
察
し
た
も
の
の
ゑ
を

記
録
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
大
腸
と
小
腸
と
は
、
区
別
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
信
任
は
九
臓
論
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
て
も
、
解
剖
学

用
語
の
不
足
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
彼
は
お
そ
ら
く
あ
る
臓
器
な
ど
（
膵
臓
、
神
経
、
副
腎
臓
等
々
）
を
見
て
も
そ
れ
を
記
録
す
る

、
、
、
、
、
、
、

こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
信
任
は
長
崎
で
西
洋
の
よ
り
詳
細
な
解
剖
害
を
見
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
解
説
を
理
解
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
そ
の
影
響
は
「
解
屍
編
」
の
図
絵
や
解
説
に
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
、
日
本
の
解
剖
学
は
明
ら
か
に
限

ノ

ズ
オ
ダ
ヤ
カ

ズ
カ
ホ
ウ
テ
ス
ニ
ヲ
ツ
ト
ー
ー
イ

ル
ヲ

得
。
師
心
亦
不
豚
隠
・
与
二
其
積
‐
疑
一
也
。
不
し
如
二
屠
而
釈
咳
之
、
我
旦
請
二
教
ｌ
餘
之
屍
一
・
荻
先
生
日
、
非
レ
調
し
莫
レ
為
。
恐
レ
害
二
於
名
教
一

シ
シ
ム
ル
モ

タ
テ
レ
ル
ハ

テ
ヲ
ヲ

〈
ル

モ
シ
テ

ヲ
テ
レ
バ

ヲ

実
。
若
使
二
裁
餘
之
屍
一
．
其
為
し
人
一
也
。
以
レ
人
暴
レ
人
。
君
子
不
し
為
也
。
然
解
二
一
屍
体
一
・
以
有
レ
稗
ｌ
益
三
治
ｌ
術
二
於
千
万
人
一
・
則
亦

タ
リ
ト
ス
カ
テ
ム
ヲ
ク
レ
バ

ム
テ
レ
バ
サ

ニ
オ
フ
モ

ヲ
テ

〈
ム
ヲ
ク
ン
バ
〈

為
し
道
之
為
也
。
誰
敢
怪
し
之
。
余
日
、
不
し
疑
則
已
。
疑
而
不
し
為
。
不
し
恕
二
於
道
一
也
。
仮
眉
二
不
仁
之
名
一
、
以
二
斯
道
一
食
二
斯
禄
一
・
如
二
或

ク
ガ
ヲ

ル
ニ

ッ
ニ
ク

シ
シ
テ
ル

ノ
ハ
ノ
、
、
、

解
彦
惑
。
即
答
し
恩
之
義
也
。
旦
霊
枢
日
、
其
死
也
、
可
二
解
剖
而
視
戸
之
。
古
時
尚
が
。
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『

思
想
的
な
影
響
を
受
け
、
内
科
と
外
科
と
は
、
根
本
的
に
区
別
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
論
じ
た
。
「
解
屍
編
」
の
序
に
、
信
任
は
書
く
。

し

し

く
ス

（
㈹
）
テ
ハ
オ
サ
ム
ヲ
タ
ル
モ
ノ
ハ
ヅ
シ
フ
ル
ヲ
’
三
』
ノ
ヲ
テ
ル

夫
医
道
之
分
二
内
‐
外
一
也
。
尚
美
、
周
官
載
二
疾
‐
医
瘍
ｌ
医
一
。
而
医
師
統
し
之
。
医
師
者
何
。
蓋
謂
下
兼
‐
通
二
内
外
一
者
上
乎
。
何
以
分
二
内
‐

二
ク
ハ
シ
ケ
レ
バ

テ
〈
オ
サ
ム
レ
ヲ
レ
バ
ス
ル
ニ
ヲ
チ
ニ
レ
バ

シ

ル

テ
ニ
ル
ヲ
ス

外
一
・
業
精
二
千
専
門
一
也
。
何
以
医
師
統
し
之
。
医
非
レ
兼
‐
知
二
内
外
一
、
則
十
全
不
レ
可
し
得
し
為
也
。
故
医
之
為
し
教
。
以
二
内
外
兼
‐
通
一
為
し

（
似
）

二
ハ
ニ
ニ
シ
テ
ワ
ス
ル
ヲ
ク
ワ
シ
キ
一
一
ハ
ウ
ト
ム
ヲ

至
也
。
後
学
不
し
達
二
其
旨
一
・
或
専
二
乎
内
一
而
造
レ
外
。
精
二
乎
外
一
者
疎
レ
内
。

す
な
わ
ち
、
内
科
と
外
科
は
本
来
区
別
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
「
後
学
は
そ
の
旨
に
達
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、

信
任
は
医
学
教
育
と
制
度
の
再
編
成
を
呼
び
掛
け
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
正
統
的
な
五
臓
六
脈
説
に
基
づ
い
た
医
学
で
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え

方
は
あ
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
医
学
が
帰
納
的
な
科
学
思
想
に
基
づ
い
て
き
た
と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
出
現
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
内
科
も
外
科
も
同
じ
基
本
的
な
知
識
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
、
社
会
的
に
も
そ
れ
ら
を
区
別
す
る
理
由
は
な
い
と

主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
信
任
の
医
学
思
想
は
社
会
的
に
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
江
戸

時
代
の
医
学
思
想
と
医
学
界
の
構
造
と
の
相
互
関
係
は
さ
ら
に
明
白
と
な
る
。

な
お
、
「
解
屍
編
」
が
上
梓
さ
れ
る
十
年
前
、
こ
れ
と
同
じ
考
え
方
は
す
で
に
出
現
し
て
い
た
。
古
医
方
の
基
礎
医
学
派
の
思
想
と
關
方
医

学
の
思
想
を
あ
わ
せ
持
っ
た
医
師
が
、
内
科
と
外
科
と
は
根
本
的
に
一
緒
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
讃
岐
の
医
者
合
田
求
吾
と
長
門
の
医
者
永

富
独
哺
庵
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
っ
て
い
た
。
二
人
と
も
京
都
の
東
洋
の
門
で
古
医
方
を
修
め
、
長
崎
の
吉
雄
耕
牛
の
門
で
關
方
を
勉

（
蛇
）

強
し
た
。
求
吾
は
「
紅
毛
医
述
」
（
一
七
六
二
、
宝
暦
十
二
年
）
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

（
前
略
）
紅
毛
内
科
の
術
を
以
す
れ
ば
、
先
生
〔
耕
牛
〕
及
び
そ
の
賢
弟
芦
風
君
訳
し
て
以
て
之
を
教
ふ
、
其
書
蓋
し
数
万
言
、
百
病
の
症

治
よ
り
草
木
、
臓
脈
の
説
に
至
る
ま
で
、
全
備
せ
ざ
る
こ
と
な
し
、
而
し
て
其
術
悉
く
汗
吐
下
に
帰
す
。
嘗
て
聞
く
、
紅
毛
の
医
た
る
や
惟

う
に
外
科
の
み
有
て
内
科
有
る
こ
と
莫
し
と
。
余
演
に
之
を
疑
ふ
こ
と
数
年
、
今
一
旦
に
し
て
氷
釈
す
。
（
後
略
）
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江
戸
初
期
、
梶
原
性
全
の
「
頓
医
抄
」
や
岡
本
一
抱
の
「
臓
脈
経
絡
詳
解
」
に
現
わ
れ
る
五
臓
六
脈
説
は
、
日
本
医
学
界
に
お
け
る
人
体
の

形
態
論
の
唯
一
の
規
準
で
あ
っ
た
。
し
か
し
医
師
た
ち
は
よ
り
効
果
的
な
療
方
を
探
求
し
、
こ
の
説
を
疑
う
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
あ
る
医

師
は
こ
の
人
体
の
形
態
論
を
基
本
的
に
保
持
し
、
そ
れ
を
部
分
的
に
作
り
直
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
古
医
方
の
医
師
た
ち
は
こ
の
説
を
排
斥
し
、

古
代
の
九
臓
論
を
唱
え
た
。
こ
の
新
し
い
理
論
を
実
証
す
る
た
め
に
、
彼
ら
は
人
体
解
剖
を
実
行
し
た
。
こ
の
医
流
は
研
究
の
た
め
に
、
実
験

を
使
用
し
た
が
、
そ
の
人
体
の
形
態
論
、
す
な
わ
ち
古
代
の
九
臓
論
は
、
基
本
的
に
は
演
鐸
的
な
思
想
に
根
ざ
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
そ
の
限
界
が
直
ち
に
現
わ
れ
て
き
た
。
人
体
解
剖
が
可
能
と
な
っ
た
と
き
、
西
洋
流
外
科
医
も
こ
の
方
法
に
よ
り
、
治
療
の
発
展
に
尽
そ

本
格
的
な
西
洋
内
科
は
そ
れ
よ
り
約
三
十
年
後
、
宇
田
川
玄
随
の
「
西
説
内
科
撰
要
」
の
刊
行
ま
で
（
一
七
九
三
、
寛
政
五
年
）
現
実
に
は
な

（
“
）

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
医
学
思
想
上
、
内
科
と
外
科
の
基
礎
的
な
知
識
を
あ
わ
せ
持
っ
て
‐
い
る
医
師
が
す
で
に
現
わ
れ
て
、
西
洋
医
術
へ
の

第
一
歩
を
記
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
医
学
思
想
が
医
学
の
唯
一
の
規
準
に
な
る
ま
で
に
は
、
日
本
の
医
学
界
を
完
全
に
再
編
成

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
明
治
時
代
ま
で
、
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ
ズ

ヲ

ズ
レ
バ
シ
テ
ズ
ニ
グ
ル
ヲ
テ
ノ
ハ
タ
ル
コ
ト
ス
ガ
ヲ
シ
テ
テ

（
前
略
）
紅
毛
之
政
不
レ
禁
二
剖
人
一
。
故
病
不
し
治
則
死
必
引
。
是
以
諸
病
所
し
因
瞭
然
若
し
指
し
掌
。
憶
仲
景
没
二
千
年
、
得
二
其
道
ｌ
於
紅
毛
一

シ
テ
ウ

ヲ
レ

ナ
リ
ス
レ

ル
コ
ト

ニ
シ
リ
テ
〈

シ
ク
コ
ト
ハ
レ
ヲ
フ
レ
バ

可
三
以
補
二
古
方
之
欠
一
・
是
合
田
氏
精
誠
之
所
レ
致
。
夫
紅
毛
外
科
之
術
流
二
干
東
方
一
久
美
。
至
二
干
内
科
一
悶
乎
無
し
聞
。
其
書
之
行
也
。
知
レ

ル
ヲ

ス

有
二
内
科
一
与
二
古
方
一
符
・
（
後
略
）

（
侭
）

ま
た
、
求
吾
の
友
人
独
哺
庵
は
「
紅
毛
医
述
」
の
序
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

第
四
章
「
解
体
新
書
」
・
西
洋
解
剖
書
の
雛
訳
の
科
学
革
命
的
な
意
義
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う
と
し
た
。
西
洋
流
外
科
医
師
は
、
い
か
な
る
伝
統
的
な
理
論
に
も
と
ら
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
完
全
に
帰
納
的
か
つ
実
証
的
な
方
法
に

基
づ
い
た
人
体
の
形
態
論
を
作
り
あ
げ
た
。
し
か
し
、
西
洋
流
外
科
医
の
形
態
論
の
限
界
も
直
ち
に
現
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
医
師
た
ち
は
、
人

間
の
体
を
脈
分
け
し
て
、
そ
の
内
景
を
客
観
的
に
観
察
し
た
が
、
目
の
前
の
臓
器
な
ど
の
名
称
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
あ
る
も
の
を
認
識
で
き

杉
田
玄
白
は
こ
の
西
洋
流
外
科
医
の
一
人
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
玄
白
の
解
剖
に
基
づ
い
た
人
体
の
形
態
論
に
関
す
る
興
味
は
、
単
純
に

医
療
に
根
ざ
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
彼
は
西
洋
流
の
外
科
医
と
し
て
古
医
方
の
内
科
医
に
負
け
ま
い
と
い
う
気
持
が
強
か
っ
た

（
１
）

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
「
形
影
夜
話
」
に
お
い
て
明
瞭
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
一
八
一
○
、
文
化
四
年
著
）
。

こ
れ
を
見
る
と
、
玄
白
は
二
十
二
歳
か
ら
意
識
的
に
古
医
方
の
医
師
た
ち
と
競
争
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
こ
れ
が
勉
強
や
研
究

の
動
機
と
な
り
、
彼
は
和
・
漢
・
の
ち
に
蘭
方
の
医
学
を
徹
底
し
て
学
ん
だ
。
こ
の
勉
学
の
結
果
、
玄
白
は
非
常
に
科
学
的
か
つ
客
観
的
な
精

神
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
っ
た
た
め
に
、
玄
白
は
中
国
の
伝
統
的
な
人
体
の
形
態
論
を
排
斥
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
こ
れ
こ
そ
が
、
西
洋
の
解
剖
学
書
の
雛
訳
の
動
機
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
玄
白
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
和
蘭
医
事
問
答
」
（
一
七
七
三
、

な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

（
前
略
）
二
十
二
歳
の
時
、
同
僚
小
杉
玄
適
と
い
へ
る
男
、
京
師
の
遊
学
か
ら
帰
り
来
り
、
彼
の
地
に
て
初
て
古
方
家
と
い
ふ
事
を
唱
ふ
る

の
徒
出
づ
、
其
中
に
山
脇
東
洋
先
生
杯
専
ら
此
事
を
主
張
し
、
自
ら
刑
屍
を
解
て
観
臓
し
、
千
古
説
所
の
臓
象
大
に
異
る
事
を
知
ら
れ
た
り

（
の
〃
“
）
、
、
、
、
、
、
、

と
聞
く
。
其
頃
松
原
・
吉
益
杯
い
へ
る
輩
、
相
共
に
復
古
の
業
を
興
す
の
よ
し
、
其
諸
論
説
を
間
得
て
、
扱
々
羨
し
き
こ
と
な
り
、
疾
医
家

に
て
は
、
己
に
豪
傑
興
り
て
、
族
旗
を
関
西
に
建
た
り
。
我
其
尾
に
附
ん
は
口
惜
し
く
、
幸
に
瘍
医
の
家
に
生
れ
し
身
な
れ
ば
、
是
業
を
以

イ
タ
ズ
ラ

て
一
家
を
起
す
べ
し
と
勃
然
と
志
は
立
れ
ど
、
何
を
目
当
、
何
を
力
に
事
を
謀
る
べ
き
、
事
を
弁
へ
ず
。
徒
に
思
慮
を
労
す
る
ま
で
な
り

し
。
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こ
の
文
章
で
は
玄
白
の
科
学
的
な
精
神
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
玄
白
は
こ
の
文
章
を
書
い
た
と
き
、
山
脇
東
洋
の
解
剖
を
知
っ
て
か
ら
十
八

年
も
経
過
し
て
い
た
。
こ
れ
が
書
か
れ
た
と
き
、
「
解
体
新
書
」
は
ま
だ
緬
訳
の
途
中
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
こ
で
玄
白
は
内
科
と
外
科
の
専

門
的
な
区
分
を
無
視
し
て
、
「
先
内
景
は
医
道
の
根
元
」
で
あ
る
と
書
き
、
合
田
求
吾
や
河
口
信
任
の
思
想
を
歴
史
的
に
継
い
で
い
る
と
い
う

こ
と
が
判
る
。
こ
の
文
句
に
は
別
の
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
こ
れ
以
前
の
医
学
は
儒
学
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
玄
白
が
医
学

は
儒
学
思
想
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ま
た
の
ち
に
触
れ
る
。

勿
論
、
玄
白
は
初
め
て
中
国
の
伝
統
的
な
人
体
の
形
態
論
を
排
斥
し
た
医
師
で
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
初
め
て
中
国
の
伝
統
的
な
理
論
の

代
り
に
、
一
貫
し
た
科
学
方
法
論
を
使
用
し
、
中
国
の
説
で
は
説
明
不
可
能
な
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
玄
白
の
方
法
論

と
「
解
体
新
書
」
と
は
、
医
学
思
想
上
革
命
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

「
解
体
新
書
」
が
刊
行
さ
れ
た
翌
年
（
一
七
七
五
、
安
永
四
年
）
に
上
梓
さ
れ
た
「
狂
医
之
言
」
で
、
玄
白
は
自
己
の
医
学
思
想
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
こ
の
著
作
は
当
時
の
漢
方
医
の
批
難
に
答
え
る
た
め
に
、
対
話
の
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
、
玄
白
は
中
国
の
伝
統

（
５
）

的
な
理
論
を
実
証
的
な
方
法
論
の
立
場
か
ら
批
判
し
て
い
る
。

（
３
）

安
永
二
年
）
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

（
４
）

何
れ
の
国
に
て
も
、
人
身
之
智
愚
不
肖
差
別
な
く
、
一
体
同
じ
様
に
無
し
之
候
は
ね
ば
相
済
不
レ
申
候
処
、
各
自
見
を
暹
し
、
我
先
に
と
新
奇
、
、

の
説
を
唱
ひ
、
何
れ
是
何
れ
非
な
る
哉
、
形
体
計
も
千
古
相
定
不
レ
申
事
、
疑
ふ
べ
き
の
義
と
奉
レ
存
候
。
是
等
を
以
て
相
考
候
得
ば
、
漢
人

、
０
０
○
○
０
０
０
０
○
○
○
○
Ｏ
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
肉
の
上
か
ら
尋
摸
し
て
、
了
簡
に
て
定
め
候
も
の
と
相
見
へ
申
候
。
箇
様
に
、
本
元
の
経
脈
骨
度
迄
致
二
相
違
一
侯
唐
の
医
書
、
其
説
其

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

被
し
信
候
。
是
迄
唐
の
書
精
事
と
存
、
夫
に
付
致
一
一
建
立
一
か
け
置
候
日
本
流
外
科
、
取
建
候
事
相
止
メ
、
何
卒
和
蘭
正
流
の
医
道
建
立
仕
度
、

、
、
、
、
、
、
、
○
Ｏ
○
０
０
０
０
０
０
○
○
○
○
Ｏ
○
○
○
０
０
○
○
Ｏ

論
不
レ
急
度
存
立
候
。
先
内
景
は
医
道
の
根
元
故
、
右
の
書
よ
り
繊
訳
相
初
メ
申
候
。
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こ
の
よ
う
に
、
玄
白
は
実
証
的
な
科
学
方
法
を
利
用
し
、
漢
方
医
の
非
難
に
答
え
て
い
る
。

し
か
し
ま
た
、
議
論
の
手
段
と
し
て
、
玄
白
は
儒
学
の
倫
理
発
想
を
使
用
し
て
、
中
国
の
医
説
を
非
難
し
て
い
る
。

（
７
）

白
は
医
学
の
「
聖
人
の
書
」
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
漢
方
医
学
に
は
薬
方
は
あ
っ
て
も
科
学
的
な
法
Ｉ
一
貫
し
た
科
学
的
な
原
理
Ｉ
が
な
い
。
そ
の
う
え
、
中
国
医
学
の
論
説
に

は
、
一
定
し
た
説
が
な
い
の
で
、
科
学
と
し
て
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、
玄
白
は
科
学
に
唯
一
の
規
準

が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

玄
白
以
前
に
人
体
解
剖
を
行
な
っ
た
医
師
と
同
様
に
、
中
国
の
伝
統
的
な
医
説
の
保
持
者
に
、
激
し
い
非
難
を
浴
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の

（
６
）

非
難
は
、
「
非
臓
志
」
の
解
剖
へ
の
非
難
と
基
本
的
に
同
様
な
も
の
で
あ
る
。
「
狂
医
之
言
」
で
、
玄
白
は
こ
の
非
難
に
答
え
て
言
う
。

ス
ニ
ヲ
ニ

レ
パ

ク
ヲ

力
ル
ヲ
ク
ヲ

ル
コ
ト
テ

カ
ナ
リ

質
二
之
物
｝
与
〆
之
異
、
則
亦
欺
レ
人
之
書
也
。
千
古
以
来
不
し
間
し
有
二
欺
レ
人
之
聖
人
一
、
此
不
し
為
二
聖
人
一
書
明
美
。

フ
テ
ク
シ
テ
ス
デ
ニ
ス
ス
レ
バ
ク
ハ

シ

ヲ
ト
ハ

ッ
テ
ゼ
ソ
ト
ヘ
テ
ク

ル

ノ
ス
ー
ア
ー
ー
ム
モ
ノ
ハ
テ

友
人
又
問
日
、
人
死
而
気
已
絶
、
気
絶
則
恐
臓
脈
亦
失
二
其
位
ｌ
置
一
、
形
与
レ
色
亦
従
而
変
。
答
日
、
是
不
レ
観
者
之
疑
也
。
其
己
縮
者
以
レ

ヲ
キ

ノ
ス
ル
モ
ノ
ハ
イ
デ
ヲ
ル
ヲ
キ
ハ

ノ

リ
テ

ス
シ
ソ
バ
ノ

ズ
ル
テ
テ
ル

管
吹
し
之
、
其
液
脱
者
灌
レ
水
観
し
之
、
若
二
其
位
置
一
者
、
筋
膜
相
連
而
不
〆
可
二
移
ｌ
易
一
。
但
若
二
其
色
一
、
則
不
レ
可
し
知
、
而
今
剖
二
生
禽

ヲ
ル
ー
ヲ
ｇ
ｒ
〈

ク
ル
モ
ノ
テ
ル

七

○
Ｏ
ノ
０
０
Ｏ
ス
ル
０
Ｏ
○
Ｏ
ヲ
Ｏ
、
、
、
、
、
、
ク
、
、
、
ル
、

獣
一
視
し
之
、
死
与
レ
生
其
色
無
二
異
者
一
・
而
不
二
活
‐
動
一
耳
。
（
中
略
）
是
予
所
三
以
廃
ニ
支
那
之
害
一
也
。
其
臓
胴
骨
節
如
レ
此
之
異
也
。

ク
ソ
バ
ノ
ク
ソ
デ

ノ
ノ

ヲ
ル
ゾ
レ
ス
ル
ヤ
ヲ
ヘ
テ
ク

テ
キ

友
人
又
日
、
若
し
所
豚
説
、
則
学
二
中
華
先
賢
所
し
集
経
験
之
方
一
而
足
笑
。
何
其
廃
し
之
。
答
日
、
支
那
之
書
者
有
し
方
無
し
法
也
。

ノ
ス
ト
ハ
ル
カ

タ
ル

リ
ニ
ム
ケ
ヲ
シ
ヲ
テ
テ
テ
ス
ト

ダ
七

所
ｌ
以
二
為
診
法
者
不
レ
明
也
。
其
法
也
、
人
々
阿
〆
所
し
好
設
レ
説
作
ｒ
論
、
立
以
為
し
法
也
、
故
十
書
十
説
未
二
一
定
一
焉
。

「
狂
医
之
言
」
で
、
玄

ル
モ
キ
ー

非
し
無
し
法
、
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勿
論
、
聖
人
は
儒
学
倫
理
上
、
真
実
を
尽
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
で
、
人
を
欺
く
も
の
は
決
し
て
聖
人
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
荻
生
祖
侠

ダ
ハ

タ
ル
モ
ノ
ー
ー

（
８
）

の
思
想
の
影
響
を
受
け
て
、
玄
白
は
「
未
し
遇
二
医
之
聖
者
一
也
」
と
書
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
医
学
は
中
国
の
古
典
に
基
づ
く
べ
き
も
の
で
は

ル

な
い
。
む
し
ろ
、
玄
白
は
「
内
景
は
医
道
の
根
元
」
で
あ
る
と
書
い
た
と
き
、
彼
は
医
学
の
基
礎
を
積
極
的
に
実
証
的
な
方
法
論
に
置
い
て
い

た
。
ま
た
、
玄
白
は
中
華
思
想
を
攻
撃
し
、
科
学
は
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
「
支
那
は
東
海
の
一
隅
の
小
国
」
で
あ
る
の
で
、

、
、
、
、
、
、
、
、
ノ
、
、
ル
○
○
○
○
Ｏ

「
道
者
、
非
二
支
那
之
聖
人
所
戸
立
、
天
地
之
道
也
」
と
「
狂
医
之
言
」
で
書
い
て
い
る
。
こ
こ
に
言
う
「
道
」
は
宇
宙
の
原
理
と
い
う
意
味

を
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
玄
白
が
蘭
方
の
勉
学
か
ら
収
穫
し
た
世
界
観
か
ら
見
れ
ば
、
中
国
の
医
学
理
論
は
非
常
に
偏
っ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
本
格
的
な
科
学
の
た
め
に
必
要
な
普
遍
性
が
欠
け
て
い
る
の
で
科
学
と
し
て
成
り
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
こ
の
よ
う

な
発
想
は
当
然
な
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
、
こ
れ
は
非
常
に
挑
発
的
な
発
言
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
発
想
に
は
非
常
に
強
い
説

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
解
体
新
書
」
は
一
般
に
、
最
初
の
日
本
語
に
統
訳
さ
れ
た
西
洋
解
剖
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な

い
。
そ
の
最
初
の
銃
訳
書
は
長
崎
の
通
詞
本
木
良
意
の
「
和
蘭
全
躯
内
外
分
合
図
」
で
あ
っ
た
。
良
意
は
一
六
九
八
（
元
禄
十
）
年
に
死
ん
で

い
る
の
で
、
こ
れ
は
そ
れ
以
前
の
訳
著
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
出
版
は
良
意
が
死
ん
で
か
ら
七
十
年
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
「
解
屍
編
」
の
上
梓
と
同
年
（
一
七
七
二
、
明
和
九
年
）
で
あ
っ
た
。
「
解
屍
編
」
の
巻
末
に
は
こ
の
訳
書
の
宣
伝
が
出
て
い
る
の
で
、

（
９
）

「
解
屍
編
」
の
出
版
直
前
に
上
梓
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

「
和
蘭
全
躯
内
外
分
合
図
」
の
出
版
が
こ
れ
ほ
ど
長
い
期
間
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
訳
さ
れ
た
当
時
、
日
本
の
医
学
は
、
こ
れ
を

受
け
入
れ
る
だ
け
の
思
想
的
な
準
備
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
↓
て
い
る
。
ま
た
、
東
洋
人
と
「
夷
人
」
の
体
の
構
造
が

（
蛆
）

違
う
と
い
う
当
時
の
考
え
方
は
、
こ
の
訳
書
に
対
す
る
抵
抗
力
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
和
蘭
全
躯
内
外
分
合
図
」
の
訳
は
甚

得
力
が
あ
る
。

で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
玄
白
の
医
学
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
実
証
的
な
精
神
に
立
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
「
解
体
新
書
」
は
こ
の
精
神
の
成
果
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こ
れ
以
前
の
医
師
は
実
物
の
人
体
と
中
国
の
内
景
図
と
の
違
い
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
誰
も
疑
い
を
抱
か
な
か
っ
た
し
、
そ
の
「
名

の
な
ぎ
も
の
」
を
見
て
も
、
こ
れ
を
証
明
し
よ
う
と
は
誰
も
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
玄
白
ら
の
実
証
的
な
考
え
方
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

は
無
視
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
中
国
の
い
か
な
る
人
体
の
形
態
論
も
、
も
は
や
信
用
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
彼
ら
は
こ
れ
に
代
わ
る
一
貫
し
た
説
を
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
帰
納
的
な
科
学
方
法
に
基
づ
い
た
人
体
の
形
態
論
を
受
け
入
れ

る
た
め
に
、
思
想
的
な
準
備
は
で
き
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
三
人
の
手
に
持
っ
て
い
た
西
洋
解
剖
害
が
信
頼
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

瞭
と
な
っ
た
と
き
、
た
だ
、
統
訳
の
障
害
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
日
の
人
体
解
剖
が
済
ん
で
か
ら
、
玄
白
、
良
沢
、
淳
庵
は
帰
り
に
話
し
合
っ
た
。
そ
の
時
の
感
想
に
つ
い
て
、
玄
白
は
「
蘭
学
事
始
」

だ
不
完
全
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
出
版
二
年
後
「
解
体
約
図
」
と
三
年
後
「
解
体
新
書
」
の
出
版
に
圧
倒
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
に
、
こ
の
訳
書

は
日
本
の
医
学
思
想
に
あ
ま
り
衝
撃
を
与
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
良
意
の
訳
書
は
相
対
的
に
偉
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
「
解

体
新
書
」
の
単
な
る
先
駆
者
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
先
駆
者
と
は
違
っ
て
、
「
解
体
新
書
」
の
出
発
点
は
現
実
に
行
な
わ
れ
た
人
体
解
剖
に
あ
る
。
杉
田
玄
白
、
前
野
良
沢
、
中
川
淳
庵
ら

が
一
七
七
一
（
明
和
八
）
年
三
月
に
江
戸
の
骨
ヶ
原
で
脈
分
け
を
実
行
し
た
と
き
、
西
洋
の
解
剖
書
を
携
え
、
観
臓
し
な
が
ら
そ
の
解
剖
書
の

正
確
さ
を
確
認
し
た
と
い
う
話
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
玄
白
ら
の
抱
い
た
感
想
は
、
日
本
の
医
学
思
想
に
甚
だ
激
し
い
衝
撃
を
与
え

。
（
、
）

た
。
玄
白
は
「
蘭
学
事
始
」
で
、
こ
の
感
想
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
◎
○
○
０
０
０
０
Ｏ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
日
も
か
の
老
屠
が
か
れ
の
こ
れ
の
と
指
し
示
し
、
心
、
肝
、
胆
、
胃
の
外
に
そ
の
名
の
な
き
も
の
を
さ
し
て
、
名
は
知
ら
ね
ど
も
、
お

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
℃
誼
、
℃
、
、
、
、
、

の
れ
若
き
よ
り
数
人
を
手
に
か
け
解
き
分
け
し
に
、
何
れ
の
腹
内
を
見
て
も
こ
こ
の
か
よ
う
の
も
の
あ
り
、
（
中
略
）
良
沢
と
相
と
も
に
携

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
○
○
０
○
０
○
○
０
０
０
０
Ｏ
、
、
、
、

へ
行
き
し
和
蘭
図
に
照
ら
し
合
せ
見
し
に
、
一
と
し
て
そ
の
図
に
卿
か
違
ふ
こ
と
な
き
品
々
な
り
。
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こ
こ
で
玄
白
は
自
分
の
考
え
方
を
率
直
に
告
白
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
の
知
識
不
足
に
気
が
付
い
た
と
ぎ
恥
を
感
じ
た
、
と
。
医
業

を
も
っ
て
主
君
に
仕
え
る
身
で
あ
り
な
が
ら
医
学
の
最
も
基
本
的
な
知
識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼

は
謙
訳
を
志
し
た
。
こ
こ
で
興
味
を
ひ
く
の
は
、
当
時
の
主
従
関
係
も
ま
た
科
学
の
発
展
の
「
触
媒
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

玄
白
が
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
を
小
浜
藩
の
公
金
で
買
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
稲
訳
す
る
義
務
も
感
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

当
時
、
多
く
の
医
師
は
人
体
解
剖
を
実
行
し
て
か
ら
、
そ
の
図
絵
や
解
説
を
著
わ
し
た
。
「
蔵
志
」
も
「
解
屍
編
」
も
こ
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
玄
白
ら
は
そ
の
手
に
持
っ
て
い
た
西
洋
解
剖
言
以
上
の
正
確
な
人
体
の
形
態
論
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
知
り
、
そ
れ
を
碗

訳
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
解
体
新
書
」
は
玄
白
ら
が
骨
ヶ
原
で
実
行
し
た
人
体
解
剖
の
記
録
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
解
体
新
書
」
は
中
国
の
人
体
の
形
態
論
の
間
違
い
を
実
証
的
に
正
し
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
以
前
の
医
師
は
す
で
に
観
臓
し
、
中

国
の
理
論
を
否
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
旧
説
を
正
確
に
作
り
直
し
、
ま
た
、
「
そ
の
名
の
な
き
も
の
」
に
名
称
を
与
え
た
の
は
、
「
解

体
新
書
」
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
神
経
、
軟
骨
、
靱
帯
、
蝸
牛
殻
な
ど
は
玄
白
が
初
め
て
日
本
語
に
練
訳
し
た
単
語
で
あ
る
。
ま
た

数
多
く
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
解
剖
学
用
語
は
統
訳
の
し
か
た
が
見
付
ら
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
音
ど
お
り
の
漢
字
を
あ
て
て
単
語

（
昭
）

で
つ
ぎ
の
よ
員
ノ
に
吉
／
、
。

、
、
、
、
、
、
、

且
つ
こ
れ
ま
で
心
付
か
ざ
る
は
恥
づ
べ
き
こ
と
な
り
。
筍
く
も
医
の
業
を
以
て
互
い
に
主
君
主
君
に
仕
ふ
る
身
に
し
て
、
そ
の
術
の
基
本
と

、
、
、
ｏ
Ｃ
０
。
０
０
０
０
○
○
○
○
Ｏ

、
、
、

す
べ
き
吾
人
の
形
態
の
真
形
を
も
知
ら
ず
、
今
ま
で
一
日
一
日
と
こ
の
業
を
勤
め
来
り
し
は
面
目
も
な
き
次
第
な
り
。
な
に
と
ぞ
、
こ
の
実

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

験
に
基
づ
き
、
大
凡
に
も
身
体
の
真
理
を
弁
へ
て
医
を
な
さ
ぱ
、
こ
の
業
を
以
て
天
地
間
に
身
を
立
つ
る
の
申
訳
も
あ
る
べ
し
と
、
共
々
嘆

０
０
０
Ｏ
Ｏ
０
０
Ｏ
Ｏ
Ｏ
○
○
○
○
○
○
０
０
０
０
０

息
せ
り
。
（
中
略
）
何
と
ぞ
こ
の
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
一
部
、
新
た
に
祇
訳
せ
ば
、
身
体
内
外
の
こ
と
分
明
を
得
、
今
日
治
療
の
上

の
大
益
あ
る
べ
し
。

〈52） 146



キ
リ
ー
ル

を
作
っ
た
。
例
え
ば
「
機
里
爾
」
（
腺
）
や
「
大
機
里
爾
」
（
膵
臓
）
な
ど
は
こ
の
よ
う
な
単
語
で
あ
る
。
こ
の
方
法
を
利
用
し
て
、
玄
白
ら

は
初
め
て
身
体
各
部
分
に
名
称
を
付
け
て
近
代
的
な
人
体
の
形
態
論
を
作
り
あ
げ
た
。

と
こ
ろ
が
、
「
解
体
新
書
」
は
単
な
る
「
人
体
の
地
図
」
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
人
体
の
形
態
を
理
解
す
る
た
め

の
、
一
つ
の
科
学
方
法
論
に
も
と
づ
く
説
明
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
「
解
体
新
書
」
は
こ
の
科
学
方
法
論
を
教
え
る
た
め
の
医
学
教
科
書
で
も

あ
っ
た
。
そ
の
巻
の
一
つ
に
は
、
こ
の
方
法
論
の
最
も
基
本
的
な
規
則
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ノ
ノ
ズ
ル

○
解
体
家
所
し
重
者
。
有
し
四
笑
。

リ
ル
ニ
ヲ

其
一
在
し
知
二
肢
体
一
・

０
０
０
０
Ｏ

○
其
解
体
之
法
。
有
し
之
突
。

リ
ニ
ス
ル
ニ
ヲ

其
一
在
し
審
二
骨
節
一

○
解
体
大
意
篇
第
一

レ

ハ
○
○
○
○
○
○
Ｏ
シ
ク
○
○
○
○
○
ビ

○
夫
解
体
之
書
。
所
’
二
以
解
体
之
法
一
也
。
蓋
説
二
形
体
之
名
状
。
及
諸
臓
之
内
外
。

ル
ニ
セ
ソ
ト
ヲ
〈
シ
ク
ハ
．
一
一
キ
テ
ル
ー
ヲ

〈
キ
ク
ハ
ク
ニ
ヲ

○
欲
二
其
審
ワ
之
者
。
無
し
如
二
直
割
見
諺
屍
。
其
次
無
し
如
レ
割
二
禽
獣
一
也
。

リ
ニ
ス
ル
ニ
キ
リ
ー
ル

ヲ
ル
、
、
ノ
、
ノ
、
ダ
、
、

ナ
ラ
二
川
尹

其
二
在
し
審
二
機
里
爾
之
所
戸
在
八
漢
人
所
し
未
し
説
者
。
大
小
不
レ
ー
・
所
在
有
し
之
。
Ｖ

ル

リ
ニ
ス
ル
ニ
」
ツ

ノ
ノ
ダ

ヲ

其
三
在
し
審
二
神
経
一
八
漢
人
所
し
未
し
説
者
。
主
二
視
聴
言
動
一
Ｖ

リ
ニ
ス
ル
ニ
ノ
ル
ピ

ヲ
ル
ル
、
、
、
ノ
、
、
ク
、
ル
、

其
四
在
し
審
二
脈
道
所
修
循
。
及
脈
之
所
Ｐ
見
八
与
二
漢
人
所
Ｐ
説
異
也
Ｖ

Ⅲ
ず
声
一
ス
ル
ニ

ヲ
ル

其
五
在
し
審
二
臓
之
形
状
及
所
戸
主
。

リ
ニ
ス
ル
ニ
ノ
ヲ
ス
ル
、
、
、
、
、
ク
、
ル
、

其
六
在
し
審
三
諸
筋
所
二
集
会
一
八
与
二
漢
人
所
戸
説
異
也
Ｖ

ぐ、
中

略
、三

ヲ

一
身
之
主
用
一
美
。

／
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論
を
唱
え
た
が
、
叩

と
い
っ
て
も
よ
い
。

江
戸
時
代
の
医
学
に
起
っ
た
科
学
革
命
に
は
、
特
定
の
起
点
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
一
方
、
岡
本
一
抱
は
中
国
の
伝
統
的
な
医
説
を
唱
え

た
が
、
他
方
、
そ
れ
に
対
し
て
は
彼
は
あ
る
程
度
の
疑
問
を
持
っ
て
い
た
の
で
そ
の
「
医
学
三
臓
弁
解
」
を
著
し
た
。
山
脇
東
洋
は
初
め
て
公

け
に
人
体
解
剖
を
実
行
し
た
が
、
そ
の
人
体
形
態
論
の
た
め
、
古
代
中
国
の
九
臓
説
を
使
っ
た
。
河
口
信
任
は
中
国
の
演
鐸
的
な
人
体
の
形
態

論
を
完
全
に
排
斥
し
た
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
し
い
論
説
を
採
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
革
命
は
特
定
の
と
こ
ろ
で
完
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
も
で
き
な
い
。
杉
田
玄
白
は
完
全
に
帰
納
的
か
つ
実
証
的
な
科
学
方
法

論
を
唱
え
た
が
、
当
時
、
彼
の
医
学
論
は
医
学
の
唯
一
の
規
準
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
革
命
は
明
治
時
代
に
入
る
ま
で
完
成
し
な
か
っ
た

た
こ
と
か
ら
、
帰
納
的

「
解
体
新
書
」
に
ょ
星

能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
人
体
の
形
態
を
理
解
す
る
た
め
の
実
証
的
か
つ
帰
納
的
、
一
定
し
た
方
法
の
規
則
で
あ
る
。
一
定
し
た
方
法
に
よ
っ
て
、
身
体
の
構

造
を
詳
細
に
説
明
す
る
こ
と
は
近
代
的
医
学
の
基
礎
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
「
解
体
新
書
」
が
解
剖
で
観
察
す
る
も
の
一
つ
一
つ
に
名
称
を
与
え

た
こ
と
か
ら
、
帰
納
的
な
科
学
方
法
論
に
よ
っ
て
人
体
を
分
析
す
る
こ
と
が
日
本
で
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、

「
解
体
新
書
」
に
よ
っ
て
、
日
本
の
医
学
は
初
め
て
、
一
定
の
科
学
的
方
法
に
よ
っ
て
、
中
国
の
医
学
理
論
か
ら
完
全
に
独
立
す
る
こ
と
が
可

こ
の
科
学
革
命
の
起
点
と
終
点
と
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
歴
史
的
な
過
程
は
明
瞭
に
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い

む
す
び

リ
ル
ニ
ト
ノ
ヲ
ル

其
三
在
し
知
二
ｌ
病
与
レ
死
所
彦
因
。

〈
ソ
ル
ヲ
ノ
ス
ル
ニ

其
四
在
下
歴
三
ｌ
視
至
二
其
体
腐
朽
一
・

リ
ル
》
一
ヲ

其
二
在
し
知
二
内
景
一
・

シ
カ
ル
ニ
ル
ニ
ヲ

而
後
知
中
其
全
上
。
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う
の
は
、
こ
の
歴
史
的
な
過
程
は
科
学
理
論
の
変
遷
の
各
段
階
に
現
わ
れ
て
く
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

謝
辞

本
稿
を
草
す
る
に
際
し
て
、
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
名
古
屋
大
学
・
日
本
史
研
究
室
の
諸
先
生
並
び
に
大
学
院
生
諸
氏
、
特
に
山
口
啓
二
教
授
、
高
橋

公
明
氏
、
鳥
居
広
治
氏
お
よ
び
京
都
大
学
・
人
文
科
学
研
究
所
の
羽
賀
祥
二
氏
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

‐
は
じ
め
に

（
１
）
杉
本
勲
編
、
『
体
系
日
本
史
叢
書
羽
、
科
学
史
』
、
山
川
出
版
社
、
一
九
六
七
年
。

（
２
）
小
川
鼎
三
編
、
日
本
思
想
大
系
開
、
『
洋
学
、
下
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
。

（
３
）
日
本
学
士
院
編
、
『
明
治
前
日
本
医
学
史
』
、
第
一
巻
、
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
五
五
年
。

（
４
）
大
塚
敬
節
編
、
日
本
思
想
大
系
侭
、
『
近
世
科
学
思
想
、
下
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
。

（
５
）
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
八
号
、
一
九
五
三
年
。

（
６
）
中
山
茂
訳
、
承
す
ず
書
房
、
一
九
七
一
年
。

（
７
）
た
だ
し
、
吉
田
光
邦
氏
が
『
日
本
科
学
古
典
全
書
』
、
第
八
巻
、
医
学
、
（
三
枝
博
音
編
、
朝
日
新
聞
社
、
復
刻
版
、
一
九
七
八
年
）
の
解
説
で
、

江
戸
時
代
の
医
学
の
変
遷
を
同
様
に
解
釈
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
本
論
文
の
下
書
が
で
き
あ
が
っ
て
か
ら
知
っ
た
。
し
か
し
、
吉
田
氏
は
、
江

戸
時
代
の
医
学
界
の
社
会
的
な
構
造
と
医
学
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
ま
た
人
体
の
形
態
論
の
変
遷
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
な
い
。

（
１
）
ト
マ
ス

（
２
）
同
右
書
、

（
３
）
同
右
書
、

第
二
章

第
一
章

八
註
Ｖ

ト
マ
ス
．
Ｓ
・
ク
ー
ン
著
、

一
九
（

八
頁
。
九
○
頁
。

『
科
学
革
命
の
構
造
』
、
中
山
茂
訳
、
桑
す
ず
書
房
、
一
九
七
一
年
、
九
頁
。

／f－F、
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（
略
）
「

第
三
章

（
１
）
『
楯

（
２
）
『
朧

（
３
）
同

（
４
）
同

（
５
）
「
窪

（
９
）
園
田
英
弘
、
前
掲
論
文
、
六
○
頁
を
参
考
。

（
皿
）
布
施
昌
一
著
、
『
医
師
の
歴
史
」
、
中
公
新
書
、
一
九
七
九
年
、
二
六
頁
。

（
ｕ
）
富
士
川
満
著
、
『
日
本
医
学
史
綱
要
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
、
一
○
○
頁
。

（
辺
）
『
改
定
史
籍
集
覧
』
第
十
一
冊
、
八
十
七
頁
。

（
喝
）
第
二
峡
、
巻
十
七
、
官
医
長
。

（
巧
）
も
と
の
史
料
は
活
字
に
な
っ
て
い
な
い

（
略
）
「
日
本
教
育
史
資
料
」
七
旧
和
歌
山
、

（
皿
）
同
右
。

（
６
）
同
右
、

（
７
）
五
二

（
８
）
同
右
。

（
１
）
こ
の
よ
う
な
視
角
で
論
じ
た
も
の
で
は
、
幕
末
期
の
社
会
環
境
と
科
学
思
想
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
園
田
英
弘
氏
の
「
幕
末
海
防
と
文

明
」
が
興
味
深
い
論
文
で
あ
る
。
林
屋
辰
三
郎
編
、
『
幕
末
文
化
の
研
究
」
所
収
、
一
九
七
八
年
、
岩
波
書
店
。

（
２
）
富
士
川
源
著
、
『
日
本
医
学
史
』
、
形
成
社
、
一
九
七
四
年
、
一
九
四
頁
。

（
３
）
『
改
定
史
籍
集
覧
』
二
十
七
冊
所
収
、
四
二
五
頁
。

（
４
）
三
枝
博
音
編
、
『
日
本
科
学
古
典
全
書
』
第
八
巻
所
収
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
、
二
一
頁
。

（
５
）
大
塚
前
掲
論
文
、
は
じ
め
第
四
註
、
五
一
三
頁
。

同
右
。

「
蔵
」
と
い
う
字
の
字
源
を
参
考
す
る
と
そ
の
本
義
が
明
ら
か
に
な
る
。
上
田
万
年
編

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「
会
意
形
声
。
艸
と
蔵
の
合
字
に
て
匿
し
お
さ
む
る
義
。

『
頓
医
抄
』
東
京
大
学
図
書
館
鶚
軒
文
庫
所
蔵
。

『
臓
脈
経
絡
詳
解
』
京
都
大
学
医
学
部
図
書
館
富
士
川
文
庫
。

同
右
。

五
一
三
頁
。
有
坂
隆
道
、
前
掲
論
文
。

の
で
、
『
古
事
類
苑
』
方
伎
部
所
収
、
『
憲
教
類
典
」
四
ノ
十
、
医
学
館
を
使
用
し
て
い
る
。

『
古
事
類
苑
』
方
伎
部
所
収
。

上
田
万
年
編
『
大
字
典
』
講
談
社
、
一
九
七
六
年
、
一
九
三
五
頁
に
つ
ぎ

、
、
、
、

、
、
、
１
１
●
、
、
、
、

《
さ
む
る
義
。
蔵
は
善
也
厚
也
」
と
注
し
、
「
臣
が
身
を
屈
し
て
君
に
仕
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（
６
）
「
府
」
の
場
合
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
（
同
右
『
大
字
典
』
）
「
文
書
を
蔵
す
る
ク
ラ
の
こ
と
。
（
中
略
）
凡
べ
て
物
を
蔵
す
る
ク
ラ

（
中
略
）
物
の
聚
る
処
の
義
と
な
り
」
と
。
し
た
が
っ
て
、
「
府
」
は
よ
り
機
械
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
７
）
臓
胴
と
陰
陽
五
行
説
と
の
関
係
は
、
沢
庵
の
『
医
説
』
で
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
は
じ
め
に
」
の
註
（
７
）
の
書
を
参
考
。
ま
た
、
吉
田
氏

の
そ
れ
の
「
解
説
」
も
参
考
に
な
る
。

（
８
）

（
９
）

（
、
）

（
ｕ
）

（
吃
）

へハヘ

151413
曹曹し

へ

16
ン

「
○
○
ノ

〆
１
１
、

（
四
）

へ
７
）

〆
１
１
、

も
、
儒
学
的
な
発
想
が
強
い
。

註
（
〔

同
右
。

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

う
る
よ
り
出
で
し
義
に
て
身
を
屈
す
る
問
に
自
ら
お
さ
む
る
義
な
り
、
川
は
蔽
ひ
か
く
す
義
な
り
」
と
述
べ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
字
の
本
義
に

、
、

『
瞥
學
三
臓
辨
解
』
、
京
都
大
学
医
学
部
図
書
館
富
士
川
文
庫
。

『
内
景
図
説
』
、
京
都
大
学
医
学
部
図
書
館
富
士
川
文
庫
。

心
か
ら
神
（
気
）
が
出
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
患
者
の
心
か
ら
あ
ま
り
神
が
出
な
い
と
考
え
、
そ
の
穴
が
「
甚
だ
小
さ
し
」
と
述
べ

「
ひ
が
糸
」
と
い
う
意
味
。

「
支
配
す
る
」
と
い
う
意
味
。

一
七
七
一
年
（
明
和
八
年
）
、

か
け
」
て
い
た
。
『
内
景
阿

庫
、
一
九
五
九
年
、
二
八
百

た
。

の
そ
れ
の
「
解
説
」

託
（
２
）
同
書
。

山
脇
東
洋
の
『
蔵
志
』
の
序
で
、
長
州
藩
医
瀧
長
榿
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
く
。

ウ
ニ

ヲ

イ
テ

ヲ

ヲ

相
伝
、
本
藩
昔
年
有
し
獲
二
賊
於
城
中
一
・
侍
医
、
請
剛
二
剥
之
一
・
使
レ
壷
ニ
エ
即
図
一
焉
・

こ
の
肺
分
け
は
年
月
日
不
明
で
あ
る
。
『
蔵
志
』
、
京
都
大
学
医
学
部
図
書
館
富
士
川
文
庫
所
蔵
。

シ
ヲ
テ
シ
テ

ス
ル
セ

『
周
礼
』
政
要
、
孜
医
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
る
。
「
解
二
‐
剖
肢
体
一
、
以
審
二
其
病
之
所
戸
在
、
而
著
二
其
不
レ
痴
之
状
於
冊
一
」
。
ま
た
、

シ
シ
テ
ル
ヲ

『
霊
枢
』
経
水
篇
に
は
「
其
死
、
可
二
解
ｌ
剖
而
視
Ｐ
之
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

「
啓
腋
上
」
、
『
古
事
類
苑
』
方
伎
部
所
収
。

『
日
本
書
紀
』
に
は
、
人
体
解
剖
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
四
、
雄
略
天
皇
の
条
・

（
明
和
八
年
）
、
杉
田
玄
白
ら
の
腕
分
け
で
執
刀
し
た
屠
者
は
九
十
歳
の
ひ
と
で
あ
っ
た
。
「
彼
奴
は
、
若
き
よ
り
肺
分
は
度
々
手
に

倍
『
内
景
図
説
』
の
出
版
は
一
七
二
二
年
で
、
こ
の
屠
者
の
二
十
一
歳
の
と
き
に
あ
た
る
。
杉
田
玄
白
著
『
蘭
学
事
始
』
、
岩
波
文

二
八
頁
。
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（
銘
）
『
解
屍
編
』
、
京
都
大
学

（
調
）
山
脇
東
門
、
東
洋
の
牢

（
⑱
）
（
周
官
）
周
礼
の
こ
と
。

（
虹
）
ま
た
、
『
和
蘭
医
事
間
接

へへへへへへへへへへへへ

373635343332313029282726
、一ノン＼ジー、＝’、－ﾉL-ﾉ、－ノーｰ、一ﾉー

へへへへへへ

252423222120
ゞしし－嘗し

『
解
屍
編
』
、
京
都
大
学
医
学
部
図
書
館
富
士
川
文
庫
所
蔵
。

山
脇
東
門
、
東
洋
の
実
子
峰
元
凱
の
師
、
奥
村
良
竹
に
吐
方
を
学
ん
だ
。

ま
た
、
『
和
蘭
医
事
問
答
』
で
、
杉
田
玄
白
は
言
う
「
悪
意
地
な
る
内
科
は
、
外
科
の
言
う
事
を
不
レ
用
」
云
々
・
日
本
思
想
大
系
“
、
『
洋
学
、
上
』

同
右
。

山
脇
東
門
の
『
玉
砕
臓
図
」

（
膵
臓
）
こ
の
語
は
宇
田
川

小
川
氏
前
掲
書
。
九
九
頁
。

西
流
外
科
の
一
流
派
。
Ｏ
脚
一

量
術
を
日
本
人
に
教
え
た
。

『
非
蔵
志
』
、
京
都
大
学
医
学
部
図
書
館
富
士
川
文
庫
所
蔵
。

同
右
。

西
流
外
科
の
一
流
派
。
Ｏ
脚
名
９

同
右
。

（
説
命
）
『
書
経
』
の
説
命

小
川
氏
第
幻
註
掲
書
収
所
。

（
晉
代
清
言
）
晉
代
、
老
荘
の
教
、
す
な
わ
ち
道
教
に
つ
い
て
談
じ
た
清
談
、
後
に
そ
れ
が
一
動
の
文
章
を
成
し
た
も
の
を
清
言
と
い
う
。
（
三
枝

博
音
氏
の
註
。
「
は
じ
め
に
」
の
第
七
註
掲
書
収
所
・
）

（
素
難
）
『
素
問
』
と
『
難
経
』
の
こ
と
。
五
臓
六
脈
説
を
唱
え
る
中
国
の
医
学
書
。

小
川
鼎
三
氏
『
日
本
解
剖
学
史
』
、
「
は
じ
め
に
」
の
第
三
註
掲
書
。

（
説
命
）
『
書
経
』
の
説
命
篇
。

『
傷
寒
論
」
の
著
者
。

『
蔵
志
』
京
都
大
学
医
学
部
図
書
館
富
士
川
文
庫
。

本
論
文
の
附
記
を
参
照
。

名
古
屋
大
学
文
学
部
中
国
哲
学
研
究
科
所
蔵
。

同
右
。

５
『
玉
砕
臓
図
』
の
図
絵
を
参
照
。
小
川
氏
の
前
掲
害
所
収
。
小
川
氏
は
大
腸
と
小
腸
の
区
別
さ
れ
な
い
理
由
を
説
明
し
て
い
な
い
。

こ
の
語
は
宇
田
川
玄
真
の
『
医
範
提
綱
』
（
一
八
○
五
年
、
文
化
二
年
）
ま
で
、
日
本
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

砕
冒
日
冨
畠
の
ロ
、
オ
ラ
ン
ダ
外
科
医
、
一
六
四
九
年
（
慶
安
二
年
）
来
日
、
十
ケ
月
滞
在
。
そ
の
間
、
医
術
、
測
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（
姥
）
山
本
雨

（
“
）
同
右
。

（
“
）
吉
田
〉

（
１
）
杉
田
玄
白
著
『
形
影
夜
話
』
日
本
思
想
大
系
“
『
洋
学
、
上
』
所
収
、
二
五
六
頁
。

（
２
）
松
原
一
閑
斎
。
古
医
方
の
内
科
医
、
京
都
の
人
。

（
３
）
杉
田
玄
白
著
『
和
蘭
医
事
問
答
』
第
一
註
前
掲
書
所
収
、
二
○
六
頁
。

（
４
）
本
論
文
二
七
頁
十
九
行
に
あ
る
服
部
範
忠
の
文
句
と
比
較
し
て
ほ
し
い
。

（
５
）
杉
田
玄
白
著
『
狂
医
之
言
』
第
一
註
前
掲
耆
所
収
、
二
四
一
頁
。

へハヘ

876
ゼンレ

へへへへへ

131211109
レーン曹曹 第

四
章 岩

波
書
店
一
九
七
六
年
、
、
一
九
五
頁
。

山
本
四
郎
氏
、
「
合
田
求
吾
兄
弟
の
伝
記
資
料
に
つ
い
て
」
（
『
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
」
一
四
九
号
、
一
九
六
三
年
九
月
）

吉
田
光
邦
著
『
江
戸
の
科
学
者
た
ち
』
現
代
教
養
文
庫
、
一
九
六
九
年
、
一
七
四
頁
。
ま
た
、
こ
れ
は
『
医
範
提
綱
』
の
序
に
現
わ
れ
る
。
蓬
佐
文

庫
所
蔵
。

杉
田
玄
白
著
『

同
右
二
八
頁
。

同
右
二
八
頁
。

杉
田
玄
白
等
訳

同
右
二
四
○
頁
。

同
上
一
三
一
○
頁
の
註
で
、
佐
藤
昌
介
氏
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
玄
白
は
祖
裸
に
し
た
が
っ
て
、
聖
人
を
制
度
文
物
の
製
作
者
と
解
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
正
し
い
医
術
の
制
作
者
を
意
味
す
る
。
」
と
。

出
版
社
は
平
安
書
林
で
、
貝
原
益
粁
、
平
賀
源
内
、
吉
益
東
洞
な
ど
の
著
作
を
出
版
し
て
い
る
。

杉
田
玄
白
著
『
蘭
学
事
始
』
緒
方
富
雄
註
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
九
年
、
二
九
頁
。

同
右
。

『
解
体
新
書
』
日
本
思
想
大
系
鯛
『
洋
学
、
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
三
二
三
頁
。
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ScientificRevolutioninl8thCenturyJapaneseMedicine:

ThelntellectualPreconditionsfortheDevelopmentof

TheDutchSchoolofMedicine(Rampo)

byWilliamD.JohnstOn‘

AscientiflcrevolutionoccurredinEdomedicinethattransibrmcdmanyJapanesephysicians'basic

conceptionsofhumananatomyfi､omthosefbundedontheChinesephilosophicaltraditiontoone

basedonobservation.Dutchmedicine(rampo)andthemostfamoustextusedbyitspractitioners,

the"NewTreatiseonAnatomy"(Kaitaishinsho),weremanifbstationsofthisrevolution・Tounder-

standtheintellectualsignificanceofthistext,however,itmustbeputwithinthecontextsofthe

anatomicalthoughtthatprecededitandthemedicalcommunityinwhichitstranslatorspracticedtheir
trade.

Inthatmedicalcommunity,physicianscompetedfi､eelyfbrtherewardsofpreeminenceasBaku血，

han,orlocalpractitioners.Thisstimulatedcompetitionnotjustbetweenindividuals,butalso

betweengroupsrepresentingdiffbrentmedicaltheories. Thiscompetitionwasimportantasan

impetusfbrthCtransfbrmationofmedicalthought.

Thevariousmedicaltheoriesdiffbredgreatlyintheirconceptionsofanatomy,butthesediffbrences

evolvedinanorderlyfashion.ThelaterinterpretationofhumananatomypresentedbytheBakufU

physicianOkamotolpp6inl700differedgreatlyfi､omtraditionalinterpretationssuchasthatofthe

classicOXi-fmwuzangtu.Thereafter,thereappearedotherunorthodoxanatomicaltreatises,

へ

ら
ゞ

吟
ｍ
［



includingHattoriHanchu'sNaikeizusetsu(1722),thatwereindicativeofasearchingfbramore

accuraterepresentationofhumananatomy.

YamawakiTOyOmadethesinglemostimportantbreakwithtraditionalapproachestothestudy

ofanatomybydissectingthecorpseofanexecutedcriminalinl754andpublishinganaccountof，

thatnecropsyinhiscelebratedZ6shi.T6y5,however,didnotbreakcompletelywiththeChinese

traditionandusedtheancient"nineorgantheory''tointerprethisobservations.KawaguchiShinnin,

aphysiCian丘omFurukawahan,completedthebreakwiththeChinesetraditioninhisaccountofa

dissection(Kaishi-hen,1772).There,heinterpretedwhathehadobservedwithouttheuseofany

traditionaltheories,makinghisworklessexplicativeyetmoreaccuratethanever.

IttookthegeniusofSugitaGempakuandhiscompanionswhoobservedthedissectionatEdo's

Kotsugapparainl771torealizethatanexplanationofwhattheyhadseenwasnecessarytomakeit

meaningfill,andthatsuchanexplanationcouldbehadbytranslatingaWesternanatomytextinto

Japanese.Hence,theappearanceofthe"NewTreatiseonAnatomy''presentedbothanexplanation

ofwhatwasobservableinanecropsyandastandardmethodologyfbrtheperfbrmanceofdissections,

tobeusedintheeducationofmedicalstudents.Itisdi伍culttooverstatetheimportanceofthis

evolutionaryprocess:divorcinganatomyfbrmthechainsofChinesedeductivism,thedoorwas

openedfbrtheentryofscientificmedicine,whichwouldenterthesceneinthel9thcentury.

の
叩
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四
肢
の
解
義

「
肢
」
の
字
は
『
素
問
』
に
屡
々
見
ら
れ
る
。
し
か
し
王
泳
氏
の
注
解
は
場
所
に
因
っ
て
異
る
．
『
五
臓
生
成
篇
』
の
「
腹
満
愼
脹
、
支
扇

肱
脇
」
に
王
沐
氏
は
「
肱
、
謂
脇
上
也
」
と
注
を
つ
け
て
い
る
。
『
咳
諭
』
の
「
肝
咳
・
・
…
・
転
側
則
両
陛
下
満
」
に
王
沐
氏
は
「
肢
、
亦
脇

也
」
と
注
を
つ
け
、
『
玉
機
真
臓
論
』
の
「
両
脇
肱
満
」
に
は
「
肱
謂
腋
下
脇
也
」
と
注
を
つ
け
た
。
こ
の
如
く
差
違
が
あ
る
こ
と
は
王
沐
氏

が
肢
の
字
義
に
対
し
て
元
よ
り
定
見
が
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

一
方
、
楊
上
善
氏
の
解
説
は
極
め
て
正
確
で
あ
り
、
こ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
太
素
巻
十
一
・
気
府
』
に
「
披
下
三
寸
脇
下
、

下
至
肢
入
間
各
一
」
と
あ
る
が
、
楊
氏
は
こ
れ
に
「
枝
（
腋
）
下
三
寸
為
脇
、
脇
下
八
間
之
外
為
肱
、
則
肢
脇
之
言
可
別
突
」
と
注
を
つ
け
、

「
太
素
巻
十
四
・
四
時
肱
形
』
の
「
黄
帝
日
、
春
肱
大
過
与
不
及
其
病
皆
何
如
。
岐
伯
日
…
…
其
不
及
則
令
人
胸
痛
引
背
、
下
則
両
脇
肢
満
」

に
対
し
て
「
腋
下
三
寸
以
下
脇
也
。
脇
下
八
肋
間
之
外
肢
也
」
と
注
を
つ
け
て
い
る
。
楊
氏
は
こ
こ
で
脇
は
腋
下
三
寸
以
下
で
あ
り
、
肢
は
脇

の
八
肋
間
以
外
で
あ
る
と
さ
し
示
し
て
い
る
。
差
し
肢
は
脇
の
外
ま
わ
り
で
、
腹
に
続
く
縁
の
外
を
い
う
。
故
に
『
素
問
・
大
奇
論
』
の
「
肝

塗
両
肱
満
」
（
太
素
は
巻
十
五
．
五
臓
肱
診
に
見
ら
れ
る
）
の
楊
氏
の
注
に
「
両
肱
、
謂
在
側
箱
両
脇
下
空
処
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
真
に
正
確
な

解
釈
と
い
え
る
。

１

馬
王
堆
出
土
の
帛
耆
『
足
臂
十
一
泳
灸
経
」
説
耆
礼
記
二Ｉ

縣
蕊
輔
篭
一
弾
暗
涛
昭
和
五
十
五
年
九
月
十
六
日
受
付

趙
有
臣
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『
説
文
解
字
』
で
は
「
肢
、
亦
（
腋
）
下
也
・
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
其
説
は
甚
だ
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
段
玉
裁
氏
は
、
「
略
、
謂
迫
干
肱

者
、
肢
、
謂
迫
干
臂
者
」
と
注
を
つ
け
て
い
る
が
、
此
の
肱
の
解
釈
は
段
氏
が
「
被
」
の
字
か
ら
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
人
の
上
肢
を

肘
を
以
っ
て
境
界
と
す
る
と
、
肘
の
上
が
肱
で
、
肘
の
下
が
臂
で
あ
る
。
若
し
両
手
を
垂
れ
て
直
立
す
る
と
、
両
肱
に
当
る
所
が
す
な
わ
ち
肋

骨
の
あ
る
所
の
脇
で
あ
り
、
こ
こ
を
略
と
称
す
（
賂
は
腋
下
脇
の
用
語
）
。
肘
は
則
ち
丁
度
肋
骨
弓
に
当
る
。
肘
の
下
の
臂
は
正
に
肋
骨
弓
よ
り

下
の
空
所
に
当
る
。
こ
こ
が
即
ち
肱
で
あ
る
。

現
在
我
々
は
直
立
し
て
上
肢
を
垂
直
に
下
げ
て
、
体
表
の
皮
層
に
つ
け
、
体
表
に
つ
け
た
ま
ま
、
上
肢
を
ゆ
っ
く
り
ゑ
ぞ
お
ち
の
方
向
に
移

動
す
る
と
、
則
ち
肘
が
い
つ
も
肋
骨
弓
の
外
縁
に
沿
っ
て
動
く
の
が
見
ら
れ
る
。
而
し
て
其
の
下
の
臂
は
い
つ
も
肋
骨
弓
の
空
所
に
当
る
。
故

に
段
氏
は
「
肢
、
謂
迫
干
臂
者
」
と
言
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
見
て
段
氏
の
解
釈
も
面
白
く
、
事
実
に
合
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

五
「
脛
」
の
解
義

「
脛
」
と
い
う
字
は
、
こ
の
灸
経
で
凡
そ
三
回
見
ら
れ
る
。
即
ち
足
陽
明
温
に
は
「
朏
痩
」
が
あ
り
、
足
泰
陰
温
に
は
「
上
入
脛
間
」
と

「
挫
痩
」
が
あ
る
。
文
物
出
版
社
の
印
刷
版
で
は
こ
の
字
が
「
陛
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
を
挫
の
誤
字
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

そ
の
理
由
が
二
つ
あ
る
が
、
第
一
の
理
由
は
陛
が
三
回
出
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
朏
の
誤
字
で
あ
れ
ば
一
度
だ
け
で
、
同
じ
こ
と
を

三
度
繰
り
返
え
さ
な
い
と
思
う
。
第
二
の
理
由
は
「
陛
」
は
「
股
」
と
印
刷
版
で
解
釈
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
周
易
』
に
「
威
其
股
」
と

あ
り
、
唐
代
の
李
鼎
詐
氏
は
『
周
易
集
解
』
に
崔
慢
の
注
を
引
用
し
て
「
股
、
陛
、
而
次
腓
上
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
が
そ
の
証
拠
で
あ
る
。
若

し
印
刷
版
の
解
説
に
従
え
ば
、
帛
害
の
文
は
「
個
股
間
、
上
入
陛
間
」
と
な
る
。
こ
れ
は
解
釈
し
が
た
い
ば
か
り
で
な
く
、
加
え
て
人
体
の
同

と
脾
を
触
診
す
る
所
で
あ
る
。

『
荘
子
・
肢
篭
篇
』
の
肱
に
対
し
て
唐
代
の
司
馬
彪
氏
は
「
秀
開
為
怯
」
と
注
を
つ
け
て
い
る
。
蓋
し
両
肋
下
の
空
処
（
即
ち
両
側
肋
骨
弓
下

の
あ
い
た
所
）
は
正
に
脇
の
側
辺
に
口
を
開
け
て
い
る
。
此
処
を
『
傷
寒
論
』
で
は
「
脇
下
」
と
称
す
。
即
ち
西
洋
医
学
者
が
診
断
の
と
き
肝
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各
書
を
参
考
に
す
る
と
、
「
陵
」
の
字
は
元
よ
り
最
と
撮
の
二
音
あ
る
。
『
唐
韻
』
は
「
子
回
切
」
と
し
、
『
集
韻
』
は
「
祖
回
切
」
と
し

て
い
る
の
は
皆
「
最
」
音
の
類
で
あ
る
。
五
音
集
韻
の
「
子
戈
切
、
音
挫
」
は
則
ち
「
撮
」
音
に
属
す
る
。
故
に
古
人
は
撮
、
腺
、
最
の
字
を

仮
り
て
峻
と
為
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
『
五
十
二
病
方
』
一
二
七
及
び
一
二
八
行
の
「
蓋
容
頽
者
腎
與
撮
」
と
「
即
内
（
納
）
腎
脹
干
壺
空

（
孔
）
中
」
は
即
ち
腺
を
以
っ
て
陵
と
す
る
例
で
あ
る
。
ま
た
『
医
心
方
・
巻
二
十
一
』
は
「
延
齢
図
』
を
引
用
し
て
女
子
の
膣
を
「
撮
孔
」

と
称
し
て
い
る
。
『
医
心
方
・
巻
二
十
八
』
で
は
『
洞
玄
子
』
を
引
用
し
て
、
「
最
孔
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
を
撮
孔
あ
る
い
は
最
孔
と
す
る

の
は
男
女
が
交
合
す
る
時
、
そ
こ
が
峻
を
入
れ
る
所
で
あ
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
依
っ
て
撮
と
最
は
乃
ち
男
陰
を
意
味
し
、
こ
の
い
ず
れ
も
陵

の
仮
借
字
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
と
い
え
る
。

じ
所
を
相
続
く
短
い
字
句
の
間
に
一
つ
は
股
と
し
、
一
つ
は
陛
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
帛
言
の
文
章
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
不
辞
な
も
の
で
は

な
い
。
こ
れ
が
陛
を
挫
と
す
る
こ
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
第
二
の
理
由
で
あ
る
。

『
説
文
解
字
』
に
は
挫
の
字
が
な
く
、
鰹
が
あ
る
。
こ
れ
を
「
目
小
也
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
注
解
者
の
多
く
が
腱
を
脛
の
別
体
字
と
す

る
。
又
、
『
尚
書
・
泉
陶
謨
』
に
「
元
首
叢
腱
哉
」
の
句
が
あ
る
。
こ
の
挫
に
対
し
て
伝
注
は
「
細
砕
無
大
略
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
皆
帛
書
の
意
味
に
関
係
が
な
い
。
此
の
挫
は
峻
で
あ
る
か
、
膿
、
撮
、
最
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
男
子
の
陰
器
を
指
す
。

『
老
子
・
五
十
五
章
』
に
「
含
徳
之
厚
、
比
干
赤
子
…
…
知
牝
牡
之
合
而
峻
作
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
易
順
鼎
の
注
に
は
「
『
釈
文
』

引
『
説
文
』
、
峻
、
赤
子
陰
也
。
『
説
文
』
無
峻
字
、
拠
此
則
唐
本
有
之
、
『
玉
篇
』
亦
云
、
峻
、
赤
子
陰
也
。
即
是
本
干
『
説
文
』
之
義
・
」

と
あ
る
。
し
か
し
『
老
子
』
の
陵
の
字
は
各
版
本
で
異
な
る
。
河
上
公
本
は
峻
と
あ
り
、
王
弼
本
は
全
と
な
っ
て
い
る
。
陵
と
す
る
者
は
傳
突

本
で
あ
る
。
馬
王
堆
出
土
の
帛
書
の
『
老
子
』
も
陵
と
あ
る
。
『
聲
類
』
で
は
「
峻
又
作
慶
と
あ
る
。
故
に
此
の
字
の
別
体
が
甚
だ
多
い
こ
と

が
わ
か
る
。
而
し
て
『
説
文
解
字
』
で
特
に
陵
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
許
叔
重
氏
が
こ
れ
を
本
体
字
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
唯
「
赤
子
陰
」
と

解
釈
す
る
の
は
、
『
老
子
』
に
お
い
て
だ
け
見
ら
れ
る
こ
と
な
の
で
、
こ
の
字
は
赤
子
陰
の
専
称
で
な
く
、
男
陰
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
0
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帛
書
の
「
腱
」
は
『
五
音
集
韻
』
の
「
子
戈
・
音
挫
」
に
拠
る
と
、
陵
の
仮
借
字
と
い
え
る
。
そ
こ
で
今
、
帛
書
の
「
足
帯
（
豚
陰
温

（
豚
）
…
…
個
股
内
・
上
入
朏
間
」
を
『
霊
枢
経
・
経
脈
篇
』
の
「
肝
足
蹴
陰
之
肱
…
・
循
股
内
、
入
毛
中
、
過
陰
器
」
と
対
照
す
る
と
、
腱

は
即
ち
陰
器
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
王
弼
本
の
『
老
子
』
で
は
峻
が
全
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
各
注
解
者
が
そ
の
義
を
明
確
に
解
釈
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
実
は
「
全
」
は
坐
の
誰
り
で
あ
り
、
「
坐
」
は
す
な
わ
ち
腱
で
あ
り
、
朏
す
な
わ
ち
峻
で
あ
る
。

帛
書
の
朏
痩
は
即
ち
『
素
問
・
陰
陽
応
象
大
論
』
の
陰
倭
と
い
え
る
。
と
い
う
の
は
痩
と
倭
は
小
お
よ
び
弱
の
義
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
但

し
、
今
の
「
霊
枢
・
経
脈
篇
』
の
足
陽
明
及
び
足
廠
陰
の
「
是
動
」
と
「
所
生
病
」
の
中
に
は
、
陰
瘻
お
よ
び
そ
の
類
似
の
字
句
は
な
い
。
唯

『
素
問
・
厭
論
』
に
「
前
陰
者
宗
筋
之
所
聚
、
太
陰
陽
明
之
所
合
也
・
」
と
あ
る
。
「
前
陰
」
二
字
は
『
甲
乙
経
』
で
は
「
厭
陰
」
と
作
る
。

又
、
宋
代
林
億
氏
等
の
『
素
間
新
校
正
』
は
全
元
起
氏
の
注
を
引
用
し
て
「
前
陰
者
、
厭
陰
也
・
！
｜
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
梁
代
全
元
起

氏
が
拠
っ
た
底
本
に
も
亦
、
「
前
陰
」
と
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
全
氏
は
前
陰
を
欧
陰
と
解
釈
し
た
。
そ
れ
故
に
、
帛
書
で
述
べ
て
い

る
こ
の
灸
経
の
足
陽
明
温
及
び
足
欧
陰
温
に
は
皆
「
朏
痩
」
の
発
病
が
あ
る
こ
と
か
ら
『
素
問
・
臓
論
』
の
前
陰
二
字
は
正
に
「
厭
陰
」
と
解

釈
す
べ
き
で
あ
る
。
前
陰
を
厭
陰
と
解
釈
す
る
所
以
に
は
『
素
問
・
陰
陽
離
合
論
』
の
「
少
陰
之
前
、
名
日
厭
陰
」
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に

思
う
。
楊
上
善
と
王
沐
氏
が
と
も
に
「
前
陰
」
を
陰
器
と
解
釈
し
た
と
し
て
、
後
世
の
注
釈
家
は
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る

（
楊
上
善
氏
は
前
陰
を
明
確
に
陰
器
と
解
釈
し
、
王
氏
は
そ
れ
と
明
言
は
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
文
意
を
尋
鐸
す
る
と
、
や
は
り
陰
器
を
指
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
後
世
の
医
家
に
至
る
と
、
確
か
に
多
く
の
人
が
前
陰
を
以
っ
て
陰
器
を
称
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
分
別
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
。
『
素
問
・
厭
論
』

中
の
「
前
陰
」
と
併
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
。

次
に
上
述
『
素
問
・
厭
論
』
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
そ
の
「
宗
筋
」
は
む
し
ろ
陰
器
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
『
素
問
・
瘻
論
』
に
「
陽
明

者
五
臓
六
脈
之
海
、
主
閏
宗
筋
、
宗
筋
主
束
骨
而
利
機
関
也
・
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
王
泳
の
注
は
「
宗
筋
謂
陰
毫
中
横
骨
上
竪
筋
也

（
直
腹
筋
？
）
」
と
あ
る
。
馬
玄
台
氏
の
注
は
「
世
疑
宗
筋
即
為
前
陰
（
陰
器
）
、
按
『
臓
論
』
有
日
、
前
陰
者
宗
筋
之
所
聚
、
則
宗
筋
不
可
言
前

陰
。
」
と
あ
る
。
し
か
し
王
氏
と
馬
氏
の
注
は
正
確
で
な
い
。
『
霊
枢
・
五
音
五
味
篇
』
に
「
富
者
去
其
宗
筋
」
と
あ
り
、
『
素
問
・
瘻
論
』
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陰
瘻
で
あ
る
事
が
証
明
せ
ら
れ
る
。

最
後
に
『
唯
南
子
・
精
神
訓
』
を
象
る
と
「
子
求
、
行
年
五
十
有
四
、
而
病
価
値
、
脊
管
高
子
頂
、
腸
肝
（
肝
の
字
は
通
行
本
で
子
と
誤
孟
亀

て
い
る
。
こ
こ
で
は
高
誘
氏
の
注
語
に
拠
っ
て
改
め
る
。
腸
肝
は
乃
ち
罷
肝
の
別
体
、
剣
状
突
起
の
事
で
あ
る
）
迫
頤
、
両
脾
（
牌
）
在
上
、
燭
営
指
天
。
」

と
あ
り
、
『
荘
子
・
大
宗
師
』
に
は
「
子
與
有
病
…
・
・
・
曲
僅
発
背
、
上
有
五
管
、
頤
隠
干
謄
、
肩
高
子
頂
、
句
賛
指
天
・
」
と
あ
る
。
又
「
荘
子
・

人
間
世
』
に
は
支
離
疏
者
、
頤
隠
干
謄
、
肩
高
子
頂
、
會
撮
指
天
。
」
と
あ
る
。
此
の
三
つ
の
恂
僅
病
者
を
あ
ざ
け
る
文
章
の
中
の
「
燭
営
指

天
」
（
高
誘
氏
の
註
に
よ
る
と
「
燭
営
讃
日
括
撮
」
と
い
う
）
の
燭
営
は
即
ち
男
陰
を
指
し
て
い
る
。
「
句
贄
指
天
」
の
句
贄
は
即
ち
脾
撮
で
あ

に
は
「
入
房
太
甚
・
宗
筋
弛
縦
」
と
あ
る
。
こ
れ
等
は
皆
宗
筋
が
即
ち
陰
器
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。
『
難
経
・
二
十
四
難
』
に
は
「
肝

者
筋
之
合
也
、
筋
者
聚
干
陰
器
」
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
古
人
が
陰
器
を
以
っ
て
筋
の
會
聚
の
所
と
為
し
、
全
身
の
筋
と
関
係
が
あ
る
と
こ
ろ
と

し
た
事
が
分
る
。
故
に
『
素
間
。
瘻
論
』
に
「
宗
筋
主
束
骨
而
利
機
関
」
と
、
又
「
宗
筋
弛
縦
、
発
為
筋
瘻
」
と
、
又
「
陽
明
虚
則
宗
筋
縦
、

帯
豚
不
引
、
故
足
瘻
不
用
」
等
の
議
論
が
あ
る
。

上
述
の
馬
玄
台
氏
の
注
語
を
考
察
す
る
と
、
彼
等
が
宗
筋
を
陰
器
と
解
す
る
事
出
来
な
か
っ
た
原
因
は
、
主
に
『
素
問
・
厭
論
』
に
「
前
陰

者
宗
筋
之
所
聚
」
の
語
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
彼
等
は
前
に
前
陰
を
陰
器
と
誤
解
し
て
い
る
た
め
、
当
然
再
び
宗
筋
を
陰
器
と
解
す
る
事
が
出

来
な
か
っ
た
。
現
在
『
甲
乙
経
』
に
依
っ
て
此
の
経
文
を
「
厭
陰
者
宗
筋
之
所
聚
、
太
陰
陽
明
之
所
合
也
・
」
と
改
正
す
る
と
、
厭
陰
と
陽
明

の
二
経
肱
は
陰
器
と
直
接
に
関
係
が
あ
る
事
と
な
る
。
こ
れ
で
此
の
灸
経
の
臓
陰
、
陽
明
二
肱
に
は
皆
「
朏
痩
」
の
発
病
が
あ
る
こ
と
に
な

る
。
又
『
素
問
・
瘻
論
』
の
「
陽
明
虚
則
宗
筋
縦
」
は
陽
明
肱
が
脛
痩
を
発
病
す
る
原
因
の
解
釈
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
か
ら
も
朏
痩
が
即
ち

上
述
の
。

で
は
な
い
。

『
内
経
』
が
諾

と
が
で
き
る
。 『

素
問
』
の
『
厭
論
』
と
『
瘻
諭
』
の
理
論
は
明
ら
か
に
現
在
の
『
霊
枢
経
・
経
豚
篇
』
の
経
豚
説
を
前
提
に
し
て
書
き
出
し
た
の

〕
正
に
新
出
土
の
『
足
臂
十
一
豚
灸
経
』
系
統
の
経
肱
説
の
系
統
を
ひ
く
も
の
と
し
て
書
か
れ
、
出
来
上
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に

か
決
し
て
一
人
一
時
の
手
筆
で
は
な
く
、
其
の
理
論
体
系
も
一
家
一
師
の
説
で
な
い
事
が
、
こ
こ
に
於
い
て
も
そ
の
一
斑
を
見
る
こ

、
ノ７６

／
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る
。
賛
を
借
り
て
最
（
腺
）
と
為
す
こ
と
で
両
者
合
せ
て
陰
器
と
肛
を
指
し
て
い
る
。
「
會
撮
指
天
」
の
會
撮
も
陰
器
と
肛
を
指
し
て
い
る
、

差
し
會
は
會
陰
の
會
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
等
に
対
し
て
由
来
の
『
荘
子
』
各
注
解
者
の
説
は
皆
異
な
る
。
唯
『
准
南
子
』
を
注
解
し
た
高
誘

の
説
は
是
に
近
い
。
「
指
天
」
の
天
は
頭
の
頂
顛
で
あ
る
、
『
説
文
解
字
」
に
は
「
天
・
顛
也
」
と
だ
け
あ
る
。

差
し
胸
背
曲
僅
の
甚
し
き
者
は
、
頤
は
脳
に
接
し
、
両
牌
も
曲
っ
て
脇
に
寄
り
付
き
、
そ
の
結
果
は
必
ら
ず
頭
の
頂
顛
が
陰
器
と
肛
に
近
く

な
る
、
即
ち
高
誘
氏
の
注
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
体
正
員
（
圓
）
」
が
こ
れ
で
あ
る
。
「
句
賛
指
天
」
等
の
語
句
は
春
秋
戦
國
時
代
の
人
が
恂
棲
者

を
あ
ざ
け
る
時
の
成
語
と
考
え
ら
れ
る
。

「
挫
」
字
を
解
す
る
た
め
に
撮
及
腺
と
最
に
言
及
し
、
最
後
に
上
述
の
三
文
献
に
ま
で
及
び
、
こ
こ
で
少
し
論
じ
、
こ
れ
を
以
っ
て
互
証
と

し
た
。
妥
当
で
な
い
所
は
同
志
達
の
指
摘
を
待
つ
。

（68） 162



三
月
例
会
三
月
二
十
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

（
三
月
例
会
は
蘭
学
資
料
研
究
会
と
の
合
同
で
行
な
わ
れ
た
）

一
、
近
世
農
村
の
医
療
事
情
ｌ
守
山
領
の
場
合
昼
田
源
四
郎

二
、
Ｅ
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
論
文
に
お
け
る
グ
リ
ー
ス
に
つ
い
て
添
川
正
夫

三
、
福
沢
諭
吉
の
杉
田
成
卿
観
緒
方
富
雄

二
月
例
会
二
月
二
十
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
わ
が
国
の
分
娩
様
式
の
変
遷
蔵
方
宏
昌

二
、
中
国
医
学
に
お
け
る
薬
物
及
び
方
剤
の
効
能
、
分
類
に

関
す
る
考
察
梁
哲
宗

一
月
例
会
一
月
二
十
四
日
（
士
）

一 Ｆ
、
０
ｆ
、
／
‐
ｉ
ｆ
、
１
ノ
ー
１
ノ
ー
Ｄ
ノ
鳴
斗
ノ
６
１
口
〆
、
ノ
ー
，
…
、
Ｊ
ｋ
ｊ
ｒ
１
ｆ
、
ノ
、
１
〃
、
／
ｋ
Ｊ
ｒ
、
ノ
ー
１
〃
、
ノ
、
ｊ
ｒ
Ｊ

一
日
本
医
史
学
会
例
会
記
事
一

一
、
幕
府
医
官
人
見
家
の
人
を

二
、
芦
原
将
車
一
代
記

１
口

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

深
瀬
泰
旦

岡
田
靖
雄

昭
和
五
十
一
年
か
ら
毎
年
一
回
づ
つ
開
催
し
て
き
た
医
史
学
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
本
年
で
六
回
を
数
え
る
に
至
っ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
小

川
鼎
三
本
学
会
理
事
長
を
委
員
長
に
組
織
委
員
会
が
作
ら
れ
、
谷
口
財
団
の

医
史
学
部
門
と
し
て
開
催
し
て
き
た
。

本
年
は
九
月
十
七
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
、
静
岡
県
裾
野
市
富
士
教
育
研

修
所
に
お
い
て
開
か
れ
る
。
テ
ー
マ
は
医
学
教
育
で
、
参
加
者
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

石
田
純
郎
（
岡
山
大
）
大
島
智
夫
（
横
浜
市
大
）

中
川
米
造
（
阪
大
）
丸
山
敏
秋
（
筑
波
大
）

国
．
国
①
鼻
①
風
（
オ
ラ
ン
ダ
）
国
．
○
胃
昌
園
（
中
国
）

』
侭
厚
の
旨
（
ア
メ
リ
カ
）
目
．
』
白
日
冨
昌
‐
国
匡
湧
具
（
フ
ラ
ン
ス
）

旨
．
鷲
。
胃
。
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
旨
．
］
．
即
尉
勗
。
ロ
（
ア
メ
リ
カ
）

国
．
葛
蔦
胃
辱
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
紙
上
参
加
）

な
お
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
書
は
五
十
七
年
八
月
に
刊
行
を
予
定

し
て
い
る
。

第
六
回
医
史
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
つ
い
て

（69）163



第
一
条
こ
の
会
は
、
日
本
医
史
学
会
○
名
四
目
ｇ
ｏ
厨
ご
旦
冨
①
ｇ
ｏ
巴

国
厨
８
ｑ
）
と
い
う
。

第
二
条
こ
の
会
は
、
事
務
所
を
〒
畑
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
’
一
ｌ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
に
お
く
。

第
三
条
こ
の
会
は
、
医
史
を
究
研
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
を
目
的
と
す

》
（
》
◎

第
四
条
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

の
学
術
集
会
、
そ
の
他
講
演
会
、
学
術
展
観
の
開
催
等

⑨
機
関
紙
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
「
日
本
医
史
学
会
会
報
」
お
よ
び
関

係
図
書
等
の
刊
行
。

⑧
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
、
内
外
の
関
連
学
術
団
体
等
と
の
連

携
④
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
こ
の
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

①
正
会
員

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
会
費
年
額
五
、
○
○
○
円
を
納
め
る
者

た
だ
し
、
外
国
居
住
者
は
年
額
鋤
ド
ル
と
す
る
。

⑨
名
誉
会
員

こ
の
会
に
対
し
功
績
顕
著
で
あ
っ
た
者
で
評
議
員
会
の
議
決
な
ら
び
に

総
会
の
承
認
を
得
た
者
。

③
賛
助
会
員

こ
の
会
の
目
的
事
業
に
賛
助
し
会
費
年
額
一
○
、
○
○
○
円
以
上
を
納

日
本
医
史
学
会
会
則
抄

め
る
者
、
ま
た
は
団
体
。

第
六
条
正
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
評
議
員
の
紹
介
に
よ
り
、
理
事

長
の
承
認
を
得
て
入
会
金
二
、
○
○
○
円
お
よ
び
そ
の
年
度
の
会
費
を
添

え
て
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
名
誉
会
員
は
次
の
各
号
の
何
れ
か
に
該
当
し
理
事
会
、
評
議
員
会

が
功
績
顕
著
と
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

の
三
十
年
以
上
の
在
籍
正
会
員
で
あ
っ
て
七
十
歳
に
達
し
た
者
。

③
前
理
事
長
。

③
正
会
員
ま
た
は
外
国
人
で
功
績
顕
著
な
者
。

名
誉
会
員
は
終
身
と
し
て
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
賛
助
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
も
第
六
条
に
準
ず
る
。

第
九
条
第
六
条
及
び
第
八
条
の
会
員
の
資
格
取
得
は
会
費
納
入
日
よ
り
始

ま
る
。

第
十
条
会
員
に
は
次
の
権
利
が
あ
る
。

①
こ
の
会
の
発
行
す
る
機
関
誌
の
無
償
配
布
を
う
け
る
こ
と
。

②
機
関
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
。

⑧
総
会
、
学
術
大
会
、
学
術
集
会
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
会
員
は
、
会
費
を
前
納
し
総
会
の
議
決
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
二
条
会
員
は
次
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
資
格
を
失
う
。

①
退
会

②
会
費
の
滞
納
が
一
年
以
上
を
経
過
し
た
と
き
。

③
禁
治
産
、
準
禁
治
産
ま
た
は
破
産
の
宣
告
。

側
死
亡
、
失
蹉
宣
告
ま
た
は
会
員
で
あ
る
団
体
の
解
散
。
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⑤
第
十
四
条
に
よ
る
除
名
処
分
。

第
十
三
条
こ
の
会
に
は
、
年
一
回
学
術
大
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
会
長
を

一
名
お
く
。

１
こ
の
会
は
学
術
大
会
を
毎
年
一
回
開
催
し
、
学
術
集
会
は
随
時
開
催

す
る
。

２
会
長
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、
通
常
総
会
毎
に
理
事
長
が
委
嘱

す
る
。

３
会
長
の
主
宰
す
る
学
術
大
会
は
、
こ
の
会
の
通
常
総
会
と
同
時
点
で

開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は

評
議
員
会
ま
た
は
総
会
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
会
長
の
任
期
は
、
学
術
大
会
を
議
決
し
た
通
常
総
会
の
翌
日
か
ら
次

の
学
術
大
会
を
終
了
す
る
と
き
ま
で
と
す
る
。

５
会
長
は
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
出
席
し
こ
れ
と
密
接
な
連
絡
の
も
の

と
に
計
上
予
算
を
勘
案
し
て
企
画
運
営
す
る
。

６
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
新
に
会
長
を
委
嘱

す
る
ま
で
理
事
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

７
会
長
は
、
学
術
大
会
関
係
事
務
を
委
嘱
す
る
た
め
に
、
会
員
の
う
ち

か
ら
学
会
委
員
若
干
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｂ
学
術
集
会
は
、
随
事
理
事
長
主
宰
の
も
と
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

文
部
省
科
学
研
究
費
学
術
定
期
刊
行
物
補
助
金
を
受
け
る

本
誌
は
昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
文
部
省
の
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
刊
行
し
て
い
る
。

発
行
期
日
年
四
回
（
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
）
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
会
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表
題
、
著

者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名
を
記
し
、
本
文
の
終
り
に

欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が
行
な
う
。
ま
た
編

集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も
あ
る
。

著
者
負
担
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
等
を
除
く
）
で
五
印
刷
．
ヘ
ー

ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
ま
で
）
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
超
え

た
分
は
実
費
を
著
者
の
負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印

刷
。
ヘ
ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を
徴
収
す
る
。

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後
は
編
集

委
員
会
に
て
行
な
う
。

別
刷
別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一
、
順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学
会

編
集
委
員
大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
誠

太
郎
、
三
輪
卓
爾
、
室
賀
昭
三
、
矢
数
圭
堂
、
矢
部
一
郎

編
集
顧
問
小
川
鼎
三
、
Ａ
・
Ｗ
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン

事
務
担
当
鈴
木
滋
子

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定
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日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
高
山
坦
三

常
任
理
事
大
鳥
蘭
三
郎
大
塚
恭
男

宗
田
一

会
計
監
事
関
根
正
雄
堀
江
健
也

理
事石
原
力
大
滝
紀
雄
大
塚
恭
男

大
鳥
蘭
三
郎
緒
方
富
雄
小
川
鼎
三

蒲
原
宏
酒
井
シ
ヅ
酒
井
恒

杉
田
暉
道
鈴
木
勝
宗
田
一

中
野
操
長
門
谷
洋
治
富
士
川
英
郎

藤
野
恒
三
郎
古
川
明
三
木
栄

矢
数
道
明
谷
津
三
雄
矢
部
一
郎

山
形
敞
一

幹
事蔵
方
宏
昌
酒
井
シ
ヅ
杉
田
暉
道

谷
津
三
雄
矢
部
一
郎

評
議
員青
木
一
郎
青
木
允
夫
赤
堀
昭

安
芸
基
雄
今
市
正
義
岩
治
勇
一

内
田
醇
江
川
義
雄
岡
田
博

奥
村
武
片
桐
一
男
川
島
恂
二

久
志
本
常
孝
蔵
方
宏
昌
榊
原
悠
紀
田
郎

末
中
哲
夫
杉
立
義
一
鈴
木
正
夫

鈴
木
宜
民
関
根
正
雄
瀬
戸
俊
一

高
木
圭
二
郎
高
瀬
武
平
高
山
坦
三

田
代
逸
郎
田
中
助
一
津
田
進
三

編
集
後
記

本
書
を
一
読
さ
れ
る
と
す
ぐ
気
付
か
れ
る
と
思

う
が
、
本
号
は
甚
だ
国
際
色
豊
か
な
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
医
史
学
雑
誌
」
も
学
術
雑
誌
と
し
て
、
海
外

か
ら
の
寄
稿
を
得
る
と
い
う
こ
と
で
ひ
と
つ
の
進

歩
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
反
面
こ
の
喜
ば
し
い
こ
と
の
意
味

す
る
も
の
を
会
員
諸
氏
に
再
認
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
本
書
の
質
の
向
上
と
い
う
こ
と
で
あ

り
寄
稿
さ
れ
る
原
稿
に
科
学
性
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
き
び
し
い
研
讃
と
実
証
性
に
も
と
ず

く
会
員
各
位
の
寄
稿
が
今
後
よ
り
一
層
き
び
し
い

目
で
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
好

む
と
好
ま
む
る
に
か
か
わ
ら
ず
わ
れ
わ
れ
編
集
者

名
誉
会
員
阿
知
波
五
郎

大
矢
全
節

杉
靖
三
郎

筒
井
中
沢
服
部
堀
江
松
木
室
賀
山
下
山
中

正
弘修

敏
良
健
也
明
知
昭
三
喜
明
太
木

赤
松
王
丸
三
廼

土
屋
重
朗
中
川
米
造

中
西
啓
中
山
沃

樋
口
誠
太
郎
福
島
義
一

本
間
邦
則
丸
山
博

三
浦
豊
彦
三
輪
卓
爾

守
屋
正
矢
数
圭
堂

山
田
光
胤
安
井
広

米
田
正
治
渡
辺
左
武
郎

（
理
事
の
名
は
省
略
）

俊金
一勇芳

石
川
佐
藤
吉
岡

博美光
人実昭

一
同
に
対
す
る
責
任
と
し
て
か
ぶ
さ
っ
て
来
る
問

題
と
な
ろ
う
。

寄
稿
さ
れ
る
会
員
の
努
力
を
十
分
理
解
し
な
が

ら
も
、
本
書
に
染
ら
れ
る
よ
う
に
海
外
か
ら
の
寄

稿
者
が
あ
る
以
上
、
さ
ら
に
一
層
き
び
し
く
原
稿

が
検
討
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

原
稿
が
返
さ
れ
て
来
る
と
い
う
こ
と
は
、
寄
稿

者
に
と
っ
て
は
愉
快
な
こ
と
で
は
な
い
こ
と
は
十

分
承
知
し
て
い
る
が
、
「
医
史
学
雑
誌
」
の
将
来

を
考
え
る
場
合
こ
の
現
状
を
認
識
し
学
会
の
将
来

の
た
め
に
現
在
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
る
こ
と
を
会
員
各
位
に
理
解
た
ま
わ
り

本
会
発
展
の
た
め
に
今
後
一
層
の
御
協
力
を
仰
ぎ

た
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。
（
樋
口
誠
太
郎
）

昭
和
五
十
六
年
四
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
五
十
六
年
四
月
三
十
日
発
行

日
本
医
史
学
雑
誌

第
二
十
七
巻
第
二
号

編
集
者
代
表
大
鳥
蘭
三
郎

発
行
者
日
俸
藷
史
檸
備
鼎
三

〒
一
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
〒
一
‐
一

順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内

振
替
東
京
〒
三
一
三
ｐ
番

製
作
協
力
者
金
原
出
版
株
式
会
社

日
本
医
学
文
化
保
存
会

〒
一
三
東
京
都
文
京
区

湯
島
〒
ニ
ー
西

印
刷
所
三
報
社
印
刷
株
式
会
社

〒
一
美
東
京
都
江
東
区
亀
戸
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(財）日本医学文化保存会版限定豪華復亥Ij版

巻
冊
３
１
全
全
医
範
提
綱
本
文

土
佐
楮
手
漉
和
紙
・
精

綱
綱
巧
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

提
提
岬
舗
離
貼
特
製
畉
人

範
範
罎
禰
憾
彌
蠅
荊

医
医
タ
イ
プ
印
刷
濃
紺
地

布
貼
特
製
畉
入

蘭
景
薗
景

和
内
和
内
限
定
版
三
○
○
部

頒
価
三
八
、
○
○
○
円

ル
汀
謎
維
ナ
蝉
醐
膳
鱸
辮
鯰
謝
李
卯
好

シ
語
の
原
著
第
二
版
の
蘭
訳
本
で
あ
る
。

へ
Ｔ
ｒ
癖
葎
州
こ
跨
跨
嘩
癖
辨
鋪
挙
討
諏
犀
趣
錘
群
悲
袖
症
蕊

作
汁
州
》
》
噸
戦
槻
剛
側
轆
孵
辮
瀦

ス
・
樹
旭
”
と
、
解
体
新
香
全
四
巻
の
縮
写
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Themedicalarticlcssuchas$CDCmox,bisamcntium'',$FDeCaduCiJand$(DC

causismorboruminvisibilis''assertthcnaturaloriginofthcmentaldisorders.

Baseduponempiricalapproaches,hisclinicaldesciptionandclassificI､ationherald
theonsetofanewepoch.

AnotherviewofthenatureandoriginofpsychicdisordcrsisdevcIopedin

somechaptersofhisnon-mcdicalwork$CPhilosophiamagna'',wheretheproblem
ofinsanityistreatedfi､omastandpointofChristiananthropologybasedupon
thedualismbetweendivincandanimalstructurcsofhumallbeing.

Bothconceptionsareofimportanccinthattheycontainanattemptofa

newinterpretationof、mcntaldisorders.Althoughheisdecplyinvolvedinthe
neo-platonicspiritualtrendsoftheRenaissancc,hiscontributioninthisfield
remindsusofsomeattemptsofmodernpsychiatry.

Therefbrc、Paracelsus,innovatorand1℃lbrmerofmedicalscienccintheage

ofHumanismandRefbrmation,stilldescrvcsourattcntion.
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reasonableuse.

GGTherefbre''Paracelsusasksfbr,"everyoneoughttobearinmind

thatheshouldkilltheanimalspiritinhim…adiusttheanimal

bodysothatitmaybeaninstrumentandmakeitproperfbrthe

purposethattheanimalbodyshouldbeusefillfbrtheinnerhuman

being".

GGYououghttoknow''hecontinues,:6whenthefbolisseizedwith

death,thefbolishworkisfallingoff､himandsohebecomesquite

humbleandquiet，andhewillrealizehisdeparturefi､omthiS

worldandthedeathofhisbody".

InmanypsychoticsandmentallydeficientsParacelsusrecognized

theweaknessandmiseryofman,butatthesametimeheperceived

inthem,asineverybody,thedivineshareofhumanbeingwhich
willbefi,eedafterdeath.

Inthe@<Philosophiamagna''wecanfindsomemorefiFagments

concerningwitchcraftanddemoniacpossession.Thesefiagments-

<GDesagisetearumoperibus"and@cDedaemoniacisetobsessi3'-
arewritteninthesameveinof@:Delunatici''and$6Destulti''fi､om

thealreadymentionedneo-platonicandChristianpointofview.

Bothwitchesandpossessedpeople,accordingtohim,mustbediffbr-

enciatedfiomthepsychoticsinmedicalsense.Deeplyimmersed

inthecontemporarywayofthought,heisfarfi･om.denyingthe

veryexistenceofwitchesandeventhedevil.Awitchisareality

causedbyanallianceofhumanpassionwiththecertaincelestial
constellation.Withtheaidofthewitch'sloweremotiontheascen-

dant(ascendingstar)bringsaboutthosewell-knownsorceriessuch

asdiseasesorbadweather.Suchinterventionoftheascendingstar

isverydangerousandutmostdi伍culttohea1...Paracelsus,however>

mentionsthatthesewomenoughttobedeliveredfiomtheascendant

byfastingandprayer,lesttheyshouldbeburnttodeath.

Summarv
‘

TwodifIbrentconceptionscanbefbundinParacclsus'worksconcerningthe

mentaldiseases.
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heretheproblemofmentaldeficiencyfi･omthesamepointofview.
f<Ifthefbolsarebornwithoutdisease'',hewritesinthepreface,

cGtheYareincurable…Wehaveneitherstonesnorherbsthatcould
"

makethemintelligent...，，

Nomeasureisfbundthatcandeliverfbolishpeoplefromtheirfblly.

Inthischaptertherefbrewecanfindnorefbrencetothetreatment,

butonlytotheirorigin,sourCeandhabits.

ParacelsusobservesthatmanwasatfirstdestinedfbrParadise

andwascreatedpureandchasteasanimageofGod,butLeviathan
seducedhimtotheFal1.TherefbreAdamandEvelosttheir

fi､eedomandtheirqualities.Theynowbecameseculartocarrythe
burdenofalltheworldlythingsdowntothelastman.

GGNowtheyperceivedwhattheworldwaslike,nottheyPerceived
theMoon,theMars,theSaturn,theJupiter,theMercuryand

thehardsignsofZodiacandeverystarinthesky.Nowthey

perceivedthegriefoftheworldandthemiseryof,nen.Thus
thevsaw…themanvdiseasesofchildren,theirseveredegeneration,

‘ ・

muchuncleanness,conflictsandallsortsofmisery''.

Drivenawayfi､omParadise,maniscondemnedtodestruction.
Hebecomesarobber,murderer,warrior,whore,gambler,thief;

fbOlish，anxous,misshaped,sick,crooked,lamc,deafanddumb.

Whatisbeingdestroyedhereisonlyhisanimalbody.

InParadisetheanimalbodywaskeptcleanandwasapure

andcleaninstrument.ButthroughtheFallthisinstrumentis

broken.Thediffbrencebetweenthefbolandthewiseconsistsonly

intheinstrument.(Paracelsus,asaphysician,remarksinthis

contextthatmentallydeficients.areoftencarriersofgoitrewhichis
duetomineralsindrinkingwater.)LunaticsandfbolsdifIbrfiom

wisemeninthatthelatterdonotpermittheindependentdomination

oftheanimalbodV.Thewisemanusestheanimalbodyashis
〃

instrument…"justlikeahorsewhichmanridey'.Nowtheanimal

mustdowhatisman'swill.Therefbremanoughttobringuphis

bodysothatitwillbecomeanobedientinstrumenttotheinner
man.Thewisemanisabletodothat,fbrhehassanebodyfbr
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thatyoucanunderstandthatamanwhobeComesfianticand

ravingmadisdrownedinanimalspiritandnotinhumanspirit,

andthatalunaticismoreorlesslikeafi,riousdog,araving

wolforotheranimals…Yououghttoknowthatmanisreally

andmateriallyananimal,andananimalwithhisnamewhiChis

givenhimbyChrist.Thesameanimal,notthehumanbeing,is

thesubiectthatbecomesinsane,derangedandbroken''.

The"Cura"(healing)comprisespreventiveandpropertherapies.

Preventionconsistsinpsychopaedagogicaltreatment:

f@...leadhimawayfifomhisanimalspirit・Enlightenhimand

instructl'1m・Ifheacceptsit,soitisgood;ifhedoesnot,tell

ittotheneighbours.Lethimconfbss)andhedoesnot,tellitto

thechurch.Ifitisofnouse，throwhimintodarkness，lesthe
ノ

mightseduceallthecityandcountry.Forwheresuchanimal-

prophetsarise,therecomesthedevilwaitingfbrthem".

Whenthepreventivemeasurescannotbeappliedandthepersons

concernedbecomemadandfilrious,twosortsofadvicesaregiven.

First,whentheyhavesomereasonablesensebesidetheinsanity,it

ispossibletotreatthispartiallystillexistingsanitywiththesame
measuresastheabove-mentioned.Second，whenthisreasonable

グ

sensecannotbefbund、theymustbetreatedwithfastingand

prayer...

GCAlthoughitisright''heconcludes,:6thatNaturehasmanykinds

ofmedicinesibrinsanepeople,youmustknowthatldonotput

themhere.ThatiswhyNaturespeaksofmania,becauseshe

helpsagainstmania.ButitconcernshereaLunaticandnota

Maniac.Everynaturaldrugisofnouseagainstthe､spiritof
B

constellation''.

Thetreatise$6Delunatici''means,asLeibbrandsuggests,an

attempttoexplainalldiseasesandtherebythementaldisorders

fi､omlhestandpointofhisChristiananthropology.Herespeaks

Paracelsusastheologianratherthanasphysician.

C6DeJnerationestultorum''(OntheoriginoftheFools)fbllows

thechapter:GDelunatici''inthe{<Philosophiamagna''.Hediscusses
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hegivesaChristiananthropologicalexplanationofthepsychic

diseases,baseduponthedualismbetweenthedivineandthe

animalstructureofhumanbeing.LunaCymeansinthiskindof

interpretationvictoryoftheanimalnatureoverthedivinespiritin
Inan、

ThepartofhumanbeingheshareswiththeDivine,"Biltnus

gottes"(imagodei),ismadefiomtheword"fiat'',whiletheanimal

partismadefifomthe"limbus''whichisnothingbutthemortalin
nlan．

64Nowyououghttoknow''heexplains,@6thatwhenamanbecomes

insaneitdoesnotmeanhumanbeingismad,butonlytheanimal

inhim.Andheistobecomparedwithadogwhichrunsmad

andisenraJdbyinHuencesofstars.Thesameoccursinman.

Lunaticusistherefbreaquitelegitimatehame,fbritpointsout

thatthereisaninteractionofanimal-starsandanimal-man．
，ラ

Itisthoughtthatthereisacorrespondencebetweenstarsand

animalswiththeircharacteristicbehaviourswhichagaincorrespond

tosomespecificpassionsofmen.Thisconceptoftheinteraction

betweenanimal-starandanimal-manhasitsoriginintheneo-platonic

theoryofCorrespondenceOrSympathywhichiscalledthemain

fbrceinthecosmos;butthiscorrespondenceofManandStarbears,

accordingtoParacelsus,danJrfbrmen.However,ifamanlives

withhelpoftrueChristianbelief;allthoseinHuencescannotdohim

anVharm.Ifhelivesasananimal,theanimal-starswillhave
"

stronginHuenceuponhim.Theindependentanimalnatureinman

isthenstimulatedandkindleduntilhebecomesfbllv.Theresults
′

arethe$6lunatici''whobehavequiteremotefi､omthedivinespirit

whiChresidesinthemandcannotbeaffbcted.

InordertosvInbolizethisbestialorinstinctivenatureofman,

ParacelsusalsoquotesexamplesfromtheBible,likeJohntheBaptist

whocalledthePharisees$$broodofviper5',orChristwhospokeof

GGfalseprophetswhocometoyoudrcssedupassheepwhile

underneaththeyaresavagewolve3'.

<GTherefbrelpresentyoutheseallegoriesborrowedfi､omChriSt,so
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Supposedcausesofnightmares-areexplainedastheresultofextra-

vagantimagination.

${jizc"jiaremale,SIIJ""6"arefbmalecreatures.Thevarethe
〃

outgrowthsofanintenseimaginationofmenandwomen,fbrmed

ofthesemenofthosewhocommitthesinofOnan.Suchsemen

doesnotcomeintothepropermatrix,willnotproduceanything

good…”

G<Thissemen,bornfiFom'imagination,maybetakenswayby

wanderingspiritsatnight,andcarriedoutbythem.Thereare

spiritsthatrnayperfbrmanactuswithit,asmayalsobedoneby

witches,and,inconsequenceofthatactus,manycuriousmonsters

ofhorribleshapesmaycomeinexistence..."

ThetheoryofParacelsusseemstodayquiteridiculous,butitcan

besaidthathisinsightintothesensualorsexualsourcesofim-

aginationmightbequitesimilartosomemoderntheories.

Hisconceptionofimaginationhasactuallyitsmodernversions.

Oneofthemmaybethe"animalmagnetism''ofMesmerattheend

oftheeighteenthcentury.Mesmer,indeed,issaidtohavestudied

indetailstheworkofParacelsus,especiallyhisthoughtofcosmic

powers.

Ontheotherhand,thinkingaboutthepowerofimagination

occupiedthecentralpointofthetheoryofhysteriainthelatter

halfofthenineteenthcenturyandatthebeginningofthetwentieth.

Intheirterminology,itappearedastheproblemofsuggestion

discussedbyrepresentativeauthorssuchasBernheim,Charcot,Freud

andBabinski.

IV.DeLunatici,DeStultiandotherfi,agmentsinthe<$Philosophia

magna''

Insomechaptersofhis:GPhilosophiamagna''writtenperhaps

duringtheyearsl528-1532,Paracelsustakesupagainthesubject

ofmentaldiseases.Thepreviouswork$GDemorbisamentium''states

thatthesoleoriginofthementalillnesscomesfi､omnature.Inthe

chapter:CDelunatici''ofthe$GPhilosophiamagna'',onthecontrary,
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struggledawhileandthenfbllasleep.Shepretendedthatshe

wasill,spokenothingandonlysmockedherhusband".

GGBvthewav、otherwomentoobehavedinthesamewav、sothat
‘ ‘ず ‘J

theoneinHuencedtheother,andfinallypeopleconsideredthis

illnessasasortofpunishmentofGod.Theylookedfbrsomebody

whomayhavebeenresponsiblefbrthedisease，andfbrsomebody

whocoulddriveitaway.Superstitionfbrgedahereticalspiritbut

soonafter,St.Vitusbecamethepatronandtheidolofthe

disease，ThatiswhvitwasnametheSt.Vitusdance...
ツナ

J

Manypeople,hecontinues,weremadevictimsofthissuperstition,

andweresaidtohavefbllencertainlvintodisease.Thosewho
″

wereveryfbndofdancingandatthesametimeinHuencedbythe

abovementionedsuperstitionaremostlikelycaughtbythisillness.

ThussuperstitionanddiseasecaninHuenceeachother.

TheSt・Vitusdance,firstdescribedinthiswaybyParacelsus,

isalsofbundinthefamousbook@CAnatomyofMelancholy''of

RobertBurton(1577-1640)andeveninthenosologicalclassification

ofPh.PinelattheveryendoftheeighteenthCentury.

Thethirdchapterofthis(GInvisibleDiseases''givesadetailed

descriptionoftheconceptof"Imagination"(Einbildung).

Hestatesthattheoccurrenceofimaginationisalwaysthesamej

itiscoupledwithemotionanddesire(Begierde),andisoftensetin

motionbeingstimulatedthroughsomeimpression.Imaginationis

sopowerfi,lthatitcanbecomparedwiththe:6will''ofacarpenter

whowantstobuildahouse.So,inthetypicalanalogicalway,the

imaginationofawomanmayabletoconstructahousewithinher

invisiblebody.Imaginationistherefbreaninstrumentinherselfby
whichshecanrealizeallherdesires，andinherchildsheDossesses

J 典

aplasticsoilfbrherworks.Inthatwaysheisalsoabletoachieve

whatParacelsuscalledher"masterpiece''(Meisterstdck),whichman

cannotbringabout.Thewoman'sabilitytorealizeimaginationis

stronJrthanthatofman,butbecauseofthis,womancanbemore

dangerousandmorestronglyboundupwithcosmicanddemoniac

powersthanman.Littlemonsterslikeasincubiandsuccubae-
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Aremarkablebookfromapsychiatricpointofviewmaybe

also"Decausismorboruminvisibilif(Biichervondenunsichtbaren

Krankheiten).Thistreatiseon"Invisiblediseases",perhapswritten

duringhisstayatSt・Gallinl531,makesaninvestigationintothe

influencesmentallifbmayhaveuponthephysicalprocesses.In

modernterms,itmightbecalledabookonpsychologyandpsycho-

pathologyofReligion.Itis,inasense,verysoberabooktocool

downthereligiousenthusiasmsofhisage.Faith(GIaube)isliable

tofallintosuperstition(Aberglaube).HisdeepinsightnevermisSed

thismiserablepropencityofhumannature.Heattacksnotonly

manysuperstitionssharedbyfblklores,suchaswoundspellsand
variousnostrum9，butalsothebeliefindemons,insacramentsof

夕

severalsects,relics,ceremoniesandsaintswhichhavebeenencouraged

bytheofficialchurch.Acertaingroupofdiseasesassociatedwith

St.Veltlin,St.CurisandSt.Anthonyshouldhavetheirnaturalcauses,

andthesesaintshavenopoweroverthem.Curesandfaithhealings

suchastheseareolderthanChristianfaith,andcanbetraced

backtotheancientEgyptiansandGreeks.

GGFaithmayworkinbothways'',hemaintainsinhispreface,

"withthegooditproducesgoodworks，butitleadstheevilto

evilworks''.

Nowthereisaninterestingcasehistorydescribingtheso-calledSt.

Vitusdance.

6!Thisdiseasehasastrangeorigin,whichissomewhatdiffbrent

fi､omthediseasesalreadymentioned・Awoman･namedTrophea

wasthefirstcaseofthisstrangeillness.Shehasbeenofa

capriciouscharacter,andbeCameangrywithherhusbandwho

saidtohersomethingunpleasant・Soshebehavedasifshewere

sickandinventedadiseasewhichwasvervconvenienttoher.
‘

Shestartedtodanceandinsistedthatbyallmeansshecouldnot

stopdancing.Fornothingisvexingahusbandmorethanhis

wifbstartingtodance.Inordertofbignsicknesssheskippedand

jumped,sangandbabbled,didmostdisagreeablethingsfbrher

husband,andwhendancingwasover,shefblldowntoearth,
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changedbyman.Allwecandoistocurethesicknessbyseparating

thecorporaandsubmittingeverycorpustoitsproperstars.The

separationcanbeeflbctedonlybyhisspecificαγcα"α,thatisso-
called$Gsecretmedicineg'.

Hementionsthreekindsofremedies:mistletoe,bloodfi､oma

decapitatedman,andpiecesofhumanskull.Thesearcanaseemto

ussomewhatgrotesque,butfbrParacelsusandhisRenaissance

contemporariestheywerecertainlynot・Misletoeisgoodfbrepilepsy

originatingfiFomtheelementofwaterandwillseparatetheepileptic
coniunctionsofVenusandMoon,MoonandSaturn,orSaturnand

Venus.Itmustbepreparedatthetimewhentheseplantsarein

theascendant.Inthecaseofadministrationofhumanbloodcertain

astrologicalrulesmustbefbllowedtoo.

Aschemicalremediesherecommendspreparationsofgoldand

coral・HerCjects,ontheotherhand,oridinaryoilofvitriolbecause

itdoesnotcontainthearcana・Onlvthevolatilevitriolheclaims
〃

tohavecurativepotencyuponepilepsy.

Paracelsiantheoryofepilepsyillustratedaboveisaspecial

developmentofhisgeneraldoctrineofNatureandDisease.

Emphasizingitsparoxysmiccharacter，thesecondbookof

Caducus(FallingSicknessofWomen)treatstheoldconceptsof

hysteriafifomanewpointofview.Bothepilepsyandhysteria

cannotbeseparatedintheircause,originandessence・Thedi錠一

renceliesonlyinthefactthatthestartingpointofthelattercomes

fi･omthefbmalematrix,oruterus.Godhasputinthewomanthe

matrixas｡6imitation''ofHisactofcreation.Awoman,herselfa

microcosmashumanbeing,hasstillanother"smallworld"iilher.

Thusshecontainstwoworldsinher，andtherefbremusthavemore
"

suffbringsanddiseasesthanman・Becauseofhermacro-microcosmic

connectednesstheparoxysmsattackawomenintwoways:as"ftllling

sicknes3'andfilrthermore(Gfallingsicknessofmatrix".

111.DeCa''Rigmorboruminvisibilis
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itsso-calledco,jo"cMjustasthebodyofmaniscomposedofthem.

Therefbreitispossiblethatthegenesisofthundercancorrespond

toonefbrmoffallingsicknessinman.Therearethreeotherfbrms

whicharecorrespondingtootherimpressionsofthethreeelements.

Asfi､omfirecomesthunderstorm,fi･omairthunderwithoutl､ain,

fi､omearthearthquake,andfi､omwaterresults$$Lorint"(cyclone).

Themacrocosmcontainstherefbrefburkindsofepilepsy・Noweach

elementhasmoreoverits"""加,itsstarswhicharefbrmingcertain

constellationsandbytheircourseareresultingtheeventsofthings.

Paracelsus,afterhavingthusdescribedthemacrocosmicparoxism,

proceedstothemicrocosmicfitofman・Whenathunderstormis

approaching,theanimalsnoticeitandbec6merestless.Soman

toobecomesterrifiedwhenhefbelsanepilepticattackapproaching.

Thencloudsgatherinthesky,whileman'seyesightbecomesweak-

'enedandhefbelssleepy.Nextcomeswind,sweepingeverything

away;inthepatients,theinnerwindmakeshisabdomenand･neck

swell.Thethundersendsfbrthlightningandtheepilepticseesfire

befbrehiseyes.Thethundershedsitsrain;theepilepticemitsfbam.

Hailandastrokeoflighteningbreakwallanddisrupteverything

sotheepileptic'slimbsarebentandbrokenbyfbrceoftheinvisible

stormandlightninginhisbody.Whenthethunderstormisover

thesunbeginstoshine,butittakestimeuntilithasdriedthe

wetnessoftherainandthemuddvwavs.Likewise，thereason,
’ ‘

bodyandsensesoftheepilepticrestuntilthesunofthemicrocosm

hasrestoredthemandhereturnsbacktohisfbrmornormalstate.

Theseseverestepilepticattacksmentionedaboveareassignedto

thestarsoffire.Thereareotherweakerfitsassignedtothestars

ofearth，ofwaterandfinallvofair.Paracelsusbelievesthatthe
l

paroxysmcanchange丘omoneelementtoanotherorcanpresent

amixtureofthem.Headvisesthatthephysicianmustbeableto

diffbrentiatethekindofstarsunderwhichthepatientsaresuffbring.

Nowco"Dγαand""[z(stars)bothacttogethertofbrmepilepsy.

Theonlypossibletreatmentistotakeawaythecorporafifomthe

inHuenceofthestars,sincethestarsandtheiroperationscannotbe
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physicianisnotwillingtotransmit$6BarmherzigkeitGotteg',hewill

bedevoidofanimportantpartofhisnecessaryknowledgeand

therefbrewillfailhisdutVintheend.
●

Nowitisthedocter'sobligationtoknoweverythingabout

diseasesandinparticularaboutseriousmaladiessuchasfalling

sickness.Ifheloveshispatients,thenhewillbeabletoobtainthe

necessaryknowledgefbrhiscures,fbrGodhasprovidedremedies

fbralldiseases,includingepilepsy・Todenythecurabilityof

epilepsywouldmeantodenyGod,ourcreator・Godhascreated

remediesibranykindofseverediseasessothatHisgreatworkmay

berecognized.Therefbre,thephysicianoughtnottodespair,but

shouldlearnfi､omNaturewhichisGod'screationandheshould

nottrustinimperfbctbookswrittenbymen. ForParacelsus,

rejectionofmediaevaldoctorsconcerningtreatmentofpretended
incurablediseasewasoftheDevil.

Inthesecondchapter,hetreatsthesemiologyandaetiologyof

epilepsy.Buthisdoctrineofthisdisease,asO．Temkinhaspointed
Out、isnotbasedonananalvsisofdirectcausesandeffbcts｡buton

J ‘

aninterpretationbycosmicanalogies・LetushaveashortloOk

upononeofthesetypicalanalogies.Man,asthemicrocosm,

containsinhimselfeverythingexistingintheouterworld,the

macrocosm.Thismacrocosmisman's"mirror''(Spiegel),anditis

dividedintotwoparts，HeavenontheonehandandEarthonthe

other. Eachofthemcomprisestwoelements. Theelements

ofHeavenarefireandair,whiletheelementsoftheEarthconsist

ofearthandwater.Theseelementsarecalledbvhimas:Gmothers''
′

(Miitter)ofthings,whichbearvarious"fifuits''and"impressionf.

Thustheplantsarethefruitsofearth,metalsandstonesthoseof

wvater，dewisbornofair，rainoffire.Whereasthefi､uitoffireis
該 "

rain，itsimpressionisthethunderstorm.Theseimpressionsnow

correspondtodisease,andintheelementoffire,thunderstorn'

correspondstoepilepsy.

Thematerialfi･omwhichathunderstormisbornconsistsofthe

fbllowingthreeprinciples:sulpher,mercuriumandsal.Theyfbrln
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camenta.Butthemosteffbctiveofall，hemaintains，isthealche-
”

micallypurified､GArcanumvitrioli",anether-likesubstance.

Formania,herecommendsasurgicaltreatment:Dissectionof

theskinwherethediseaseresides,andapplicationofamixedplaster
●■

onextrenlltles；

ThecureofSt.Vitusdanceseemstobesomewhatcurious.

Thepatientsmustmaketheirownimagewithwaxorrosin,and

addresswordsofcursetoitinordertomovetheirthoughtsonto

theimaJ.Afterthat,theyaretoldtothrowitintofireandburn

itcompletely,sothattheycanfindneitherashesnorsootsofthe

wholeimage．OrinanothertypeofSt・Vitusdance,i.e.chorea

imaginativa,theymustabstainfi､omfbodanddrink,untiltheir

wantonimaginationwillbedeprivedofthem.

Forthelunaticsherecommendsremedieswhichweakeninfluences

ofthemoonandsun.

Againsttheinsani,preventivemeasuresmustbetakenfbrthe

parents.Thevesani,nustbetreatedbyantidotesagainstpoisonous

substancesthevhaveeatenordrunk.ItseemsthatParacelsus
‘

cannotoHbrsufficientdescriptionoftreatmentfbrmelancholics.

11.DeCaducisletII

TheepileptologyofParacelsusisdevelopedintwobookswritten

inl530(or31);thetitleofthefirstbookiscalled"DeCaduci,das

ist,vondemhinfallendenSiechtagen",thatofthesecond"DeCaducis

libersecundus,NehmlichdeCaducomatricis,dasist,vomhinfallen-

denSiechtagenderMutter,soalleindenFrawenanhengt''.

Thefirstdealswiththefallingsicknessingeneral,whilethe

secondtreatsthediseasesoriginatingfiFomtheuterus.

Thefirstbookbeginswiththeethicsofaphysician.Anecessary

virtueofthephysicianis,befbreeverything,compassion,or!!Barm-

herzigkeit''.Amongmostdoctors,however,hefindslackofcom-

passionfbrtheirpatients.@6Barmherzigkeit''mustbetheverybasis

ofmedicine,becausethemostimportantmissionofmedicineisto

makesuchpeopleperceivecompassionandloveofGod.Ifthe
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Thefifthchaptertreats"theoriginoftrulyinsanepeople'》

(VomUrsprungderrechtenunsinnigenleuten).Allthemental

diseasesmentionedaboveareofparoxysmal,acuteorsubacute

nature.Theysuffbrfifomattackstimeandagain,sotheylosetheir

reasonandlaterregainit.Nowtheauthorspeaksofthosewhoare

permanentlyinsane.

Forthisgrouphestatesthattherearefburkindsofinsane

people:Lunatici,Insani,VesaniandMelancholici.

L""fz"ciarethosewhogetthediseasefi､omthemoonandreact

accordingtoit，Theyareruledbythemoon,whichisthoughtto

havepowerofattractionandtearreason'outofman'sheadby

deprivinghimofhumoursandcerebralvirtues.Thispowerisat

itsheightduringthefilllmoon,andthelunaticssuffbrmostthen...

〃sα"iarethosewhohavebecomeinsanesincebirth.They

receivediseasefi､omthemother'swombasaheritage,suchasa

familywhichishereditaryinsaneorachildwhohadbeenborn

insane.Theseedanditsfimctionmavbedefbctive,oritmavbe
ヅ ‘

inheritedfi､omthepartoffatherormother.

脆”"iarethosepeoplewhoaredeprivedoftheirreasonand

senses,beingpoisonedbyfbodanddrink.Theerearemanytypes

of.vesaniae:somearecompelledtoloveawoman,somearebent

onlyonfighting,theothersarefbrcedtojumpupandrunaround

allthetimes,andSoon.Suchdescriptionsremindusofsome

conceptsofmodernpsychiatry,suchas"monomania"or@:KampfPa-

ranoia''、althoughtheiraetiologiesarequitediffbrent.

OnthegroupcalledM郡α"c肋"〃thereisnodetaileddescription.

06""jarethosewhoarepossessedbythedevil,andtheyought

tobestrictlyseparatedfi､omotherpermanentlyinsanepeople.

Partllofthisbooktreatsthetherapyofmentaldiseases.

Paracelsusdistinguishedherethe@cmental''(spiritual)sharplyfi･om

the:Gphysical''therapy.Foraphysicalillnessamaterialremedy

mustbeapplied，andfbramentalaspiritualremedy.

Theauthorenumeratesremediesfbrtheftlllingsicknessas

fbllows:Coagulativa,Constrictiva,SedativaandConfbrtivamedi-
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growsisadistilledhumourwhichentersthehead''.Thereare

threekindsofdistillationandonlvfiFomthesethreecanmaniaarise.
〃

Eachdistillationhasaspecialoriginandeffbct.Thusthedistillation

comingfijombelowthediaphragmmakesthepatientsalmostmad

andsenseless;theyfalldownquickly,donotwant､toeat,vomita

greatdeal,andsuffbrfi･omdiarrhoea;theymurmurtothemselves>

donottakenoticeofotherpeopleoroftheirsurroundings.The

maniawhichgrowsabovethediaphragmisverygraveandis

accompaniedbymuchpressurearoundtheheartandpaininthe

chest・Themaniacomingfi､omthelimbsmakesthepatientsgay

andjoyfillandalsoquitewild...

Thereisanoteworthysuggestionthatsuchmelancholic，whoby

hisnaturehasbeenmelancholic,becomesamaniac.Thephysician

AretaeusofCappadociawasthefirstwhodescribedintheearly

secondcenturyA.D.,ashiftofamelancholicstatetoamaniacal.

Itwas,however,onlyinthelatterhalfofthenineteenthcentury,

thatsuchconceptsof@6lafbliecirculaire"(Farler),"lafblieadouble

fbrme"(Baillarger)or@$dasmanisch-depressivelrresein''(Kraepelin)

werefirmyestablished.Inthisrespect,thefbresightofParacelsusis

reallyremarkable.

InthethirdchapterthereisadescriptionofSt.Vitusdance(St.

Veit-Tanz).Thisdisease,hesays,mightbecalledchorealascivaor

imaginativa.Therecanbefbundtwocauses:anaturalcauses

andduetothelaughingvein,anaccidentalcauseduetothe

imagination(Einbildung).MoredetailedaccountoftheSt.Vitus

danceisfbundinhislatertreatiseon"InvisibleDisease3',which

willbediscussedlater.

Thefburthchapterdiscusses"theoriginsofintellectualsuffbcation''_

1thasphysicalcauses:wormsintheintestine,pressionofuterusin

women,excessivetakingoffbodanddrink,headiniuriesetc.He

writesfilrthermoreuponastatewhichsuggestsso-callednight

delirium.Itseemstobemostlikelythatthesuffbcatiointellectus

couldcorrespondtothe:<symptomaticpsychoses''orthe(Gexogene

Reaktionstypen"(Bonhoeffbr)inmodernPsychiatry.
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withthe:6Psychiatry''ofParacelsus.

I.Demorbisamentium(VondenKranckheytensodieVernunfft

berauben)

Paracelsus'book:6Demorbisamentium''(OnDiseasesthatdeprive

manofhisReasons),writteninl525or26、waspublishedposthu-

mouslybyoneofhis.pupils,Dr・AdamvonBodenstein,in1957.

Paracelsusclaimsherethatsuchdiseasesshouldnotbeattributed

togllostlybeingsanddevilspirits,butthenatureisthesoleorigin

ofthesediseases.

Partlofthisbooktreatstheoriginsofmentaldiseasesandit

isdividedintofivechapters.Thefirstchapterdescribesthefalling

sickness，thatiseDileDsv.Hestatesthattherearefivekindsof
ダ

ム入ノ

fallingsickness(hinfallendeKrankheit).Theseatofthefirstisin

thedrain,thatoftheliver,thethirdintheheart,thefburthinthe

intestinesandthefifthinthelimbs.

Symptomesknowntousas;Ggrandmal''aredescribedbyhim
asfbllows:

"Insomecasestheparoxysmisaccompaniedbymuchfbamin

somebymuchwater;inothercasesthepatientsrolltheireyes;

somehavetwistsandcontortions;somearestiH､;sonlescreanl;

somearequiet,somearethrownagainstthegroundasifby

fb1℃e;somesitdownJntly''.

Andnotonlyhumanbeings,butalsosomeanimalssuchassquirrel,

lionsandmanykindsofbirdssuffbrfi､omthiSdisease.Boiling

vapoursof"jγ""szﾉ""(Lebensgeist)makethewholebodytremble,

andfallingsicknessisregardedanalogicallyasanearthquake,which

makesthewholeearthtremble.ItishisOpinionthatthedisease

startsinthemother'swomb,isimplantedinthechildrenandgrows

withthem.

Thetitleofthesecondchapteris$:OnMania''・Accordingto

Paracelsus,maniaisanalterationofreasonandnotofsenses.

Symptomsofmaniaarefianticbehaviour,unreasonableness,constant
restlessnessandmischievousness:$4thematterfi､omwhichmanin.
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thewords:<(Intheyearofl541,the24thofSeptember,heexchanged
lifbfbrdeath''.

PsychiatricWritingsofParaceIsus

Paracelsusleftahugevolumeofmanuscripts,ofwhichonlya

fbwhadbeenpublishedduringhislifb-time.Thefirstcomplete

workswereeditedbyaphysicianatGlogau,JohannesHuser(1589

-1591).Onevolumeofthesurgicalwritingswasaddedlatel･(1605).

Butthestandardcollectionofmedical,scientificandphilosophical

textseditedbySudhofrappearedinl4volumesbetweenl922and

1933JTheeditionofthetheologicaltreatises,startedbyKurt
Goldammersincel957,willruntomorethanlOvolumeswhenit

willbecompleted.

Outofthesecollectionswemaypickupfbr!ourpurposeseveral

medicalandnon-medicalarticlesconcerningmentaldiseases.

Inhisearlywork<GVolumenParamirum"(c，1520),thefirst

bookoftheso-called!<Para"-works,hedistinguishesiivecausesof
diseases,five@cEntia'':

1)Ensastrorum(theinHuenceofstars)

2)Ensveneni(poisoning,disturbancesofthemetabolism)

3)Ensnaturale(theconstitutionofthepatient,hishumours,

hishereditarytraits)

4)Ensspirituale(diseasesoriginatinginmentalderangements)

5)Ensdei(diseasessentbyGod)

64Therearetworealm3'hewritesmoreover,@(intowhichdiseascs

canpenetrateandspread''．G:Thefirstisthatofthematter,that

istosay,thebody;...theotherrealmisnotmaterial,itisthe

spiritofthebody,whichlivesinitintangibleandinvisible,and

whichcansuffbrfi､omexactlythesamediseasesasthebody.But

becausethebodyhasnoshareonthislifb,itisthee"s妙""“ん，

thespiritualactiveprinciple,fi､omwhichthediseasesprings...

therefbretherearetwokindsofdisease:thespiritualandthe
material''.

Itmaybeinthisspiritualrealmthatwearemainlyconcerned
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Inl529hewasinNiirnbergwherehecomposedtheworkon

syphilis,andtheninBeratzhausen(1529-1530)hewrotethegreat

book@(Paragranum''inwhichhedemandedthatmedicineshould

basedonthefburpillars:Philosophy,Astronomy,Alchemyand

Virtue.AtSt.Gall(1531)hecompletedhisflmous"OpusPara-

mirum''whichcontainedhisbasicmedicaldoctrines,includingthe

theoryofthethreeprinciples:Salt,SulfilrandMercury.

AfterthesqjournatSt.GallhemovedintothelandofAppenzell

inl533，Therewefindhimasalaypreacherandhealeramong

poorpeasants.ParacelsuscalledhimselfDoctorofHolyWritand

left,indeed，avolumeofmanscriptsonthetheologicalsubiects.In

thesameyearhevisitedminingdistrictsintheValleyoflnn,and

arrivedatlnnsbruckinastateofcompleteexhaustion.Having

iailedtogainprofbssionaladmission,hehadpassedtheBrenner

andreachedSterzinginthethroesoftheplague,in1534.Hewas

refilsedanddrivenawaybytheauthoritiesofthetown,buthis

ftlmousworkon"MinergDisease"(Bergsucht)andabooklet{(On

theplagueinthecitySterzing''weretheissuesofthoseoccasions.

ThenextyearhestayedatMeran，G6themosthealthyland,

wherethereisnogout,nocolic,norheumatism,nostone''.AtSt.

MoritzandP戯錠rshestudiedthehealingpowerofspawaterand

enjoyedthehappiestdaysofhislifb.

Inl536weseehimatAugusburgwherellecompletedthe

printingofhis"GreatSurgery"(GrosseWundarznei).

ThenwecanfindhimonhiswaytoBohemia.Herehebegan

hisphilosophicalwork:GAstronomiamagnaorPhilosophiaSagax''.

TheprefaceofthisfirstbookisdatedJune,1537,KromauCastle
inMoravia.

Onthewayback,afierashortstayatPressburgandVienna,

hereturnedtoCarinthia,hissecondhome-land,wherehededicated

hislastwork@GCarinthianTrilogy''totheDietoftheland.

ThelongjourneyofParacelsuscametoanendinSalzburg.

HewasburiedinthechurchyardofSt.Sebastian>wherehis

tombstonecanstillbeseeninthechurch.Theepitaphfinisheswith
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townandmarriedawomansubiecttothemonastryofEinsiedeln.

Aboutl502,probablyafterthedeathofhismother,fatherandson

movedtoVillach,aminingcentreofCarinthia.Herehemust

havegainedsomeknowledgeinthefieldofchemistryandmedicine.

AttheaJoffburteen,helefthomeasawanderingscholarand
visitedanumberofuniversitiesinEurope.Betweenl513andl516

hestudiedinltaly,notablyatFerrarawherehemayhavetaken

anM.D.,althoughthereisnoproofofit.Inthefbllowingyears

hewaseployedinanarmyassurgeonandcouldvisitmanyareas
ofEurope:Holland,Scandinavia,Prussia>Tartary,thecountries
underVenetianinHuenceandeventheNearEast.

Theninl525wefindhiminSalzburgwherehewassuspected

ofbeinginvolvedinthepeasantgwar・Inl526heacquiredcitizenship
inStrassburg,butthenextyearhewasinvitedtoBaselwherehe

stayedascityphysiciananduniversityprofbssor・Inthehomeof

thefamedhumanistpublisherFroben,hispatientandpatron,he

cameintocontactwithoneofthemostenlightenedcirclesofscholars

inEurope,includinghumanistssuchasEcolampadiusandErasmus
vonRotterdam.

Immediately,however,hegotintotroubleattheUniversityof

Basel・HelecturedonhisownexperienceincommonSwiss-German

dialectratherthanthecustomaryLatinandbegantocriticize

traditionalmedicineviolently.Inordertoshowhiscontemptfbr
medicalauthorityhethrewtheCanonofAvicennaintotheSt.

John'sbonfire.HismaintargetswereGalenandAvicenna.Itwas

quitenaturalthattheBaselFacultychallengedandattackedthe

doctorTheophI､astusvonHohenheim.Hewasscornedas6Qzco-

phrastu3inapoemwrittenby!GGalen''sentfi､om:lHell''.A丘er

quarrelswithsomedoctorsandoneofhispatientshehadtoHee

Baselinhasteinorderto_escapearrestbytheauthoritiesofthe

city.ItwasFebruaryinl528.

InthesucceedingthirteenyearshemovedfiFomcitytocity,

fi･omcountrytocountryandcouldgainafbotholdnowhere.But

hisclinicalandresearchactivitiesnerverdecreased.
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60PSYCHIATRY''OFPARACELSUS*

HiroshiOHASHI**

ThenameofParacelsusiswellknownasoneoftherepresenta-

tivefiguresoftheEuropeanRen･aissance.Hisgeneralimportance

canbeexemplifiedthroughthewordsoftheopeningaddressofthe

26thmeetingofthelnternationalParacelsusSociety,heldin

Salzburg,1976,whereProfSeppDomandl,Secretary-Generalofthis
Societv,stated:

‘”

"AlreadyduringthesecondWorldWarandinthelast25years

theresearchofParacelsushasbeenfirmlyestablishedinmany

countries.MembersofourSociety,co-workersofpublicationsand

speakerscomefi･omEastandWest,fi､oml9diffbrentcountries,
whichextendfromSouth-America,USAandCanadatoJapan･･･

Soitiswellaclearevidence,thatthemeaningofHohenheimis

recognizedworld-widetoday...
ツフ

AlthoughmanyaspectsofParacelsus'workhavebeentreatedby

manyauthorsindetail,thepsychiatricaspectofhisWorkdidnot
findvettheattentionitdeserves.Ofcoursewecanfindsome

‘

excellentinterpretationsonthisspecialdomain,butthe$$Psychiatry''
ofParacelsusstillremainstobeanopenfield.

TheLi症⑨fParacelsus

Paracelsus,orinhisfilllname,PhillippusAureolusTheophrastus

BombastusvonHohenheim,wasborninEinsiedeln,afamoussitcof

pilgrimagenotfarfi､omZtirich>in1493.HisfhtherWilhelmvon
Hohenheimwasapracticingphysicianwhohadsettledinthissmall

*PaperpresentedattheFourthlnternationalSymposiumonthcComparative

HistoryofMedicine-EastandWest,FUjilnstituteofEducationandTraining,
JapanOctoberl979.

**Dept.ofNeuropsychiatry,FacultyofMedicine,KyotoUniversity.
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6

Theexcerptsgivenfi･ommedicalliteraturerangingfi､omHan

Dynastytothel8thcenturydemonstrateagreatmanytermsof

decidedpsychiatricinterestinterwovenwithinthegreatfabricof

observationsandrationalmetaphysicsthatisChinesetraditional

medicine.Wefinddisordersofthinkingandmoodaswellas

convulsionsanalyzedinsuchfairdetailthatitissometimespossible

toassociatetoamoderndisorderentity.Thelinesofdemarcation

betweenthedisordersareindeedblurredaswewouldexpect-a

commentarythatanancientChinesedoctorwouldhavebeenas

likelytomakewerehetohaveseenourpresent-daydiseaseclassifi-
■

catlon、

Mentaldisorderofallevidencewaswell-knowninancientChina,

andseriousattemptstotreattheinsaneweremade.Hypotheses

aboutthenatureandcauseofmentaldeviationswereneverseparated

fromholisticsomatic/organicconcepts,ubiquitousintheConfilcian

HighTraditionmedicine.Tofindnon-organicviewswewould

havetolookintopopularshamanismandTaoistdaemonologyfbr

extrapersonalcausativeconcepts,orintoBuddhism,wheretheintra-

personalsoulhasitsupsanddownsanalyzedinpurelypsychological
terlns，

ConcerningtheprevalenceofmentaldisorderinChina,many

statementsexistaboutitsbeinglowerthanintheWest.Considering

thedifIbrenttraditionsinanalyzingwhatconstitutessuchadisorder

anddiffbrentbackgroundsinthecopingbehaviour.ofthea田icted,

hisfamilyandhissociety,anysuchargumentshouldbelookedupon

withgreatskepticism.
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|ITheClassicstatesthatallCrampDisorders(c""g痙)/are

characterizedby/stiffneck項強.Theybelongtothecausal

categoryofDampness".Itisalsosaidthatallcasesofviolent

stifrnessbelongto/thecausalcategoryof/Wind.TheDiscourse

[=Shα"9-"〃j""]saysthatint'(ziヅα"g太陽Disorders.apro血se

sweatingappearsthatwillcauseCramp(c"噌痙)．TheSix

Airs/ch'i/EmotionalStates("〃c"i六気)canalsobythemselves

giveCramp,evenwhenDampnessisabsent，TheSixWarps

("〃c〃"g六経,i､e.,thethreefbldyinandthreefbldyangsystem

ofdiseaseclassificationjseenintheSﾙα"g-hα〃j"〃tradition)each

havetheirownCrampmanifbstationtype.||

(C"""2,p.75)

|ICrampDisorder('""g痙)isaconditioninwhichthebodyis

Hot,fbetareCold,neckisacutelystiffa/pervasive/sensation

ofchill(0加〃悪寒)ispresent;attimestheheadisHotand

faceandeyesred，Headthenswings,therestofthebodybeing

still.Suddenlythepatientisunabletospeak喋andtheback

isthrownbacklikeabow反張[=tetanus?].Ifsweateffi'ses,

/thecausalfactors/ColdandDampnessarecompetingwith

eachother.Exteriorly,abundantVacancywilldevelopanda

sensationofchill(0加冗悪寒)willbemarkeduntilsweating

starts.Thepulseislikeasnake(strung?).||

（醗加〃2,p､163)

||Themanifbstationtype(ch'"g証)ofthelnfantileConvulsive

Disorder("""-gγルル』た〃小児滴)isofthesamekindasthe

CrampandFrightDisorders.Duringanattack/thechild/

becomesconfi'sed,fallstotheground，hasseizures>salivates

andemitssounds・Afierhavingfbodthechildwillgetwell

instantaneouslyasiftherehadbeennodisorder.Convulsive

Disordersaredividedintothefbllowingkinds:yin,yang,Fright,

Phlegm,Food,andWind…||

（“"α〃5,p.25)
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withitsignsofrepletion(J､〃ん実).ChronicSpleenDisorder慢

脾isofayinmanifestationtypewithaVacant(h"虚)fbrm.

ChronicFrightDisorderisofahalfLyin-halfyangmanifbstation

type…||

（“"α〃5,p.20)

Herewehavearemarkablenotionabouttheimportanceof

premorbidtraitsaswellasanunderstandingthatdrugsmaybe
detrimentaltohealthundercertaincircumstances.

|IThereareeightsymptoms('α肋〃八候)oftheFrightand

WindDisorders:Seizure(c〃呪播),trembling(""βh搦),dashing

(C"e"),shaking(c"α〃顔),hyperextension(j2'〃反),clenched

fist("加引),Hight("'"""鼠),andgazing(J"ん視),Therapid

stretchingoutanddrawingbaCkarmsandlegsiscalledseizure.

Whenfingers/rapidly/openandcloSeitwillbecalledtrembling.

When/partsofthebody/dashateachotherwithorwithout

fbrcewespeakaboutdashing[inthetextualcommentarytorti-

collisappearsasareasonableinterpretation].Shakingiswhen

theheadorthelimbsswaylikewhenringingahandbell.In

hyperextensionofthebodytheheadwilllookbackandupward

[=opisthotonus]・Inclenchedfistthehandsarepositionedas

ifstretchingabow・DuringHighttheeyeslookstraightahead

andareoftenmistakentorepresentanger.Ingazingonelooks

atthingswithouteyemovements.||

（“"α〃5,p.21)

Thissectionspeakswellfbritself-weseebefbreoureyesa

panickingpersonwithhypoCalcemicmuscularcramps,mostprobably

duetohyperventilation.

||IntheFrightandWindDisordersonewillobserveseizures

andtrembling,andthe.Fhe〃Spiritwillappearconfi,sed昏and

dazed1|貴Phlegm(j'α刀疾)willobstruct("""gz)Air/ch'iand

causeablockageinthechest.BIowimmediatelyanOpening-

the-Gate通関Powderintothenose-ifthepatientsneezeshe

willlive,butifhedoesnotdeathwillfbllow.||

（“"α〃5,p.21)
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mentalaswellascorporeal.

||IntheFrightandPalpitationDisordersthefacewillattaina

bloodlesshue.TherearenoColdorHotsensations,thepulse

isfloatingandtaut,andifthereisnosebleedthepulseisdeep

≦andweak…||

（“"α〃3,p.94)

||InFrightDisorderthepulseatthewristwillthrob,butin

PalpitationDisorderitwillbeweak.||

(CM""2,p.218)

Thisdefinitiondiffbrentiatesbetweentwokindsoftachycardia:

oneinwhichanxietyplaysaprominentpartandoneinwhichit

doesnot.

||InShortAir/ch'i(=shortnessofbreath)短気breathisshort

andirregular.InScantyAir/ch'i少気breathisinsu伍cientfbr

speechtobepossible.InPainfillAir/ch'itheHowofch'iinside

andoutsidethetractscausespain･DepressedAir/ch'i鯵気lies

betweenLostDriveandAnxiousFmotion佛情..||

("""",4,p.110)

Methodsoftreatment:

||WhatisCold寒shouldbewarmedup",whatisHot熱

shouldbecooleddown寒andwhathasbecomeknotted結

shouldbeletloose散.That.whichhasgoneuptofarshouldbe

presseddown,andwhathasgonedowntoolowshouldbelifted

up.Frightistobecalmeddown平;Joyisovercomebyfbar

andSadnessbyjoy.Theweariedshouldbewarmedandwhat

isshortandscantyistoberefilled.||

（醗加〃4,p,111)

||TheHeart/Mindgoverns主FrightandtheLivergoverns

Wind.IfHeart/MindisHotandtheLivercontainsWindan

acuteFrightDisorderwillarise.Ifthenaturaldisposition("

素)isweak,drugswillbecomeprecarious(c賊刀峻)inthatthey

maygiverisetochronicity(加α〃慢)．Followingvomitingand

diarrhoeaachronicSpleenWindDisordermayarise.Acute

FrightDisorderisayangmanifbstationtypethatalsocarries
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||If;inside,theHeartthrobswithouttherebeinganylbar,we

havePalpitationDisorder(c"Z悸).IfFrightisPartaSwell,

thedisorderiscalledche"g言c〃""g征仲,<6HeartNervosity''.If

oneisapttofbrgetwhatwassaidbefbre，wespeakabout

ForgetfUlness(ch""-z《ﾉα"g健忘).Forsomeonewhoappearscon-

filsedbutotherwisehasagoodappearance,thetermisAbsent-

mindedness(h"α"9-/izJ!洸惚).InthosewhohavelosttheirDrive

失志andhaveinjuredtheirshellSpirits,theHeart/Mindand

Gallbladderareweak...||

(Ch"""4,p.108)

Theche"9-c""'lg,"HeartNervosity",indeedresemblestheJapanese

s""“‘賊s〃神経質,the@6nervoustemperament''tobetreatedbyMorita

psychotherapy.

||ThereareNineProvoCativeAirs/ch'i:Cold寒,Hotsun貝，

Joy喜,AnJr怒,Weariness労,/Too-Much-/Cognition思，

Sadness悲Fear恐,andFright".Coldbringsabouta

restrainingactivityattheoutsideandtheporesareclosed.Hot

sunbringsaboutdrainingoftheinternalVapours蒸andopens

thepores.JoybringseaseandVacancy虚toch'iandan

extremedegreeoflettinggo散.WearinessdestroysCognition,

knotsupthepneuma/ch'i(=givesbreathingdi髄culties)and

makes/proper/conductdifficult.InAnger,ch'iwillruncounter

toitsproperHow("i逆),andifitgoesupwardleadtovomiting

ofblood;ifch'igoesdownwarditavailsitselfoftheSpleenthat

becomesVacant,causingdestructionandloosebowels.InFear,

ch'iwillgodownwardandinjuretheSeminalEssenceaswell

asDrive.InFright,theHeart/MindbecomesVoid無andis

pronetobecomedisordered掎乱;itleadstoc/iβ"g-c〃""g征仲，

HeartNervosity.InSadnesstheHourishingDefbnsivech'i(zf）〃

衛)willlessenandthedistributionofitwillnotreachout.

Healthydemeanourwillweaken,andmanifbstdisorderswill

growinluxuriance叢生.||

（“"α〃4,p.110)

Thisisthebasictheoryofexternalcausationofmedicaldisorders,
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Knowledge(c"ん智)entails.||

(c〃α〃4,p.108)

||TheHeart/Mindstoressh'"Spirit神,theSpleenWill意and

Knowledge智,theLungsPoSpirit@m,theLiverル"〃Spirit魂，

andtheKidneysstoreDrive志andSeminalEssence精When

theAir/ch'i/EmotionalStateisharmoniousandDrivesuccessfill

Joy喜andLaughter笑areborn.WhentheAirisviolentand

DrivezealousRage=andAnger怒areborn.IfGrief憂and

/Too-Much-/Cognition思areattachedtotheHeart/Mindand

cannotJtfi､eed,fbelingsofsadness,weeping,pity,bitterness

andsuffbringwillbesetfbrth.Insideareborndreadandfbar

thatmaketheafHictedpersonbegfbrcompany.Outside,appall

(haiS)isprovoked(c""ゾα〃触然)thatechoesbaCkanda

FrightDisorder(ch伽g驚)isinitiated.||

(C〃α〃4,p,108)

||TheClassic(H"α"9-〃〃"-c""g)statesthatthe"e〃顔and"""g

狂MadnessDisordersareatbottomthesame・Thefbrmeris

thenbroughtaboutbyayangandthelatterbyayinExternal

Evil("sieル邪).T~Me"MadnessDisorderbeginswithalossof

gaiety不楽andprogressestowardsilliness"inspiritand

inconsistenciesintalking・Inル参""gMadnessDisorderanger

andviolencearepresent,andsomeofthea田ictedwillnever

liedowntorest.Theeyeslookstraightahead,thepatient

cursesandscoldsanddoesnotrecognizehiscloserelatives.

ConvulsionDisorder(ん"〃燗)startswithspittingofsalivaand

progresseswithconfUsion昏>unabilitytospeak喋,andfalling

totheground倒.Therewillbeseizures(c/i'0zJ-c〃〃抽揺),but

whentheschavesubsidedthea田ictedwillappearlikeanormal

person.||

(CM""4,p.109)

The〃β〃MadnessDisorderhereresemblesanuclearschizophrenic

elopment(dementiaprEEox).Theル'""gMadnessDisorderisdevelopment(dementiaprEEox).Theル'""gMadnessDisorderis

viewnasanagitatedvarietyofthesamedisorder,andanycontent

ofconvulsionsisplaVeddown.
▲‘
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WormPoison(seep.5)

FrightCramps

FrightConvulsions

K~'""gMadRunningAboutDisorder

TMe"MadnessDisorder

InfantileConvulsiveFits

TwitchingsintheExtremities

(seenas狂崖an(I澗崖）

k〃j〃

c〃"gc〃"g

c屈噌c〃"z

だ“"gな0〃

"e"c"

c"i-な"噌

c〃胡

毒
痙
澗
走
疾
確

霊
驚
驚
狂
癩
痩
痙

5

IhavechosentolookintotheIな""gch加c〃β"'6）医宗金鑑the

46GoldenMirroroftheSchoolsofMedicine''fi､oml742tofindthe

matureconceptionsofpsychologicaltermsastheyhadbecomesettled

throughthecenturies.Theworkisacomprehensivetextbookof

thewholerealmofmedicine,heavilyleaningonherbaltreatmentas

wasusualduringtheCh<ingDynasty.Onefindsheretraditional

termsdefinedwithasenseoffinality,asWesternmedicalchallenge

wastoapproachonChinaahundredyearslater.Belowfbllowsa

selectionofstatementsonthepsychologicalsideofmedicine:

||TheSeminalEssential/Part/精粋oftheBodilyAppearance形

iscalledHeart/Mind心.Initsmidstisincorporatedthegood

NaturalEndowment(j'jg7z-Che〃天真).TheNaturalEndowment

isthepneuma/ch6iinwhichSeminalEssence(c""g精)and"e"

Spirit神taketheirorigin.Thecorporealbodycanbelikened

totheSeminalEssenceanditsfimctiontothe'"6"Spirit.||

(""""4,p.108)

||She"Spirit神fbrmsasubtleliaisonwithSeminalEssence.Hz"z

魂,the〃"gSpirit霊ofyangqualityaccompaniesthe.F""Spirit,

andSeminalEssencecomesandgoeswith'0塊,the〃"g

Spiritofyinquality.Will(＃意)isthatfbrmlessthingthat

makestheHeart/Mindmove.AspecializedpartofWillis

Drive(ch肋志)thatmaytransfbrmitselftowhatiscalled

Cognition("〃思).CognitionusedfbrlongplanningisAntici-

pation(J箆慮)．WhenAnticipationisusedtomanagethings,
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languageandcarrynotechnicalmeanings. Theirrelevanceto

psychiatryisquestionable.

Afbwmorewordsappearingintheearlyliteratureareworth

mentioning:jj､"躁and〃〃煩Like""(4(depression")they

denotedch'iconfigurationsininternalorgans,buttheycouldalso

beusedtodescribeemotions.Chapter61inS“"g-hα〃J"〃(Otsuka's

edition'0))reads:

||IntheDamageduetoColdFactors("!"Zg-伽〃傷寒)thepulse

willbefaintandtheperipheryofthebodywillbecold・On

theseventhandeighthdaystheskinwillbecoolandthe

patienthimselfagitated(j"0躁)．Ifhedoesnotcalmdown

withinashorttime,theperipheralcoldwillbeduetotapeworms.

Thepatientcanbeorderedtoclamdown,butwhenrelapsing

hewillbeanxious(jII"煩).Afieramomentthiswillstop.If
hetriestoeathewillvomitandoncemorebecomeanxious

，

（jh")…ll

Clearly,"oandjiz"denotevariousdegreesofanxiety.AIso

appearingin鋤α"g-hα〃伽〃isc""ご”識語G(delirioustaking''.Chapter

35inSﾙα"g-hα〃mj増〃j"〃reads:

|ITheDeliriouspatient識者willwhisperlikeaswallow呪哺

whentalking.Thistermalsodenotestellingabouthavingseen

absurdthings・AIIthech'imanifbstationsbecomeconfilsed)and

mentality神識isunclear不清…||

Finally,"iZcarriesthemeaningof"chokingsensationsinthe
chest''.

4

Themateriamedica('"-"'tzo)literatureoccasionallymentions

mentalconditionsastargetsfbrtherapy.Inthetexts,thisorthat

drug"governf(c加主)certaindisorders,i.e.indicationsarestated.

FromtheS""-"""gpg"-ｵ､『""0Ch伽912)神農本草経(WeiDynasty,late5th

centuryA.D.)and""-"'@zoc〃"gchicﾙ"'5）本草経集注(authoredby

T'aoHung-ching,c".A.D.500)thefbllowingtermsareexcerpted:

ハ"ic〃鬼涯(0γ注)DevilPossession
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whosuddenlydevelopbothGriefandRageandlosetheirspeech言

無音,whichenergypathwayhasbeenobstructed？llAnanatomical

discourseoftheairwaysisgivenandhowexternalfactorsmaybe

causallyinvolvedisexplained,butnothingmoreissaidaboutGrief

Thecharacter""thatlaterwasusedfbradepressivemoodis

intheoldertextsusedjusttodenotea"depressed"contentof

pneuma/ch'iinthevariousinternalorgans.

TheSungwork雛α"9-"〃mz"g〃伽Z13)傷寒明理論mentions"-

"""g澳膜(inChapter21)asmostlikelydenotingastateof.hostile

depression:

||Aomeansangryand〃""ggivestheappearanceofdepression

（”-加β〃鯵悶).IntheMindthereare/fbelingsof/angriness'澳々，

vexation悩々 ,discomfbrt煩々 ,melancholy膿々 anddepression

麓々 .Mindisinbadspirits不行I"andveryangry'|貴々 .||

ThesametermappearsinChapter45ofC/bi〃k"i.)I"o"ehjh"g

J""'4）金置要略方論,aSungemendatededitionoftheworkascribed

toChangChung-ching.

Itistemptingtoconnecttherelativemedicaldisregardof

depressiveaffectwithfindingsfiFomtransculturalpsychiatry.Psychia-

tristsdoingfieldworkinprimitivesocietieshavestatedrepeatedly

eversinceKraepelin'sstudiesonJavaatthebeginningofthis

centurv，thatcasesofmelancholvarerarelvifeverseen.The
′ジ ‘ ′

probableexplanationisthefactthatthedepressedpersonmakes

nofilss,andinnotbreakingthesocietalharmonyhisconditionwill

notberegardedasadisorder.Excitationwillbeamuchmore

obviousbreak.

Intheclassicalcorrespondancesystem,theemotionswereduly

dividedintothenumberaskedfbrbythenumerologicalclassification

systems・CorrespondingtotheFivelnternalOrgans(z"〃な""g五蔵）

wehaveGrief憂totheLiver,Joy喜totheHeart,Awe畏tothe

Spleen,Sadness悲totheLungs,andFear恐totheKidneys.Ina

systemofseven,therearetheSevenEmotions(c"jc""zg七情):Joy

喜Anger怒,Pity衰,Dread｣|",Love愛>Hate悪,andDesire欲．

Thesedesignationsappeartohavebeentakenoverfi,omordinary
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hasgeneratedit.TheMadpatientwillshowanincreasedappetite.

Heisboundtoseedevilsandgodsandtolaughinwardly.Astate

ofgreatjoyliesbehind.Hungerwillgivedistressbutfbodwill

soonbringaboutasenseofwell-being.||

The"""gMadnessDisorderisafairdescriptionofwhatwe

todaywouldcallanagitatedpsychoticdisorderwithaHEctive

disturbanceandvisualaswellasauditoryhallucinations.Onecould

daringlyevenusethetermmanicpsychosis,butaschizophrenic

syndromemightlookalike・The"e"MadnessDisorderismore

difficulttopindown・Insometextsthisdisorderisclearlyrelated

toseizures,andthetwistedmouthinthisdescriptionwouldpointin

thatdirection.Inthe""9J､"aswellasintheSﾙβ"-""哩力β"-な，a0

thecharacter"e"iscombinedattimeswithhs"〃滴,andherethe

meaningofseizuresofepilepticoriginismoredefinite.Witha

littlefantasythedescriptiongivencouldcoverprodromalsymptoms

relatedtovariouskindsofepilepsy.Othercrampmainifbstations

wereinterpretedotherwise・Attheendof〃"gJh〃Chapter23,

GGOnHotDisorders''weread:

||Heartburn(h"".『hα〃心油,[anginapectoris?])isaviolent

disease.WhenthereisDiscomfbrtintheHeart/Mind(jh〃hS加

煩心)thereispainintheHeartaswellasalongtheinsideof

theupperarm;itcannotreachthehead…InWindCramps,

（た"gc""g風痙)thebodywillbendback…||

Whenjb"gCん伽g風痙ismentionedintheShe"-"""g′e"-#s'"(cん"α〃

2,p.11b)itisagaininconnectiontovarioustroublesaroundthe

heartincludingJ､加刀油.Itthusappearslikelythatc〃"g痙represents

notanepilepticcrampbutasubjectivecrampysensationinthe

chestthatisthoughttohavebeencausedbyWind,た"g風.Wind

isanelusiveconceptthatapparentlywasthoughtofasacausative

agentbehindvariousconditions-insanities,jointpains,chestcramps,

andsoon.

Onesearchesinvainfbrdescriptionsofclearcutdepressive

conditionsintheancienttexts.Chapter69in"'Zg""isentitled

"OnGrief;RageandLossofSpeech憂患無言"andreads:||…People
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ofallevidenceregardedassuchbyeveryone.AnthropologistMaIjorie

Topleylo)hasgivenavividaccountfi､omHongKongofhowfi､ight
maycauseaspecificsyndromeinsouthernChinesebabies,bythe
CantonesegrandmotherscalledA7"A:-tJ､'"".IntheS""9-ﾙα〃j""'1）傷
寒論(DisCourseonColdDamages,3rdcenturyA.D.)Frightis

mentionedonlysporadicallyandinconnectionwith〃〃煩Chest
Discomfbrt(beginningofChapter61,seeOtsuka'')).Asideofbeing
aDisorderinitselfFrightcanalsobeasymptomofanother
disorder(seefbllowingontheA7'"α増MadnessDisorder).

TheZ,"29､f/izJChapter22isentitled:4OnZ~Me"andk'""g癩狂
MadnessDisorders",describingtwoimportanttermsthathasremained

withChinesemedicineeversincebutwithachangingmeaning.

’|…万β〃MadnessDisorder:Attheonsetthepatientloseshis

gaiety不楽,hisheadfbelsheavyandpainfUlandhisgazeis
directedupward.Theeyesbecomered,sometimestoanextreme

degree.HethendevelopsaDiscomfbrtinhisHeart/Mind(ん施
鰄〃煩心).Symptomsareallseenintheface..….Whenanattack
of"e"MadnessDisorderstartsthemouthbecomestwisted,the

patientScreams,breathingJtsdi伍cultandthepulseshows

palpitation……Thepatientalsofallsbackward(jZz"c"a哩反侵）
andfbrthisreasonhewillfbelpainalonghisspine.||

ll…k'剛α噌MadnessDisorder:Attheonsetthepatientfirstgives

anappearanceofsadness.Hethenmaydisplayhappiness,

fbrJtfi,lness,bitterness,angerandfbar.Griefandstarvationlie
behindthiscondition("c〃んγ〃0得之憂餓).WhenanattaCk

startsthepatientsleepslittleandisnothungry.Hebelieves
himselftobeofloftyvirtue,disputesinmattersofwisdom,tells

hownobleheis,likestoabuseandcurseanddayornight

neVerrestS……InMadTalking(k'"α"gJe〃狂言)thepatient

showsFright(c〃"g驚)andisapttolaugh,likestosingandbe

merry,recklesslywalkingaroundwithoutrest.Astateofgreat
fbarisWhatliesbehind.InthisMadnesstheeyemaylookat

andtheearlistentoabsurdities("""gc""〃妄見,Zfﾉα"g”β〃妄聞）

andthepatientwillofienshout.Adiminishedamountofch'i
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MadnessDisordersarefi､equentlylistedinconjunctiontoit.A

probablesolutionwouldbethatkzJmirroredtheeasilyrecognized

troubleofintestinalworminfbstations,andthatwormswerethought

ofasbeingcapableofcausingbehaviouraldisordersmuchthcsame

asdevilsandfifight."""g狂isnotedbyLu&Needhamtoappear

asearlyas555B.C.denotingamaddog,possiblysuffbringfi､om
rabies.

Inthe"""α聰‐〃〃"-c〃噌黄帝内経,thelnnerClassicofthcYellow

Emperor,psychiatrictermsappearmainlyinthepartcalled厘噌sﾙ〃

霊枢(DivinePivot).Althoughthetextwassubstantiallychanged

duringeditinginearlyT1angDynasty,thetermsfbrsymptomsmust

beregardedtobeancientandtodepictcommonusageduringthe
FormerHanDynasty.Oneofthemostcommontermsappearsto
bec""g驚,FrightDisorder.

’|…TheYellowEmperorsaid:Therearethosewhocancndure

painandthosewhocannot.Itisnotaquestionofmere

bravery(JJ""g勇)andcowardice(c""ル怯)．Somebravcsoldiers

cannotstandpain,andinthefaceofperiltheyanticipatepain

andhalt.Somecowardlysoldiersdostandpainbutgetafi､aid

inperiloussituations;however,iffbelingpaintheydonotget

movedbyit.Thebraveswhocanstandpaindonotget
afi'aidandiftheylbelpainarenotmovedbyit.Thecowards

whocannotstandpainexperienceitinanydangeroussituation.

Theireyeswillturnaround,thefacelooksperplexed,fbarmakes

themunabletospeakandinlosingtheirbreath/ch'i(s"Mc"j

失気)theydevelopFrightDisorder(c〃哩驚).Thefacialcolour

chanJs;theymaydieallofasuddenbutmayasabruptly
cometolifbagain…||

(midpartofChapter50in〃"gJ､伽,OnBravery)

PerchanceChinawasnotaverypeacefillsociety,fbrFrightis

consideredtobeacauseofmanydisorders.Frightisalsothemost

commonpsychologicalfactormentionedinS""-"""gje"-/J'"'2)(神農

本草)Shen-nung'sMateriaMedica・Becomingafraidwasnotonly

amajorpathogeneticfactorwithingtheliterateHighTradition,but
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disorderedfilnctioningofthebodyorsoul:4disorder''andnothing

else.Namesoftraditionaldisorderscarrycapitalized,initialssoas

nottoconfilsethemwithanymodernsimilarterm.

TherationalHighTraditiononChinesemedicinedidnotuse

thenamesofdisordersastargetsfbrtherapyasweareusedtoin

theWest.Instead,usewasmadeofanotherkindofsymptom

constellationexpressedmainlyintermsofsupposedpneumatic

imbalancesbetweeninternalorgansorbythenameofthevery

materiamedicaprescriptionusedincuring-the$$manifbstation

type"ofthedisorder,orc伽"g証(seeAgren6,7)WidelydifIbrent
disorderscouldbeshowntohavesimilartyPesofmanifbstationand

thusreceivesimilartrcatment.Itfbllowsthatapatientpresenting

emotionalcomplaintsorseentosuffbrfi､omsomecognitivetrouble

issuhjectcdtothestandardmethodsofdiagnosis,labelledwithsome

kindofmanifbstationtype(whichmaybethesameasthatofsome

purelysomaticdisorder),andgiventhepropertherapy-herbaldrugs,

acupuncture,orwhatever.

ForobviousreasOns.,wefailtorecognize;4psychiatry''intradi-

tionalChinesemedicine・Wefind,however,conceptswithaclearly

psychiatriccontentdispersedinmanyfieldsofmedicine.

３

MedicalterminologyasdepictedintheearliestChineseliterature

hasbeenthesubiectofastudybyLuGwei-DjenandJosePh

Needham8)sometenyearsago・Amongpotentiallymedicalcharac-

tersonoracle-bonesonefindsえ〃饅thathasresisteddefiniteinte-

rpretation,@6threeinsectsinabowl''.Lu&Needhamsuggestthat

itrefbrstoaparticulardiseaseandciteanopinionaboutitsdenoting

schistosomiasis.InT~boc"α"，左傳,thecommentaryontheSpring

andAutumnAnnals,6thcenturyB.C.,Lu&NeedhamstatekzJto

haveameaningofphysicalexhaustionandmelancholia.Bridgman9)

statesittomeanhallucination.KU#〃鍵毒("k"poison")iscommon

inthemateriamedicaliteratureasatargetibrcertaindrugtherapies,

and"ic加鬼注(DevilPossession),Fright,and""α"g狂and〃β〃願
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acceptanceofWesternorganic

broughtConsternationtovisiting
theirFreudianbiases.

psychiatry..Thisphenomenonhas

Westernpsychiatristswhobftenair

2

Medicaldiagnosticsislearntlabelling.Disordersdonot"exist''
、

asentitiesthatneverchange,butareinventedashypothesesabout

thepropergroupingtogetherofsignsandsymptomsthattendtobe

connectedandchangeconcurrentlyintime.Diagnosticalhypotheses

mirrorthetimesinwhichtheyweresetup.TheprimaryaimfOr

diagnosesistoserveastargetsfbrmedicaltherapythatwillbecome

specificanddirected.

ThemediCalhistorianoften@ctranslates''ancienttermsofdisorders

intosomemodernones,exclaimingthatthis-or-thatdiseasewas

"discovered''alreadybythoseancientpeoples・Certainly,thiscan

bearguedfbrinexceptionalinstances-diabetesisonesuch.What

wecandobetteristoanalyzeconstellationsofsymptomsandprobe

ourwayintoanunderstandingofhowtheywereanalyzedathigher

levelsofreasoning.Butonlysometypesofpersonaldiscomfbrtare

consideredbythepatienttobeworthyofmedicalattention・Which

symptomstotake:$seriously''isapersonalchoicehighlyinnuenced

bysocialandculturalvalues・Wehavethenasituationofachoice

betweendiscomfbrtsonthehandofthepatient(howtophrasehis

complaintanddecidingwheretoseekhelp)andonthehandof

thedoctor(decidingwhichsymptomsareimportantandhowthey

pertaintoeachother).Thisreadilyexplainswhywedonoteasily

recognizecommondisordersintraditionalmedicalsystems.Attimes

theWesternphysiciansensesadimreconnaisanceofsomething

familiarwhenreadingolddiscoursesaboutsomedisorderedstateof

thebody,ratherliketryingtounderstandwhatdiseaseanimmigrant

patientsuffbrsfi､ommerelybylisteningtoshatteredtalkabout"what

happened''byanon-profbssionalrelative.

Ishallrefi､ainfi､ommakingmoderninterpretationsfi､omtheold

Chinesesourcesotherthanascommentaries，andtermingastateof
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earlierinEastAsianhistorythaninotherpartsoftheworld.

TheearlvChinesesourcesdemonstratecommonanimisticmodes
‘

ofthinking-Devils(ん"j鬼)andSpirits(""g霊)areabletopossess

(c加注)thehumanbodyandsoulandthusproducedisorders

(somatic,behavioural,andsocial)．Ataslightlymoresophisticated

levelofreasoningEvilInfluences("eル邪)ofdiversekindsmoreor

lessreplaceDevilsandSpirits. Supernaturalfactorsareearly

parallelledbynaturalconceptslikeCold,Heat,Wind,Drought,
Humidityandsoon,afIbctingthebodyandsoulinmuchthesame

wayasthesupernaturalones.Chineserationalismofvariousschools
haseversinceConfilciusopposedsupernaturalconceptualizationsin

general.Tough-mindedConfi,cianshavecreatedahighlymeta-

physical,howeverrationalsystemofthoughtcharacterizedbycorrela-

tivethinkingandnumerology.Insodoingsupernaturaltermsmay
beusedinaborrowedandnaturalsense・Folktraditionscontinued

tothinksofi-mindedlyaboutgodsanddevilsandfbundtheirmain

channelsofexpressioninTaoismandBuddhism.EarlyConfilcians

disregardedanysplitbetweenthebodyandsupernaturalextraper-
sonalfbrces(thereisnowayofgainingknowledgeaboutgods-thus

theVareofnointerest)andconstructedanarrayofexternalagents
'

ofanaturalkindbringingdisorder.Atthesamesweep,they

disregardedanygapbetweenthebodyandsomeintrapersonalnon-

bodysoul.

TheliteratemedicaltraditioninChinadominatedbyConfUcian

rationalismhasbythiswayofthinkingtakenanunequivocally

G6organic''pointofviewindealingwithpsychologicaldisorders.No
diffbrentiationismadebetweensomatic,behaviouraloremotional

symptomsintheirincorporationintodisorderentities,andtreatment

doesnotbotherabouttheoriginofthesymptomstobetreated.

Thisorganicoutlookinexplainingalsopsychologicaltroublesappears

tobedeeplyingrainedintheChineseandotherEastAsians(see

Tseng2,3,4),andCaudill5)fbrprovokingobservations).Ofallevidence

italsoliesbehindthevirtualnon-aCCeptancebyChinesepsychiatrists

ofthe:4soul-only''dynamicpsychologyoftheWestandtheirready
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CONCEPTSOFPSYCHIATRICINTEREST

INCHINESETRADITIONALMEDICINE*

HansAgren,M.D.,B.A.**

1

ThereexistsinChinesephilosophyandscienceaconspicuous

lackofdualisticthoughtinthesenseofpartingthingsphysiological

fifomthingspsychological.Thiswell-knownfactstands,ofcourse,

insharpcontrasttolndo-Europeanthinking.Forexample,the

analyticalprowessoftheGreeklanguageeasilydelineatedsomafiom

psyche,matterfifomideas,and,similartoanimisticthought,the

spiritfi､omthebody，Thesplit,however,wasnotveryclearcut,

andinteractionswerefbltasnatural.InEurope,bridgingthegap

hasbeenhailedasasignofmodernization,andanypresent-day

intrOductiontopsycholOgywouldstresstheinterdependenciesbetween

thepsycheandthebody.Butthisdevelopmentshouldbynomeans

beregardedasahistoricalnecessity-therearetodayeloquent

argumentsfbrnotbelievingthatthepsycheisbutaparallelto

cerebralactivity,asenseofacknowledginga;<ghostinthemachine''

(seephilosopherKarlPopperandbrainscientistJohnEcclesintheir

importantcooperativeworkTheSelfandltsBrain)').

Animisticthoughtwasdualisticinthesensethatsupernatural

fbrceswouldinteractwiththenaturalbodyinproducing,say,

disease.Thisdichotomybetweenapersonalbodyandanextra-

personalanimusiscommonplaceinreligiousthoughtandhasbeen

butlittlechangedbymodernization.Ontheotherhand,thesplit
betweenthebodyandanintrapersonalanimus,orsoul,iswhatwill
interestushere. Onetracesamergebetweenthetwomuch

*PresentedattheFourthlntcrnationalSymposiumontheComparativeHistory
ofMedicine-EastalldWcst,Susono-shi,Japan,October21-27,1979

**DepartmentofPsychiatryUnivcrsityHospitalUppsala-Swcden
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ｺﾚｿﾙビﾝは動脈硬化性疾患の発症に関連が深い血漿リポ蛋白に対し
●防御因子としてのHDL戸コレステロール(亜分画では特に注目されているHDL2-コレステロール)を上昇させま宙

●促進因子としてのLDL-コレステロール､VLDL-コレステロールを低下させま魂

③抄▲■

鍵脂質代謝改善剤

レソルヒ門蝿瀞ル可
くシンフィブラー卜〉

【■応症1下擢g症:こ伴う顕血便の改首/勤脹幾ｲ砿.脳動脈護ｲ歴.冠勤服襲化痙.源ml呼定轍
尿馬I用法･用皿カプセル剤：通常1日3~6ｶブｾﾙ(ｼﾝﾌfブラート0.75～】．､591を3回に
分けて食後に騒口投与丁る.なお.年齢･症状によ‘j週宜増渡する.姻岐剤:通常1日1.5～3.0R<ｼﾝ
ﾌｨプﾗー 卜0.75~1.秒を3回に分けて貫償に軽ﾛ投与する.なお．年齢･唖犬により週画甘症する.
I使用上の注恵】【11認釣注愈本脚lの退用にあたっては，次の点に＋分留.⑫すること.(善考憎報につ
いては｢7その他｣の項を魯照）1)適用の前に,十分な検査そ実施し､確日血淀であることを確坦した
上で．本剤の過用を考垂すること.なお.FIedr輻k5Qn分鯛のい~『れに鷹するかを齢瀕すること力望蔽
しい､Ⅱb，､．Ⅳ型の喝合【1,本剤に比魎勺よく反応し､Ⅱ日型の埋合にも反応することがある．
2)あらかじめ扇脂質血度治療の基本である食事禰法を行ない.さらに蛭&蛎法や馬血圧・蝿畳募グ溢血
性心疾患のﾘｽｸﾌｧｸﾀー の9を汲募も十分に検討した上で.食事療:華え馨他の療法.で効果が不十分
の唱合にのみ適用を零慮すること.3)投与中は血中脂同俎&定ﾛ胸に桧董し,治壊に対する反応力噛め
られない喝合【鼻は投与を中止すること.（2吹の患者には投与しないこと1)狸】･段た1$その既往歴
のある息者2)妊婦又は妊撮している可#礎のある婦人･授乳潟13次の患者には憤首に投与すること
肝･腎陣害又はその擬甘雇のある患者（4口昨用1)血液ときに白皿ﾈ散の変動･白血球減少匠か.，
またまれに”粒球症があらわhることか'ある.2)肝風まhに荷個炉．ときにN砺脹かめらわ､るこ

とがある.またときにHf繩眉櫓資値の上昇(GOT，GPT･LDH価の上昇幕)が腿めら↑1ることかある.
3)哩のうときに胆石があらわfLることがある,4)筋肉ときに血>ハクレアチンホｽﾎｷﾅー ｾ･値の上
昇が．また筋肉痛があらわれることがある.このような症状b､あうわれた叫合には乱■又,3体荘.『るこ
と.5>中裡神経系ときに姻局が,散たま､にめまい,脱力感".あらわれることかある.5)皮周とき
に発癌幕の症状があらわれることか．ある.7)冑旧ときI蛎心，食飲不撮,冑翻A感．脳蝿濁感‘
便秘下踊が,また扉れに胸やけ簿の症状があらわれることがある‘8)その他ときに繩R斥迫,‘易,心
悸充達引雲脈性欲藷退が，また崖れに股毛があらわれることがある.{4組互作用1)凝口抗凝血
剤の作用をt鰭するので，併用する岨合には.プﾛﾄﾛﾝピﾝ時間を唾して.抗凝血剤のRを旧罰し‘
慣重に投与すること．21経口血唾下剤の作用を増強す6ので，鯉ﾛ血“下剤と併用する噛合には･
血碕鰯を亜し,傭■に投与すること.〈6班■･癖幽への投与胎児ならびに母乳中への幌ﾃが肥

告さ↑Lているので,妊鴻又;』妊娠している可同龍のある婦人.授乳中'塀人陛u投与しないこと．(7)そ
の他1)謂伽化合物(クロフィブラ一卜)$こついて.次のようざ疫轌…粟が蛸告さhている．約3万
人の憾蝿橡者(治齢簿寺30~霊の9，奮な男性)における血清ｺﾚｽﾃﾛー ﾙ値分布の上位3分の1
から.各5千人のｸﾛﾌｨプﾗー 卜投与宮(蕊I群Iとi潤群(第Ⅲ騨)を週ぴ．また血j日ｺﾚｽﾃﾛー ﾙ

掴の低い雨から65千人のi類群(第m群)を選び.釣5年間…査を行っ淀ところB･虚1m付,【罐是の
発現柔:3，覇I粋こ打いて有愈に低下し､これ峰非致死的心力鞭塞の発現率の低下に堕している.縄
死亡幸ご系I評こおいて有急(こ扇ぐ,この差撃ほとんど虚血性心疾患以外の腰因に画しているが．年
齢涌正§行うと.各輌に差邑みられない.また.胆石症による胆石鱒出綱例が第1群で有丘に埴加し
た.投墨中止堵の死亡案に問する追輌萱では,第1群において有亜に境死亡率が富かつた灰これば
投萎噸との酬系邑なく.特定の疾思によるものでもなかった.また,醗腫癌およびそ酬也の原因に

よる死亡のいすhLこついてもfE識懇性は蝿められなかったことが報告されてL,る.刻顛似化合物(ｸ
ﾛﾌｨﾌﾗー 卜）争う．J卜及びﾏｳｽに長…床用■の10倍■(3⑩mg/kg)投与したところ,対雨
に比鮫して肝魍癌の発生が有鰹こ』曽加したとの報告かある.【取扱い上の注恵事判［注恵)園粒剤ば
特粥被鯛を臆してあるため．鍔自縄強く翻pすると.被隠が破れる恐れがある.世って…＃強く麹p
しないこと.’､貯法11.…存.2.湿気をさ【ﾅて貯えること(鰡粒貰物み).I包装1コレソルビンｶ
ブｾﾙ(2鉛、良):6ｶブｾﾙx1的,6カプセル×2鼬．6カプセルX1m1知ｶブｾﾙｺﾚｿﾙピ
ﾝ畑粒(50％):うめ8･1儲×知包（位鯉用〉
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